


iまじめに

15年6月に高齢者介護研究会から出さ

て、「伺らかの介護・支援を必要とする嘉呆がある

12015年の

辻2015年

におい

よりおよ

そ100万人増えて250万人になるとの推計が報告されている。このように痴来性高齢者が

中でますます多数を占めることを考えれば、痴呆性高齢者に対するケア

を標準 ることの必要'1設が間報告書におい d久ている合

「痴呆介護者育努事業の実譲についてJ(平成12年9月 車生労働省老発第623~予)に基

づき、高齢者の措呆介護技構のさらなる向上を目的として、平成13年度より

政令指定都市において「痴呆介護実務者研修(基礎課在・専門課程)Jが一斉に実擁さ

れたG また、東京、大府及び信台り高齢者擁来介護請究・諒穆センターにおいては

来介護指導者養成務fr剖が実擁されるようになったc さらに平成16年度からは、痴呆介

護指導者養成研修修了者を対象としたフォ口…アップ研修が実施されるようになち擁栄

介護研修事業がますます充実してきたc

高齢者擁来介護費究・請穆センターは昨年度まで、 2年障の研修の実績を基慌として、

嘉呆介護指導者養或研修がさらに充実するよう、 3センタ…の共通研究課題として「痛

呆介護指導者饗成研修の効果的研修システムの開発Jというテーマを設定して誹究に敦

り組んできたc事或 15年度は療来介護実務者窃穆をも包播的に含め f痴呆介識の効果

器密穆システムの というテー?を設定したc

新究の目的は以下の 3つが設定された。

① 現在、都道府県単位で実施されている諜呆介護実務者研穆によって、目標とする知



ぷ.t!dil守・態度等が党1流行に修りされたかどうかを I Flêfí話するために、 i号訴す多の務長~mlj

むのためのアセスメントツールをIJU合すること。

(r掠来分譲の効果的研修システムの開発一痴呆介護実務者研修の効果測定アセスメン

ト

;存揺泊出i為起\1道i託i 与渋ミ介J凌安J品.吉託 j存卑 f名託~'j長宝}成主{寄5奇f待争修写引{移i宰事 {.f汗』4f;?.のフ4才e 口一ア‘ツyブ{州i込出)1

ル')夫ミ辻』施告、 教f古trlよrl'le礼汗、1千iドt寸市羽古制剖錨11説i五iを，完五範し、 手段 1611:.誌からUrl始されるi奇硯:11多の尖抱にlilJけて蛇 Ii 

することり

cr痴呆介護研修フォ口一アップ体制の構築J)

③ 痴呆介護指導者養成研修によって、問機とする知l識.JlWi .態安等が受講者に袴科二

されたかどうかを評価するために、 |ド川I司îH仰り川多の受講J宇抗~'il↑刊|闘品々に1.(主ι(主ιねi仁幻}点1;

その方向性を検討討.すること 0

(r癒娯介護指導者譲渡研協の許髄に関する冊究J)

センターが、@の課題辻東京センターが、 センター治宝

るO
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1 .はじめに

な高齢北に体い、 2002年には149万人 (65歳以上)であった荊来性高齢者

の数は2015年には約250万人に還することが予測されているむ

このような状況を背景に、摘呆i生高齢者の介護の質を高めるために平成13年設より、

部呆介護実務者研諺が全毘都道野県で一斉に実施された合この研修は、「ゴ…ルドプラ

ン21J(，今後5かギ障の高齢者保健福祉政策の方向J) においてポされた痴呆性高齢者

対策の具体的施策の一つである「痴呆介護の質的 を具体化する事業とし

けられている O すなわち、痴呆投高齢者の介護の紫を させるためι、車接介護

わるケアワーカ…の介護方を高める事業として展開されているc 都道府県単位で実施さ

れている痴呆介護実務者研修の受講希望は非常に多く、ケアワーカーの研修に関するニ

の高さを反映している O

この研修は実施されてすでに2年が経過するが、安売惨によって捺染介護に必要とされ

る知識・技街及び態変等が受講者に適切に諺得されたかどうかまだ検討されていない。

すなわち癌呆介護実務者研諺の効果測定がまだなされていないと言えるむ

本研究では、痴呆介鰻挺務者研修の効果測定のためのアセスメントツールを嬰発する

ことを臣的とする O アセスメントツールが開発されることによって痴呆介護実務者研拶

の研穆効果が評告でき、実務者晋諺の需鶏点や課題を適切に評価することが可能になる

ものと考えられるq
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2. 研究方法

1 )作業手順

l~flÎ ~.と介誠実務者研修効果測定アセスメント」を作成するためにtJ、下の方法によって

作業を進めた。

(1) I痴呆介護効果的研修システム研究会」を開催し、痴呆介護実務者研修効果測定

アセスメント作成のための基本的引以を検II、j"し、アセスメン卜の)J;〔'来を作成する H

(ど) アセスメントの原案が適切であるかどうかを検Il']‘するために、打、|ぐのような(-iliij 

制作を行ったn

1flI呆介誠実務者研修JJt認を謀れについては似1:修が終 fしてから lカ月から 5カ)1後

に、福向県の修了者3名、その修了者の直属の上司 3名及び同僚3名に評価を依頼

した。アセスメント票を用いて、研修修了者の研修前と研修後を比較し、痴呆性高

齢-Pi-の介護に変容がみられたかを評価してもらった。

痴呆介護実務者研修専門課程についても州:修が終了してから lカ月から 6カ月後

に、岩手県の修了者2名、その修了者の直属のl二司 2*1及び同僚 2名に評価を依頼
した。同アセスメント票を用いて、研修修了者の研修前と研修後を比較し、痴呆性

高齢者の介護場面におけるチームケアを効果的・効率的に機能させる能力に変容が

みられたかを評価してもらった。

その後、評価者を訪問しアセスメント票が適切であるかどうかを検討するために

以下の観点でヒヤリングを実施した。

[ヒヤリングの内容】

i )評価方法についての意見

ii )評価項目についての意見

*理解しにくい表現はなかったか。その場合、どのように修正したらよいか。

*不必要な項目あるいは不適切な項目はなかったか。

*追加すべき項目はないか。それはどのような内容か。

iii )自由記述の欄についての意見

*関連する追加すべき内容はないか。

iv)評価時期についての意見

*最も適切な記入時期はいつか。

v)評価者についての意見

*今回は 3人の方に評価してもらったが、誰に評価してもらうのが適切か。また
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複数の評鍾者が必要かs 一人でよいか。

vi) の{t主

*自収方法、説明書、関意書等 ついての意見

@ 「療果介護効果的研修システム研究会Jにて、予情調査の結果 基にしてアセン

スメント を修正し確定する (資料容寝入

{乍成したア スメント票を に描栄介護実務者研修基礎課税及 門課謹受講

に適用 るむ基礎課程受講者について辻、研修目的が達成されたかどうかみるた

めに、研11多舟容である痴呆介護 とされる知識・技術及ぴ態度等が実際の弁護

に反挟されているかどうかを評価してもらうむ

門謀議受講者につい は、暗務自的が達成されたかどうかみる めに、チーム

ケアを効果的・議率的に撲読させる能力が実際の介護場面に反映されているかどう

かを評価してもらう s

セスメントの配布及び自~又は以下の手続きを 。

i)県・致令指牢都市に実務者研穆受講者のつストの捷住を依頼

G 
ii)仙舎センターから修了者の事業所長;こ対して依穎文書を

iii)茎茎盟長から調査協力者〈①受講者本入、②受講者の問錆2名)にアセスメン

ト を配者

ふ
iv)鯛杏協力者が「研究の概要JI説明書」を読み、了承した場合、 f同意書」に署

名、議印の上アセスメント に記入するO

G 
v)鰭脊協力者が摺々に記入したア スメント票を組合センタ に返送

調査の協力先辻、平成 7月から12月 までに痴呆介護実務者研穆基礎課珪

及 内課程を実撞した以下の -政令指定都布であるa
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[1扮i角如l止i以介!池i斑住世'Xだミ務」釘if引刊aイ引制{引仰州州i)川川jハ庁1:イ:11修|階答Nμi 

札;幌11民i誌晃ゐi占!らli¥、7訂;手県、 日城県、 1111fidi、4担払似ih品ι1Jι以iしe

*イtllJj削jについて;はま、受品r，.1)ストをいただかずに、市内の全てのグルーブホーム

にアセスメント票を郵送し誹l査を依頼した。

[ :)f，II米介波実務者研修専門課桂}

計二11?iL、宮城県、仙台市、福島県、広島市、島根県、愛媛県

記入されたアセスメント票を分析・惨 lE し、{痴呆介護実務者4ij持参鈍 .~~il!lJ定ア

スメントj;?;を百'r[定する。

2) r痴呆介礎実務者研修効果測定アセスメントj誤査票
r:指示介護実務者詩11多劫果1~JI定アセスメント J 調査票は、次の内脅によって構成され

-cし3る日

① 痴呆介護実務者研修の効果測定アセスメント開発についてのご協力抜頼 (rli五万三
概要jをf云し、協力を{衣頼)

(~) 記入についてのお頼い

GD フェイスシート

④識呆介護実務者誘修効築灘定アセスメント

φ 研修成果への評価及び今後の窃穆への要望等

{岳 アセスメントの記入時期につい

アセスメント項自の記入菌難環自とその理患について

(1) フェイスシートの記入項目

「痴呆介護実務者研拷効果灘定アセスメントJの記入者(評値者)の属性を

するために、フェイスシートに次の項目を設定した。

基礎課程対象アセスメントと専門課程対数アセスメントとも、フェイスシートの

記入頃日は同ーとした。

[フェイスシートの記入項目]

@記入年月日

φ所罵する都道府県・政令都市名

ヰー



.職場の施設・

.回答者氏名

・実務者wf修受講者(評イ読の対象となる方)の氏名

令実務者研譲受講者との関イ系(本人上司 i荷積 その地)

.所冥する職場

G特別養護老人ホーム 舎老人保犠施設ぐ診療養型医曜掲設④散開介護

⑤通所介護(ヂイサーピス) ②通所リハピリテーション(デイケ

ぐ手葱期入所生活介護(ショートステイ〉 ③短期入所療養介護(ショートステイ)

③痴呆対j;言、型共同生活介競擁設(グループホーム) 恐喝老所恐その他

4険性;5U 男会女

.年齢

①18---19歳'(g)20---24歳 @25---29j数奇30---34歳舎35---39歳

岳40---44歳毛布~特設③50-54議⑨55-59歳⑬60議以上

.経験年数

ヨ)1----5年金6---9年①10---14年④15---19年⑤20----24年
@25---30年 ⑦30年以上

.職種

争介護職令看護戦争理学療法士@作業痩法士号生活相談員

⑥介護支援専問員 ⑦その龍( ) 

(2) アセスメント作成の額点

痴呆介護実務者器移で習得された理会、知識、技第;主総合されて、日常の介護行

為ぷ反映されるという考え方を基本に

圃受講者の日常的な介護行為を具体的に示し評価項霞とする O

四fグループホームのサーピス静価 評錨墳同ガイド集Jに示された壊自を参考と

して、本アセスメント作成の観点に合致した項目を生かした。

[基礎課程受講者用アセスメント環吾]

痴呆介護実務者研修における以下に来す研拶間的が達成されたかどうかを許舗す

るために、研諺で穆得された痴呆介護の理念や基本的知識が受講者の島常的な

において実際に活かされているか、あるい辻痴呆介護についての意識に変化がみら

れるかどうかを薙認できる項目を作成した。
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:Jtli 法性lfiii騎打のW，~':散や :Jf，li 以に関する lト:しい j:1I ， ~ì追を袴得し、痴呆性高齢者の絵々

な![:.活上の課題をJlllW(:する H

(2) ~tlî 染性高齢者を抱える家族の心理や行動を理解する Q

労1~li呆介護の基本理念を理解する O

(1] ) 拘来弁護にあたって、痴呆性高齢者の

る対応、の考え方を理解する O

(記糠障害、見意識障害等)に対

U~) :1f:II栄介護にあたって、必要となる民本的技能、技街(制娯とii43ム

ーションの )h:l~ 、1:11号 JJ;{境fl: り、アセスメントとケアプラン咋)について Jlj [líJ干す

る。

(i色b 抑呆'1"判1'，ド門、ゾ「も/つi

を考える O

:ltlI米i金高齢者の行動障害について、その持費支と原躍について理解し、対応方法

仁ついて考えるO

〈与〉 痴呆'在高齢者に対するリハピワテーションi切な介護}j法(アクティピティブ口

グラムやレクリエーション等)についてi盟解をj菜める。

[ 111]謀t!l!受講者}I:jアセスメントJJHI二1]

痴呆介護実務者指11撃における以下に示す萌持目的が達成されたかどうかを許11Jliす

るために、震の高い痴呆性高齢者の介護が実践できかっチームケアを効巣的・効率

的に模範させる龍力が受講者の呂常的な介護場面において実捺に活かされている

か、あるいはリーダーシッブについての意識に変化がみられるかどうかを確認でき

る壊自を作成した。

e 痴呆性高齢者の介護について理解を深める。
② 擬呆性高齢者を対象として行われているアクテイ イプ口グラムや心理療法

的手法について理解を深めるむ

三号 話3来性高齢者を抱える家族の関難、ストレスを理解し、遥切な文護方法を埋解

する。

告 ここまで得た知識を活用し、指果性高齢者のアセスメント技法やケアプラン咋

成のブロセスを学習する。

@ 多様な数種によるチームアブ認ーチの重要性を理解し、チームにおけるリーダ

ーシップの取ち方について学習する合
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アセスメント項目を伶成するに当たっては、「グループホームのサーピス

評{詣項詰ガイド集jに示された項目から、上記のアセスメント作成の観点に合致し

た項目を抽出し、それを癒呆介護場冨に当ては吟て具体性をもたせるよう修正したC

(3) 研穆成果への評師及び今設の研修への要望等

「痛呆介護実務者研鯵効果測定アセスメントjを記入した後に、研穆成果への評

価、及び今後の研穆への要議等について、岳由記述で次の観点で痴呆介護実務者研

接受講者のみに記入してもらっ 1--0 

・研諺の後どのような成果が為ったかの評髄

。今後の研穆への要望等

性) アセスメントの記入時期につい

予機調査の段譜でも、アセスメントり記入時期が痴呆介護実務者研拶蒋了後どの

くらいの時期が適切で、ある

自を設定した。こ

てもらっ~。

となった奇その時期を明らかにするために次の

患は、研拶受講者だけでなくすべての記入者に回答し

.アセスメントを記入した時期;痴呆介護実務者研鯵が終了してからどのくらい

しているか。

①半丹後②l丹後③1月半後 @2ヶ丹後 2ヶ月半舎3ヶ月

O4ヶ月後舎4ヶ月半後②5ケ丹後⑮5ヶ月半後 @6ヶ月後

6ケ丹後以上)月後

φアセスメントを記入する時期の適切J性について

号今日の時点で記入するのが適窃であったc

②今日の時点で記入するのが早すぎるむ

告今日の時点で記入するのが避すぎる。

.上記@、舎と回答した方は、その理由(自

(5) アセスメント項目の記入慰霊項目とその理由について

アセスメント項目を適切なものにするために、アセスメント項目の中で答えにく

い項話があった場合辻、その雲旺の番号と記入しにくい環由を自曲記述で盟苓しで

もちった。
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3 )許園者と許髄方法

地礎課程受j持者対象のアセスメントにi立以ドに訴す 3名に評髄してもらっ

山痴呆:介護実務者研修器保諜~Y怪識者本人

(ど t-j己受講.者の向{豪よる。業務上、常にと記受講者と行動をともにしており、業務態

!支や)';:I:欲などを亙盤的に観察できる問擦の方。

(むの記入者iま撞設長・事業所長の判断で選択してもらった。その際、①の受講者には、

(めの記入折が雑であるかを知らせることを埠設民・事業所長に勧めた。

また、 ii，lI:究の111'1せは、話li以介li皆実務{iイリr鯵の効果mu定のためのアセスメントツールを

開発することであり、1iJf11針去の受講者の勤務出版を評価することではないことを I~L;G し

た。

山11fjli1142受講者対象のアセスメントには次の 3名に評価してもらっ

出張ii治介護実務者期修専問課校受講者本人

Cg) 上記受講者と業務上、常に行動をともにしている方で、業務態度や意欲など

砲に観察できる方 l名か2 0 

舎の記入者の選定、その記入者が誰であることを①の受講者い知らせることを?雄設

・事業所長ι勧めること、設び研究の呂悼の明記については、基礎課程対象アセスメ

ントと同様で、ある O

記入については、研鯵受講者の語格実雑誌と実路後を比較検討しながら、次の記号を

「評龍iJ欄に記入してもらった。

0)変わらない

1 )少し変わった

2 )変わった

+)以諒からできているので変わらない。

)判断できない。 為るいは科離する議会がないc

また(-)を記入した場合は、可能な範囲でその理由合自由記述で回答してもらった。
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3.嗣査結果

1 )分析対象者の基本麓性

おいて辻、返送されたものの中からデータ化でき 、受講者本人305

名分とf選者野留者〈上奇、開智之とど)527名分である。 305名の受講者本人のうち83名は

l名の強者によって、 222名は 2名のf患者ιよって評価された(回収率引%)0

専門課程においては、データ化された数は、受講者本人90名分とf事者評鵠者155名分

である。 90名の受講者のうち25名は 1名の他者によって、 65名は 2名のf患者によって評

価された(回収事52%)0

基礎課程および、噂門課器の分析対象者が新議する業種辻表1~こ示す通りであっ

礎課程で辻グループホ…ムが多く、専門課程で辻特期養護老人ホームが多かった。また、

分析対象者の基本設i全試薮2に示す通りで、あったc女性および介護職が多しさら

礎課程で辻30歳未満および、経験年数が5年以下が多いが、噂門課程では30歳代およ

j験年数が 6~9 年が多かったむ他者評価者における受講者本人との関揺は表 3

りであった。基礎課稚では ったが、専再課桂で に比べるとよ奇も

多かった。

1 分析対象者の所還している事薬業

人数(%)

i 基礎課程|専門課税

特別養護老人ホ ム |73 (23.9) 38 (42.2) 

老人保健施設 32 (10.5) 16 (17必

療養型震痩撞設 10 ( 3.3) 4 ( 4.4) 

適所施設 32 (10.5) 5 ( 5.6) 

ブホーム I 138 (45.2) 23 (25必)

その地 I 20 ( 6.6) 4 ( 4.4) 

-9 



1↑性!ゾノ

リJ'I"I:
化|中

{I:.i附i

30':&-1之il:l.j

3oir:t1に
401:1引に

50!.rUJ， 1'. 

lIi~Ni 

fr-.i住職
話議J[技

'U{j，N1 ，i;k民

介護支報専門員

その地

まま数{f数

5年以下

6 -9年

10年以上

その飽

2 )介護基礎能力項目

表 2

59 (19.3) 

246 (80，7) 434 (82.4) 

120 (39.3) 176 (33.4) 

69 (22.6) 114 (21.6) 

63 (20.7) 134 (25.4) 

53 (17.4) 103 (1り.5)

241 (79，0) 393 (74.5) 

15 ( 4.9) 50 ( 9.5) 

9 ( 3.0) 24 ( 4.5) 

12 ( 3.9) 20 ( 3.8) 

28 ( 9.2) 40 ( 7.5) 

167 (54.8) 28!l (54.6) 

91 (29.!l) 123 (23，3) 

47 (15.4) 112 (21.3) 

o ( 0.0) 4 ( 0.8) 

3 始者評偶者における

持紫

その鵠

祭器答

368 (69.8) 

12 (2.3) 

12 (2.3) 

16 (17ぷ

74 (82.2) 

25 (27.8) 

31 (34.4) 

iり (21.1) 

15 (16.7) 

67 (74.4) 

7 ( 7，8) 

3 ( 3.3) 

3 ( 3.3) 

10 (11.1) 

20 (22.2) 

4お (53.3)

22 (24.4) 

o ( ()，O) 

との関係

人数(%)

専門課誼

63 (40.6) 

88 (56却

4 (2必)

o (0.0) 

受講者本人と他者評{面者を合わせて、「ート (tj，普からできているの

回答した者の割合を求めたO そして、 50誌をこえる項自を

表4に示されるように、基礎課程では9項目、専門課患で拭 1壌話

った。

一10

人数 ((!u)

45 (29.0) 

110 (71.0) 

ラ5(355) 

40 (25.8) 

29 (18.71 

31 (20.0) 

104 (67.1) 

15 ( 9フ}

9 ( 5，8) 

ヰ(2，6) 

23 (14，8) 

76 (49.0) 

39 (25，2) 

40 (25.8) 

o ( 0.0) 

わらない)Jと

自とした。

する項目であ



表 4 r以前からできているので変わらないjと躍替した者的割合が50%を超える填自 自)

(%) 

身母持束辻行わないということを正しく認識しており、可能な限り!
1 552 (66.3) 

身体拘束のないケアを実践するようになっム i 

8 
トイレ誘導の際に拒否があっ

うなど、無理強いすることがなくなっ

l土、時携をおいて再震 1
I 524 (63必

本人の聞の前でプライドを傷つけるようなこと、詩、准などのプライ i
4 I“ 1 524 (63.0) 

に関することを話さないようにごとった。 1

きた場面ではー諸に喜び合うことがで、きるようになった。 14特88(告58.7

;にこ詔手の話に合わせていた号、諸手を語審縮させるよう会ぞん|
1 481 (57.8) 

とったちすることがごとくごとつふ l 

に翼連して入悌の矧を行うようになった。 I468 (56.3) 
に対し、

る I460 (55.3) 

3 

7 

5 

j気がつい

ようになっ

家挨がいつでも
17 I 
迎するようになっ

立ったまま

9 Iがないようにし、

食べこ迂し、口の腐

ブライドを大切にして後回し

い雰囲気を作ったり、
0

4

2

 

ζ
J

今、d

屯
J

戸、d

r
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¥

/

1

 

0

9

A

品

T

M
U

付
制

歓

と

に

戸
り
』
こ
、
つ
/

沙
門
叫
ト
払

ざ

る

り、一度に口に入れる

しく食事できるよう

なった。

i身体拘束i土行わないということ
13 
ないケアを実践するための議ち

の議員が認識し、

うようになった。
134 (54.7) 

3 )研11多熱製アセスメント項目

研諺効果アセスメント項吾の内的構造を吟味するために、介護基礎能力項目を除い

項吾について「後わらない」から「変わったJ を O~2 点で得点化し、受講者本人と他

者評髄者を合わせて、基礎課程および専門課程ごとに因子分軒を行った(主自子法、パ

リマックス回転、欠損値は平均値で置換入基護課程でも専門課程でも、拐期の罷宥鐘

の減少傾向を に入れ、解釈可能な 3因子を強出 結果誌表5およ 6 
押
川
同

れている。

基礎課程における国子議幕議をみていくと、第 1由子で辻「手IJ活者一人ひとちが楽し

(テレビ番組や選刊器等の)や役割(霞芸、食器洗い、鰐除、洗濯物たたみ、小動

物の詮話等の〉を見いだせるよう、場面づくり等の支援を行うようになったJI利用者

の活動意欲を数発する闘染みの物品(閣芸用品、趣味の品等)を用意し、本人の経験や

に正、じて提告するようになったJなどで高く、「個別ケアjと命名したc第2国子

「利用者が何かを伝えようとしている時には、以前よりもやさしい雰躍気でゆった

りと接するようになったJI桔手に諮が伝わらないのは、利用者の障警のためだけで誌

なく、自分の伝え方にも問題があるのかもしれないとま議して対惑するよう iこなったj

11 



などで高く、 f受容的コミュニケ…ションjと命名したの第 31嘉子では f介護家訟の心

J!H ;Iえ態を理解し、家政の ~Ui[Ilj IIS: にはねぎらいの fi~*をかけたり、!百心地よく過ごせるよ

うな芯閉会えを作るよう;こなったJr家族が会いに来たとき、利用者との1M]を取り持つよ
うな汁J，è.~を仔うようになったj で高く、「家族への対応j と命名した。

Willj 品川!における悶子負荷量をみていくと、第 i 関子では f霧呆性高í~jýì字?の不安や混

乱に|見する心思反応とその士、J応方法について職員が理解に努め、 illil々 の手IJJIJ fi'へ適時な

援助ができるような指導または!隊員研{I撃にI収り組むようになったj円売i法性向出会fi'のギ

認興告や領事11などの行動能1!?の原Iklについての職L1のftH解を深めるため、 ljiliiijill のIhhl1長

や職H研修などにll~ りおよむようになったj などで高く、「ー痴呆理解に器づいたリーダー

シップjと命名した。第2119子で辻 f家族が意晃や者望を気軽に きるように職員

からのjitがけを行ったり、定期的な連絡の機会を設けるためぷ鞍築関の協議を仔うよう

になったJf利用者の心身の変化や異常発生時に適切な対応ができるように毘療関謀者‘

との協力等による支援態勢の充実に取り組むようになったjなどで高く、河IJJ丹!i-・家

族.J議長関の関係調整jと命名した。第 3同子では[職員側のがとまりや者1$合で業務を

めるので、はなく、和患者が自分のペースを保ちながら暮らせるように職員間で|窃誠しな

がら[:夫するようになったJrチームとしてケアを行うヒでの課題を解決するためL、
職員が自分の意見を積緒的に発表しスタッフの意思統一を語ることができるよう

気作りにつとめるようになったjなどで高く、 f1調印jケアを高めるチームワークjと命

名した。

さらに、国

より下位足度を

の対応、j

あることを恭離に項目選択を行い、その合計得点に

した窃下{立尺度ごとに α探数を求めたところ、基礎操縦の「家族へ

Eものの、統計的には十分稽頼性があると考えられた。
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表5 おける研修効果の構造 (N=832)

1'>0. 明、関内容

ア

利用者一人ひとりが綴しみ事{テレピ番組や週刊誌喜多〉や役割〈関委、受営委答さし¥務霊主、ヂ
39、'"11 0ぷ08
泌物たたみ、小敷物!l)役諮毒事〉を見いだせるよう、援護芸作ち等の支援会行うようになった。

き!Jffl毛主の活動意欲会幾多ませ?る憲11染みの物品(留装殿品、慾味の品喜多)さと府殺し、本人の経1137 ~;~~~!..~，~::~":~::~'i~-:;:'; :~;.，:::;_ \，，"，""，.-..~，........~ t""'p ....... -..~ ，.，.. "'''''''110.605 
還交や状況に応じて祭供ずるようになった。 11

36 j零建設や片付けなど、不j殿場者ができることでカを発f躍してもらうようになった。!1 0.590 

感采の人の身体面の機総低下の特徴(筋力低下、平衡感覚の忍化、膜下機能の低下等)キ|
35 寸~ 11 0.562 
E霊解し、日常生活のゆで自然に維持・向上するように絞り組むようになっ心 11

利用者一人ひとりの股阪のパターンを把握し、夜波れない利用者Lこは l日のきち浴1)ズム伶34 ';;JJ;J:~ 1 ~~;'-I!~.k~ ;~~IJ~..~~ ， '.! ;.....;.~" <.o. ~wJ'.::tt ¥.".n. !AOI......' ""0''' TJJlrl::l Y'_'G"  ). 1-1 -/--1-11-1 ~ "" --> I r 11 0.560 
りを過した安限策を取るようになった。

世士話好きな入にうまくカを安否擬してもらい、?遣の利用遣をの気持ちを引きょげてくれる緩衝38μ マ 'N~，u.~"~ -~ ~. ， ，=._-.."".~._~，，~ / ~ ~.~ ~.， -"'---"--110.517 
4 つい 1，，>:つJょ。

さや総裁告さな言言動合引きょ長すために、五!惑に働きかけるさまざまな利激(家主務の音、
31 会署長のにおい、安らぎや潔いさともたらす絵や音楽、ポスター、季節の草花、こたつのぬく 110.510 

を居室、居間、廊下、浴室室等の生活空間に取り入れるようになった。

23 利用者の排法パターンや排i怯郊の兆伎を把握しており、巡切な前誘導を行うようになった。 110.461 

15 スタップが生活の技や生活文化の大事さを教えてもらう場部省とつくるようになった。 110.447 

利用者が宇奈ち着いて暮らせるように、テレどの音堂、磁気の会話のトーン、照明の銭授、 11.̂.， 30 ..， >'1 M~' .;;:";，，，;...;::; ~;'-.'...;. . -~， .-.~，. ~"~ . ， ，.."， .，-，~， 110.441 I 
まぶしd、日差し等に配慮するようになった。 11v日~
食事、排減、歩行、家事や楽しみ奇襲毒事の主義道で自立支援を臨みために利用者!l)rできるこ 11^.~の
と、できそうなことjについては、学ぶ守口さとよささずに晃守った与一緒;こ行うようになった。 11v品。

利用者会f活祭やトイレ!l)場所がわかるかそ把穫してお号、場所の間遠いやわからないこと 11^川内|
22 :":'':': :::;:.:;:'~ ;. ~ _ -':''::''~:':.';;;''-=- ;- .~，~ ;':'k~~- ..: '... ;:"':':' ;: .:'-:-: ~ 11 0.423 1 
で剣晃蓄しそ訪ぐための工夫(部E設やトイレの包印等)をこらすようになった。 11v・叫んJ ! 

受容的コミュニケーシ器ン

利用考がflJか告と伝えようとしているときには、以前よりもやさしい雰間気でゆったりと幾
1 0β号事

するようになった。

相手に話が伝わらないのは、利用者の隊3撃のためだけではなく、 s分の伝え方;こも問題が25 :;:~~/~ I~'\::- :.~.:: ~_~;，~~ ~~~~:;:I:; ~~/'-~"'f>._'J '- '_-0-"... ~/J ~/I...，.，r--/，J ，，-Uj .... JK=_... I 0.24'ヲ
あるのかもしれないと認識して対応するようになヮたc

たとえ戦員としては殴るようなことであっても、本人会宝行なったことを交めずに受容すア20 ~~;:2;.;;:-:;''::.;::; '- >Q";"-)'J: ~C l.'&)-?l.'tl， ~A7r1T/..ç -?J': c:.".A"，) 9.~X"fr 9 /，;>10.245 
等の対応がで、冬るようになったc

利思考;ニイ符かさと1ぼえるときには、短くわかりやすい言葉や身振り、回線絡を使って、相手24 'It'!~:;~ ~'-IZ~<c.. I~~:: ~~.::t:'l- r~l~ ~N ;， ， } .. O~ ¥ 7.) ，，4I-~ '/.. P IIYT-V-e. 1:<--' '-.... 'I~ r I 0.248 
が王霊祭しやすいように工夫するようになった。

その湯を素i盈ちした号、相手の話を急がせたり、途中でさえぎったりせずに十分に話を閲
1 0.110 

M くようになった。

利用者の話や行動が宅客観的な苦手実と異なっていても喜子定した乃訂正しようとせず、相手の
lヲ I0.130 
世界に合わせることがマきるようになった。

、ラブJレの際、さりげなく対応したち、利用者会体の怒沼気を和ませ、 f惑の手!JJ'誇若宮への悪}26 a/. :knrr .，.l-~，.，-，..-'，r~;~f;'L;_'L>:;'~~"~:':;>:::' """""'1 p.....j<....:..If'，，"-.......... -， 1"""''''''''''= '-1'-"'>10.2ヲヰ
彩響を和らげる{哉さかけをと行うようになった。 1

21 利用者の心理状態、や行家主滋害警の潔密を捻察しながら、自営のケアを行うようになった。 10.332 

28 約F護老ぎが落ち驚かない綾子を見せるとそばによるなど綴やかな観察を行うようになった。 10.306 

6 殺に約思考の岳径を潟めるような言葉がけを行うようになヮた。! 0.229 

科病考が自分で決めたり希認さと表したりすることそ大切にして、何かを選んでもらう場面11 :;"，;~~" ~"，;;"-:::::::'..~~"'::7::-";'"2'.':'~: />U'-~-' ，.，，， ~=<v_ ~.~ /"y_=  0.392 
3と作ったり、選ぶのを待つようになった。

家族への対応、

記録のための記録ではなく、利用考一人ひと与の生活やその変化を具体的に記録するよう 1， 0.399 
2ヲ になった。

イ中の災い利用者同士が過ごせるよう配慮したり、孤立しがちな利用者が関わる機会計乍る 1 0.3ヲS
12 ようになった。

32 利用者一人ひとりの状し態像、 (生活歴、ライブスタイ 、手日沼者や草案淡が毛主1 0.396 
めている とを把握 ンファレン うになった。

27 
ち ょう心がけており、利沼者一人ひとちの佼鐙

0.350 
ょう ょ になった。

13 利用吋者山のLL ペ4ベーみス哨ー~こぞ~ ..;.，，'って以見守」与みな司がふhら..:l.- ~tl…豪m華仰に生1 活印を送日っ叩た号、 く
0.372 

4.739 

15.795 

。袋容60
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諜 6 専門課躍における新修効景の構瀧 (N=245)

11 什 fト

" ;1)，河ごす!Ifljl徐行的 ドo，ltLlがJ'1!fIJ'llこう予め、 11ld々 の干11川者へ適切な民llJJ
削掴 古が、 ξ 予ゐよう

4山11印i羽i討恥:1'何1，品J山':白'jd
14 
なそ 1:Jr， 1) ~'Hlj ようになった。

M イームのl以11がl
山 j防， 1をi，うよ〉

まさまなことをやぴ、気づきの機会をi!}ることがマむさるように適切なアドパfスヤ

jiJl ~:I' I ，;iJàr.l l'í的不必別総や1JI'Í1"1 なとーの íì!fi!Jliif. j時へのj事切なチームケアのあり Ji 1: 〆山、 CI[，日\t\!i ll で協議し、，):~えするよ
1買
う1:な ，t.: 

ミJ ~誌1I li i ílJI 栄1'I ，\'ljPffi r.約六'1，';'ヤしくさから気j.~ ちを込先みJI~ ることがでさるようなlI1'時ゃγ ドノ( 1 1，を1，うようにな ，f: 

.10 
千11111r. からの!~"ふI:)，t していやなだ!を I! ずに ~.J'L与する、持 j 干のパうことを i1 f'，と上ないなどの Jj~ 本 11') な H， JりJのありんに'叫、
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q:;:(I') な ιi!.:I:!JII .i，‘均 11，(/)将司t やメ《ソシスのくj'j，、"品!総長むの fl~ l' '1;，、 iJJi示の人の身体的な{喪主主についぐ議w
カ')'1'1咋l'労ゲ人 1111々の干リI11r.' ';1& I，JJ な jl，;!lJJ カ {I:~ ，~ 6ょう企HHH/:IH¥UH者事事I:Jf( 1)掛iむようになった。

/l; /， tシ卜 1:1，1.'凡、く、利I11日IH，(/)似l的Ilj::'を:¥i..c、干111111. 人ひとりの村1践を断まえた具体的な介総計l却の作
，，~，I: I員組l iI~1: 1む*'ふょうじな ，1:

令てのl地11のむはを取り入れるとともに、計i凶の内ttをI:nC(7)関係者から
うになった、

ような:守.~~かげや対E与を行うことがないように配慮し、機関 lニ ~it Lて指jl+またflJJII r，の"きりやブラ fバシ
10 ":ふ
iよγドI;{スを1iうよう

干111111. '.K IA ・ I:，ì~nllflの|則係 iì\ji室

刊 本 1/)，が，(J， t~ ゃ希望を気殺に1'11絞できるようにj隊員からの71まがけを行った持、災}締約な j主総(7)iIJ主会を災~をI!~ける/ごめ
山 1:山HlI/lJのliI.，il院をhうようになった作

flj) tl y，の心身の'変化ゃ ~1!}'m'1fr'l 刊 H与に i必切な対札、がで主るように|争、療関係1.との協 )J ，~による幻義体~誕のデピ)~I:lf( 1)品1
20 
uようになった

1'1 flllll 1. へひとり自身 fj;;tJ、慾の変化ゃ~.%.のサ 1 ;.を'，'lUIi:it ~~'C ちふょう以 11m;月ベ 'hllfiち l:ll~l) 剖ltd う 1: 在 ， f 

叶 fllllly，'平家主主からの，'l，:f，'iを
U 議iみを1iうたゐiニ鈴;t主せる

とめ必要な)，[1.ιをむうと tも1:、片十，'i(/)));(I川をj号、1)")-1:'ス以内のためのl氏1)
Fた

納 税UIHtの長主主主 1tjll!のJ 詩 if~Jえ(f(学内総としてのJ'I'覚を必めるための術緩やアドパ f スを巡切l二行うようにな .， t二

23 刊1111，H 1:のけんかやトラヅル1:1祭して1.士、以内をJ窓為iしI/iJjl!!1を絞11'1するための婦ねをりうようにな.)た"
千'1IIJ 1.が外郊とのr*Jtや1ふふのやりとちが1'11111こと主ゐようなだ織をすゐょう滋llII話マ的ぷ L(~い'\'lH i浮を行うよう
17 
1:';':・aた1

例別ウアをAEめるチームリーク

11 
tWII¥I()村長ま 1)ベJh!;ftで業務4・J民的ゐのではなく、平1111Ir，が1'1分の 4斗-1，tt'f思じながられらせるようにJiw'UII¥1と|品ふ
しなカ'C，r).とするようにな ，1:

チームとしてケアを行う上でのぷl![jを WW<するために、~~ Llが 1'1 7ド 7 必;見を m~.lil'liJ に 1b'<Lス$' '1 -; 1/)立思統 を|スi
ることができるようなすよ1I詩%引:与に努めるよう

斜JlI1，'が 人になる ζ とができたり、気の会った豹IJiI設問土で ~I 自に巡ニvせるような場所作りのための配慮や工犬、
l(主 L1IIIIの al~ し会いなどを行うようになった。

i主泌物たたみや食号~Q)片付け等、利j若者が自分でできる役言語を見出し rf，当分が必望号とされているJr革質汚にされて
18 いる j と感じることができる緩E訟を目指して、機~委主体での読し合いやお畿を行うようになった。

日w'WII での附tf!j~符のために、ミーテ f ンゲや 111 し滋旬、逮絡ノートグ〉滋m なと'1ニ i芸i して~ìHミ!穏で協議しこζ炎をする
32 
ようになったυ

ノ'tII'11立IIIいなかった嵯111 (附子負仰 i止が()A~と i前)

4 i.お与~1'1:"'ljllJ告訴ト0)身体I~量産自の悦ドに合わせて、女令かつでさるだけ IÏ '1したIUi'i合法れるように、 l蹴民1111ですifjし{tいな
がら、 !Iii;告せIWII:やベ y ドからの私、消防止のため())1:)とをするようになったげ

12 干"11111，-.人ひとちがrr分で詩とめた号、泳三裂を災現した与することを大切にし、それらを似すような1ft;話や助。Iを1iう
ようになっfよ6

25 家i泌が父械に:1!i1日jでき、必IliI!!与は料品jますとともにお心地よく滋ごせるような若手間父作ちに取り絞むようになったい

利111f!i'がJ1ll長究めf11]i!こ参加した行、 j車絞め人泌を総i，i走(7)fl"JHこflH与する主:ど交流を後i嘆するたおうに滋Qlm(7)泌総を千7
29 
うようになった。

利別総…人ひとりの希望にあわせ、くつろいで人おできるよう会lli!済{ドりや介絞殺装警の改慈への絞与え註みを行うよう
16 
になった0

I，(¥など主義きあがった丸ごとの実物を凡てもらってから、日の前でほぐしたり、刻んだりするなど、科JAll<El'(' l'l¥てわ
15 
かるよう Eこするため、 J隊員l司で協議しヱ炎をするようになったo

事'1m苦言…人ひとりの盤i務・号長下毒事(7)身体後緩やf主総・下痢等の在住段状態にあわせて食事内容が'P2]1lすることがマえき
14 
るよう、総i諸問で協議し訟がら5t援を行うようになったc

24 幸UJ1H皆が総立室内に閉じこもることを議長けるたぬ、 1議員郊で協議しながら、…人ひとりの楽しみや凝り会いになること
をPもっけな請さら外に出かける機会を費量けるようになった。

6 平リm殺がl喜ち渚いて毛下らせるように、戦災がたてる物音や君主し戸(7)，たきさに対する蕊滋を行うようま量~するように立った。

2 利別殺の居室lこ使いなれた家具ゃE1Ji1ciも、事長飾品等を持ち込む等、利m緩め生活管気や習mを義援するようになった。
33 
I読奥の体調不良やストレ し、ゆとりを持って介殺に当たることができるようなザポ」ト{卒者j伶持、または業
絞殺幾iこ取り経むよう

認器系住~齢者が施設内で、場所の r"~i藍いや場所がわからないことでの混乱を防ぐために、職員!潟句協織し工夫するよ
うになった。
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4 )受講者本人の評価と他者による評価の遣い

基礎課程および専門課程における研修効果アセスメントの下位尺度ごとに、受講者本

人の評価と他者による評価について平均値の差の検定を行った。結果は表7に示されて

いる。基礎課程における「受容的コミュニケーション」で、受講者本人の評価は他者に

よる評価よりも有意に高かった(ウエルチの t(576.9)ニ 2.820，p<.ol)。

表 7 受講者本人による評価と他者による評価の平均値

( )は S.D.

基礎 研修効果アセスメント下位尺度 本人 (n=305) 他者 (n=527) t値

個別ケア 10.26 (4.15) 9.93 (4.20) 1.10 

受容的コミュニケーション 12.77 (3.68) 12.06 (3.28) 2.82** 

家族への対応 1.97 (0.95) 1.99 (0.86) ー0.20

専門 研修効果アセスメント下位尺度 本人 (n=90) 他者 (n=155) tイ直

痴呆理解に基づいたリーダーシップ 9.81 (4.46) 9.69 (4.66) 0.21 

利用者・家族・職員聞の関係調整 4.65 (2.30) 4.91 (2.51) -0.80 

個別ケアを高めるチームワーク 5.03 (1.85) 4.85 (2.11) 0.70 

**pく.01

5 )アセスメン卜記入時期の適切性の評価

基礎、専門の両課程について、受講者本人と他者評価者の回答を合わせて、アセスメ

ント記入時期及ぴその適切性をクロスさせて表 8に示した。その結果、基礎課程におい

ては、適切だとした者の中で4ヶ月後に記入した者が108名と一番多くいた。専門課程

においては、適切だとした者の中で 2ヶ月後 (18名)と 3ヶ月後 (18名)一番多く、次

に5ヶ月後 (15名)と、反応がぱらける傾向があった口したがって、基礎課程において

は一番多かった4ヶ月後が一番適切であり、専門課程においても、 3ヶ月後と 5ヶ月後

の間の 4ヶ月後が、アセスメント実施時期として一番適切であると考えられる口

-15 



表 8 アセスメント記入時期と適切'1金

人数(%)

)HiJ~課税 専門議出:

時期のi蹴切性 時則の適切性

適司 ð{~ 適切 1f-すぎる 遅すぎる

'1'-J J fを 19 ( 3.6) 13 (17.6) o ( 0.0) 9 ( 7.5) 14 (20.9) o ( 0.0) 

iぅJJ 後 29 ( 5.5) 8 (10.8) 1 ( 1.0) 10 ( 8.3) 12 (17.9) ， (11.1) 

iぅJJ'j<.絞 9 ( 1.7) 2 ( 2.7) 1 ( 1.0) 4 ( 3.3) 4 ( 6.0) o ( 0.0) 

2ヶJj{:麦 37 ( 7.0) 11 (14.9) () ( o.ol i民(15.0) 7 (10.4) o ( 0.0) 
;記
2ヶ}J \I~. f変 11 ( 2.1) 4 ( 5.4) 3 ( 3.1l 11 ( 9.2) 5 ( 7.5) 2 (22.2) 

入 3ヶJJ後 48 ( 9.0) 6 ( 8.1) 2 ( 2.1) 18 (15.0) 11 (16.4) 1 (ll.l) 

4ヶ)J ¥08 (20.3) iヰ(18.9) ¥0 (¥O.3) 13 (10.8) 6 ( 9.0) 1 (I 1.1) 

11‘.): 4ヶ)J 35 ( 6建6) ヰ(5.4) ¥0 (¥O.3) ヰ(3.3) 1 ( 1.5) 1 (Jl.l) 

JUJ 
5ヶ)J 61 (11.5) 3 ( 4.1) 14 (14.4) 15 (12.5) 3 ( 4.5) 1 (11.1) 

5ヶ月 24 ( 4.5) 1 ( 1.4) 4 ( 4.1) 1 ( 0斜 0(0β 1 (Jl.l) 

。ヶ月後 62 (11.7) 4 ( 5.4) 19 (19.6) 7 ( 5.8) 2 ( 3.0) I (11.1) 

。ヶ月後以上 74 (13.9) 2 ( 2.7) 33 04.0} 5 ( 4.2) 1 ( 1.5) o ( 0.0) 

}Hr;ln1詳 15 ( 2.8) 2 ( 2.7) 。(O.O) 5 ( 4.2) 1 ( 1.5) o ( 0.0) 

6 )介護基礎能力指数と研修効県指数

介護基礎能力項目を用いて、介護基礎能力指数を次のような式により求めた。この指

数によって、受講者の介護基礎能力が研修前いどの程度備わっているかが評留できる O

なお、今自の調査では、専門課桂では介機器慌能力;関白は 1項目のみであったので、

介護基礎能力指数辻基礎諜報についてのみ求めた口介護基礎能力が全くなかった場合

誌O、完全に習持していた場合は100になる O

介護器礎詑力指数ヱロ
f以前からできているJ項目数

X 100 
菌数 r判断できない、機会がないj項目数

話と摂修効果アセスメント項自を患いて、全体および介護基礎能力と

3因子による領域ごとに、研務効果指数を次の式により求めた。この指数は、詩修を受

ることによってどの桂境、研務効果がみられたかを示すものであるむ研修を

も全然変わらなかった場合は 0、研修後すっかり変わった場合誌10告になる。

-16-



(i少し変わったj項巨数X1)一仁変わったj護皇室長X2) 
研務効果指数= Xl00 

(填自数-(1以龍かちできているj環E数+1李u断できまい、議会がまいj要吉数日X2

そして、基礎課程およ とに、介護基礎能力指数および研修効果指数を用

いて、空琵については平均値の差の検定を行い、年齢、職種、経験年数、業種による

いについては一元詑霞分散分析を行った。その結果は以下の通りである。基礎課程で辻、

.全体の研修効果指数、「介護基礎能力Jの研惨効果指数、「家族への対j;[)Jの研穆勢果

指数で性濯が認められた(それぞれ、 t(297)日 2.038ヲ p<.05;t (275) =2.298， p<.05; 

t (223)口 2.139，Pく.05)0 

-女性(それぞれの平均稽土諜準信差辻52.7土22.01;55.4土26.79;52.0土32.50) は男性

(それぞれ46.3こと19.63・46.1土24.04;40.8士28.07) に比べて高かった。

@また、年齢のま究会果が f家族への対応」の研彬効巣指数で、業種の主効果が介護恭礎

能力指数および「個別ケアjの研修効果指数で認められた(それぞれ、 F (3，221) = 

5.773， p<.OOl; F (5，299)出 3.050，p<.05; F (5，290)口 2.691，Pく.05)0 

. LSDによる多重比較の結果、「介護基礎龍力Jはグループホーム議員 (56.6土佐30.17)

が特別養護老人ホーム (42.3ヰ30.49)、老人集鷺施設 (43.6土30.89)、訪問介護の職員

(51.9土33.48) よちも高かっ

-また、「家族への対志jの研移効果は30歳未溝 (41.4土29.49)が30歳代 (55.2士28.74)

と40議代 (63.4土33.34)より低く、 50歳以上 (47.5士35.57)も40競代よりも低かったむ

. I個知ケアJの研修効果はグル…ブホ…ム職員 (49.0土23.00)が老人保建撞設

(36.9土28.61)、訪問介護 (38.5土25.55)、特艶養護老人ホ…ムの鞍麗 (39.8土23.66)

よりも働かっ

さらに、

.年量舎の主効果が全体の研穆効果指数で認められた (F(3， 86) =3.425， pく.05)0LSDに

よる多重比較の結果、全体の研修効果は、 30歳米満 (35.5土18.50) と30歳代 (37.6

21.38)が40歳代 (50.4土17.36) と50歳以上 (51.8ごと26.42) よりも誌かっ

ア)研修内容についての評鵠

9 ~ニ示すように境器全体の「誹惨効果指数j と組み合わせて、研修内容の評価

その結果は以下の通りである D 基礎課程においては

17-



.'IV]:日IJの 1~J '1ゾI:J、 Jril&N(のげれ龍之託制"H1J、経験11:'数の 11011ミJ)、I-.J、業千1ftの I{S人

保健施設JI~M詩型 11& 1京脳iÍ党 J 1特別養護老人ホ…ムJr諮問介護jで、 pllj方の指数が

50~.と iiiij で、あり、これら以外では、「研修効果指数j が50以上かっ「十評価項話

が50未j誌で為っ

さらに、領域ごとに f十評髄項昌語数jを第出し rfiJI:誇効果指数」とキ11.み介わせて、

{州事内科のH、Hilliを行ったわその結果、 IllijJ jのお数が50まiiijであったのは、以 1'-のj重りで

ある n

.竹lJIJの[りj性Jにおいては「介l技法館館JJJ 111説明JケアJ1家族への対応jの各韻域で

.職持の f介護文語専門員」においては「介護基礎能力Jr個別ケアjの問領域で

.耗験f午iドミ沼を雲数:主支の rlO年以上J~にこおいで iは土 「什11

.業種磁.の f者入f保呆{龍建撞設jにおいてi試ま r1介子護基礎能力Jr1l話別ケアJの問領i域或で

・業楠の「諜養型医捺施設Jr特定Ij養護者人ホームJr~主 i堤弁護j においては日匝別ケアj

官it~抵で

導内諜秤Jこおいては、

・年齢の 150議以 j-.Jr 40歳代j 、 i概担の「介護支:按 i(!~ 門民 J r肴諮i蹴j、業種の

i去:療捷設jで、 f諒f1I多効果指数jが50以よかっ評価項目指数」が50未満であっ~。

これら弘外では、両方の指数が50未溝であっ

さらに、領域ごとの研修内容の評価を行っ

4砂性別の「現性Jr女性」、年齢の 130歳未満Jr30歳代j、職種の[介接種Jr生活持該

員j、経験全f.数の r6 ~ 9年」、業種の「老人保健施設Jr特別養護老人ホ…ムJにお
いて辻、いずれの韻域においても両方の指数が50未満であった。

・総験年数の r5年以下j、業議の fグループホームjにおいては -家族・職

の関イ系調整j領域で、経験年数の rlO年以上jにおいては f痴呆理解に基づいた
リ…ダーシップJr利用者・家挟・職員簡の関接読整jの需鑓域で、業種の「訪問介
においては「利用者・家族・職員間の関需調整Jr種別ケアを高めるチームワー

クjの荷額域で、両方の指数が50米満であったむ

-18 



50未満

表 9 1i斉穆内器;こついての評価

研惨内容について

研修内容が適切であり、かつ、務11多勢来があったc

と きる。所修

る。

新修内容が受講者iことって難しすぎ、かつ、研穆方法等を
改善する必要がある。

4. 痴呆介護実務者研修効果測定アセスメント棄の議定

基礎課税痴呆介護実務者硯修効果瀦定アセスメント

項目数、合計36項時となったむ

G 介護基礎:9項自

争留期ケア:14項目

争受容的コミュニケーション :11喋日

④ 家族への対培、:2項自

いては、最終的には以下の

関子分析の結果を受けて、「今冨は患いごとかった項自jは原則的に除外したが、

日「和患者一人ひとちの状態復、生活特性(生活歴、ライブスタイル等)、科用者や

家接が求めでいることを把握し、これを基にカンファレンス等で意見を言うようになっ

及び第13~買自「利用者のペースにそって見守りながちー諸に生活を送った号、

の態度ではなく一緒じ生活を楽しんだり、できるだ、汁利悪者と一緒に過ごす時間

をとるようになったjは、

っと強鱗し、以下のよう

ケアの重要な内容であるため、個別ケアの意味合いをも

を穆正し円固別ケアJの項目に入れた。

-第32環日昨5用者一人ひとりの状態像、生活特性(生話襲、ライフスタ千 jレ等)、

利用者や家族が求めていることを把握するようになったj

・第13境目「利用者一人ひとちのペースにそって鬼守ちながら、できるだけ利用

者と一報に過ごす時間をとるようにまった」

また、アンケ…トで記入国難な項闘を指摘してもらい、 に記入しにく も

してもらった。その結果、基礎課程アセスメントでは7つの壊詰が記入しにくいと指

されたが、その理由を分析すると、 6つの壌畠法文言の不適切が謀関というより、介

様方針の食い違いから項慢に示された内容に疑問をもつため記入困難であったり、

の体制が原菌で実践不可能なために記入困難であることがほとんどであったむそのため

-19 



にJrilI15r スタップが!I:.il~" のJ支や生活文北の大~.lJ.dを教えてもらう場IIIIをつくるように

なったJ だけを以ドのように丈首を惨正し~口

.mr~11 

もらう

i与IUJ，l主将痴呆分譲実務者掛修効果測定アセスメント票においては、 11支持1'1<.Jには以下の

Jjf 11数、 f?iii2SJ長rlとごょっ~。
(1)介1i(EJM15:idi i i 

は) ~1:IÎ 社}'H併に )I!~づいたつーダーシッブ IIJ111J

(~) 平Ij川持・米政・ ibEliiEjの関係l詩集 9項目

(1) 1181 JJIjケアを111jめるチームワーク 7項目

IAI r分析の結果を受けて、「今回は用いなかった横自J，ま諒知的に除外したが、第25
lrnl r家践が気軽に訪問でき、訪問時は利用者とともに居心地よく過ごせるような雰由
気作ちに攻り組むようになったJ及び第29項目[利用者が地域の行事に参加したち、地

域の人たちを詫設の行事に招持するなど交流を促進するために職員間の協議を行うよう

に令ったjは、 f手IJ患者・家挟・職員間の関係調整Jの重要な内容であるため、事IJ)長

-家族.J隊員間の関係調整の意味合いをもっと強調し、以下のように文詩を修乏し

「利用者・家族・職員関の関孫課整jの項告に入れた。

-第25項目「家族が気軽に訪問でき、詰需持;土手IJ活者とともに毘心地よく過ごせ

るような雰間気を し、家挟との臭立子な関孫f乍ち iこ最り組むようになったj

-第29項目同Ij用者が地域の行事に参加したり、地域の人たちを接設の行事に詔

持するなどの交流を間り、;地域の人達との良好な関係作りに取り組むようにな

った。J

また第6環器月号患者が落ち着いて暮らせるように、職員がたてる物昔や話し声の大

きさい対する配意を行うように指示するよう;こなったj及び、第2項目「利用者の屠室に

使い'1擬れた家具や日用品、装錦品等を持ち込も等、利用者の生活背景や習慣を尊重する

ようになったJは、「幅別ケアを高めるチ}ムワークjの鷺要な内容であるため、個別

ケアを高めるチームワーク利用者・家旗・職員鰐0)関f系議整の意味合いをもっと強調

し、以下のように文言を修正し「個別ケアを高めるチ…ムワークjの項昌に入れたc
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-第 6項目「利用者一人ひとりの状態を考麓し九

職員がたてる物音や話し声の大きさに対する

ようになったJ

・第2項目「利用 ひとりの を

行うようになったJ

いて暮らせるように、

うようチームで取り組む

した取り組みをチームで

記入居難な項目

指播されたが、

識の体制が原

いては、噂門課根アセスメントでは4つの項昌が記入しにくいと

を分析すると、文書の不適切が記入国難の震茜というよ号、経

なためによる記入困難であることが誌とんどであったc 開

えば第15壊自の f魚、など焼きあがった丸ごとの実物を見てもらってかち、患の詣でほぐ

号表ぜんだちするなど、料理が自で見でわかるようにするため、職員需

ようになったJの項話において、「それぞれの利用者に合わせて配膳されてくるの

、その場での対応は難しいJ1200床という環境、そして業者委託ということ

部分があるjという記入国難の理由が記述されていた。また「職員の体調不良やストレ

スに配慮し、ゆとちを持って介護に当たることができるサポート体制作り、ま

改善に取り組むようになったjの葉自において、「職員数にも限界があり、余裕を

せることや、サポート棒討をとることができませんjという記入困難の理由が記述され

ていた。以上のことから、専門課殺のアセスメントでは項目の文替の修正は行わなかっ

fこo

また、基礎課程と専 アセスメント に、次の 3点について受講者の

みに自由記述してもらう欄を

① 研イI多のあとどのよう

器研修で学んだことを

ったか

きる職場環境にあったか守

5鯵痴呆プ子議案務者研修効果測定アセスメント票の活馬

f痴呆弁護実務者研修効果測定アセスメントjは、都道野県及び設令指定鶴子宮単{立で

されている擁呆介護実務者研修によって、受講者の日意的な介護に変容がみら

かどうかを評殖するものである守自己評価として受講者本人及びf患者許舗とし

環等に5常の癒呆建高齢者への介護の状況を評価してもらいそ

した毘アセスメント票をどのように分析するか、その視点につい

21 
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1 )アセスメント票による研鎮の適切II~主の検討

liij;主した「記f{1弘lflilli指数jと「十会1i.1illiJJ[11指数Jによって、研修が述i切であったかと

うかを'j:ljl析することが可能で為る o 1 fIJf fl針~1illi指数J I土掬呆性高齢者に対する受講者の

介必能)J 1J'if出場によってどの程変向上したかを許鑓する指数であり、 1+評価項目指数j

はその介議能力が研修前にどの軽度欝わっていたかを評価する指数である O このごつの

指数のキ11.み介わせによって、表9めように1iJf拷内許せ;が適切であったかどうかをli、Hllliで、

きる H

まず、 1 1i)f11引きI~ {í llî指数J が5() J-.j、 1-，で f 十 rl'I~{IIIÎJri11 信教jが50未満の場-fT、側修liijは介

識的)]が1fi:いレベルにあったがiiJH患によって介護能力が向上したと考えられるので、研

修i付符が適切であり、かつ、研修効果があったと評告できる。

次に[研修評価指数Jが50未満で[十評髄項毘指数jがお以上の場合、研修前

能力が高いレベルにあったが研修によってそれ誌と子介護能力が向上していないと考えら

れるので、研修内容が受講者にとって簡単すぎたと評舗できる。{引車内符ιついてもう

少し高いレベルの内容を設定する等、検討が必要で、ある。

[奇f修評{語指数jが50未満で 1+評価項目指数jが50未満の場台、 M{I多誌は介護能)J

がiまいレベルにあり、かつ研修によってそれほど介被能力が向上していないと考えられ

るので、 f苦{車内容が受講者にとって雌しすぎ、かっ、時1:持方法等に軒らかの1m題を抱え

ていると評髄できる。

き禁9 期修内容lこついての評価

「研修妻子縦揺数j 話指数j 研修内容についての評価

50以上 50米議 持同事内容が適切であり、かつ、研{I多効果があったο

50未満 50以上
研務内容が受講者にとって簡単すぎたと評価できる。研修
内容について検討が必要で、ある。

50未満 50未満
訴{I萎内容が受講者にとって難しすぎ、かつ、 を

改善する必要がある C

2 )研修成果を評悟する際の留意点

「研修評価指数Jが50来瀧の場合、その数韻をもって研務内容及び誹修方法に問題が

あると判断できない場合がある。そもそも、排{喪主導ア設の受講者の介護に及ぼす要因と

して以下のことが想定される O

①研修内容の適切性 レベルに合っているか〉友び詩務方法・カリキュラ
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ムの適切性

② 受講者本人の研修意欲の程度

③研修終了後の受講者の職場における介護環境(受講者が目指す介護が実践できる

環境が職場にあるか)

仮に、①と③に関することが十分であっても、②の受講者本人の研修意欲が乏しい場

合、本アセスメントにおいては一定の研修効果が現れてこないことになる c 同様に、①

と②に関することが十分であっても、③の職場環境が組織の体制等により受講者が望ん

だように実践できる環境になかった場合、本アセスメントにおいては一定の研修効果が

現れてこないことになる D そのようなことを想定して自由記述の欄に「研修で学んだこ

とを実践できる職場環境にあったか」という質問事項を設定した。研修評価指数があま

り高くない場合、この欄に記述された内容を分析することによって、③の要因が影響し

ているかどうかをある程度判断することができる D

もし、②及ぴ③の要因に問題がなく研修評価指数が低い場合は、研修内容、研修の方

法(授業構成、授業の方法等)及びカリキュラムの構成について問題があることが想定

され、修正する必要があるc

3 )業種、年齢別等による結果の分析

13 調査結果 6 )介護基礎能力指数と研修効果指数」においても述べたが、受講者

の年齢や業種によって研修効果指数に差が生じている D 例えば基礎課程の「家族への対

応」の領域において、 30歳未満の受講者は30歳代と40歳代の受講者よりその指数が低い

という結果が得られている D また基礎課程の「個別ケア」の領域において、グループホ

ームの受講者は特養、老健及び訪問介護の受講者よりその指数が高いという結果が得ら

れている c

もし、本アセスメントの結果の分析により受講者の年齢や業種によって研修効果指数

に差が生じるという結果が導き出されたなら、差が出た領域に関する科目の演習におい

て、受講者のグループ分けを行い、演習内容を対象者のレベルに合わせて編成すること

が望まれる D

4)本アセスメントから痴呆性高齢者介護の視点を学ぶ、という活用

本研究における調査の結果、自由記述欄に、本アセスメントから痴呆性高齢者介護の

視点を学ぶことができた、という内容が数多く示されていた。本アセスメントを受講者
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本人だけでなく、受11長(i'O)IIIJ慌にも配布し、拍i~~'I''I: I旬tl~ì{i'に対する 11常の介護の悦/ょを

J'/:ぶ資料ーとしてもufiJlJすることができるの
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痴呆介護実務者研修

効果測定アセスメント

(確定版)





痴呆介護襲務者鶴惨効果測定アセスメント

〈基礎課程)

記入についてのご協力依頼

+今回実施した痴呆介護実務者研修の効果を期定するために効果測

定アセスメントの記入にご協力ください。

4砂錨呆介護実務者研修の終了後、皆さんの日常の勤務状況かち、研

修の成果を、ご本人及び職場の同僚の方等に癒呆介護実務者研諺

効果測定アセスメントへ記入していただきます。

eこの謡査の目的iま、擁呆介護県務者研修の効果を期定することで
あり、読穆後の皆さんの勤務態度を評価することではありません。

記入についてのお顕い

令痴呆介護実務者研{壌が終了してから 4か月後の時点で記入して

くださいc

• rフェイスシートJについては該当する番号を解答欄にご記入く
ださい0

• r摘果介鰻興務者研鯵効果測定アセスメントj については、研修
受講者の研修興施前と実施後を比較検討しながち、次の記号を

f評{覇J欄に記入してください。

0)変わらない

1 )タし変わった

2)変わった

)以前からできているので変わらない。

一)事j新できない。あるいは料酷する機会がない。

-ご記入後、下記のものを各車需封の封鵠i二入れ、密封の上、下記の住所!こ、

平成 年 月 日までご選議ください。

①拙呆介護実務者研修効薬浪lj定アセスメント @フェイスシート

・記入方法などについてご不明な点があザましたら、下記までお問い合わせく

ださい。

研修事務局の住所周 TEL潜号、担当者氏名
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痴呆介護実務者研修効果測定アセスメント

〈基礎課程)

フIイスシート(基礎課程問)

記入年月日;平或 年 月 日

箆設努事業所名;

匝答者氏名;

実務省研修受講者(評価の対象となる方〉の氏名;

実務省研修受講者との関探(該当理践に0) 本人上奇 問僚 その他

1 あなたが鞍務されている職場の事業種を下記の中から選び、該当する番号

を記入してください。

①特別養護者人ホーム ②老人保健施設《診療養護1医療施設寺訪問介護

争通所介護(ヂイサーピス) ⑥通所1)ハピリチーション{ヂイケア〉

⑦短期入所生活介機(ショートステイ〉 争盛期入摂蜜養介護(ショートスチイ)

⑨痴呆対応型共間生活介護〈グ jレーブホーム〕 ⑮宅場所

⑪その他(

な あなたの性期を下記の中から選び、該当する盤符を記入してください。

さ〉男舎女

「ゴ
3 あなたの生践を下記の中から選び、該当する番号を記入してください。

① 18-19歳②20-24歳《参加-29議 @30-34隷舎35-39最寄40-44

織⑦45-49歳⑧50"'54議盛時"'59最⑮60議以上

L三
4 掠果性高訴者の合護に従事したあなたの経験年数を下記の中から選び、該

当する番号を記入してください。

G) 1 "'5益事(2)6-9年③10-14年 @15-19年⑤20-24年昏'25-30年

①初年以上

5 あなたの盤護を下記の中から選び、該当する番号を記入してください。

①介護職舎者諜職之島理学護法士多作業嫌法士 ⑤生活相談員 ⑥介韓交媛

専門員 ⑦その地{
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介護碁礎

評罷項目

身体拘束は行わないということを正しく認識してお札可能な限り身体拘束

の立いケアを実接するようになった。

2 家族がいつでも気軽に来やすい雰語気を作ったり、家接が来たら歓迎す

るようになった。

3 表面的に相手の話に合わせていたむ、相手を薬縮させるようなぞんざいな

態度をとったりすることがなくなった。

4 本人の目の前でブライドを傷つけるようなこと、排漉などのプライバシーに

関することを話さないようになった。

5 利用者の不安や遊恥心!こ配臆して入治時の介助を行うようになった。

6 聾や着衣等の整容の乱れ、食ベニlまし、口の賂閤等の汚れに対し、気が

ついた時京で、ブライドを大切にして後回しせずに対応するようになった。

~川1 本人ができた場面では一緒に喜び合うことができるようになった。

入;議やトイレ誘導の襲去に拒奇があった場合には、時間をおいて再度誘うな

ど、懇理強いすることがなくなった。

9 立ったまま会事分毘をしたり、一度にEに入れる量が多すぎるようなこと

がないようにし、制患者が楽しく金事できるように配議するようになった。

面倒ケア

10 I利用者一人ひとりの瞳翠のパターンを把握し、夜鶴れない事IJF持者には18

の生活リズムづくりを通した安眠策を取るようになった。

11 I利用者一人ひとりのベースにそって見守りながら、できるだけ科用者とー

緒に過ごす時聞をとるようになった。

12 I利用者が過去に身につけた技術や情の生活文化若手Ij用者本人からスタy

フが教えてもらう場簡を意図的!こつくるようになった。

13 I t量話好きな入!こうまく力を知機してもらい他の利用者の気持ちを引きょげ

てくれる場簡をつくるよう!こなった。

14 I I荘地よさや能動的な露動を引き出すために、五感に働きかける様々な刺

議〈家事の審、食事のにおい、安らぎゃ濃いをもたらす絵や音楽、ポス夕

、吋炉問.l V"'~"'lいこたつCぬくもり等)を居室、量間、廊下、治盟等の生活

iニ取ザいれるようになった。

一一27一一
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15 利用者の活動意欲を融発する誇111染みの韓品〈罷芸爵 懇話来の品等)を

用意し、本人の経験や状況に~乙て提撰するようになった。

16 擁果性高齢者の身体器におiする機能能下の特徴(筋力低下、事衡感覚の

慈悲、号室下機能の器下等〕を理解し、日常生活の中で自然に維持・向上す

るように取り組むようになった。

17 利用者が蕗ち着いて暮らせるように、テレピの音量、職員の会話のト…

ン、照明の強度、まぶしさ、日差し等|こ配嘉するようになった。

18 利用者…人ひとりが楽しみ事(テレビ番組や週刊誌、等の)事や役誤{器

芸、食器洗い、補強、洗濯たたみ、小勤鵠の世話等(J))を見いだせるよう、

場蹟づくり等の支援を行うようになった。

j bすようになった。

• 20 I京Jm者の排;世パタ…ンや排j世前の兆候を把躍しており、適切な前誘導を

行うようになった。

21 I 掃除や片付けなど、利用者ができることで力を発揮してももうようになっ

た。

22 I利用者一人ひとりの状態壊、生活特性〈生活盤、ライフスヲイル等)、利用

者や家族が求めていることを提援するようになった。

23 I食事、排濯、歩行家事や楽しみ事等の場面で自立支械を闘るために利用

者の「できること、できそうなことJについては、手や口を出さずに見守った

り一緒i二行うようになった。

受容的コミュニケーション



28 たとえ職識としては困るようなことであっても、本人が行ったことを震めず

に受容する毒事の対応ができるよう!こなった。

29 利用者が自分で決めたり希望を表したりすることを大坊にして、明かを選

んでもらう場酪を作ったり、選ぶのを待つようになった。

30 華社館者が落ち藷かない様子を毘せるとそ誌に寄るなど鍾やかな観繋後作

なうようになった。

31 手IJ用者のや理状懇や行動議饗の原因を誰察しながら、信常のケアを行な

うようになった。

32 事j用者iこ荷かを伝えるときには、組くわかりやすい言葉や身振り、目線等

を量って、諸手が理解しやすいように工夫するようになった。

33 手1]用者の話や行動が客観的な事演と興なっていても否定したり訂正しよう

とせず、相手の世界に合わせることができるようになった。

34 常lこ利用者の自信を高めるよう怠雷諜がけを行なうようになった

家族への対応

I 351介鰻家族の心理状態を理解し、家族の詰開時にはねぎらいの言葉をかけ

iたり、態心地よく過ごせるような雰題気を作るようになった。

36 I家族が会いに来たとき、事j患者との関を取り持つようえよ対誌を行なうように

立った。

痴呆介議実務者研修受講者のみご記入ください

+i耳{彦或果への評髄、及び今後の研修への要望等について配入してください。

研穆のあと

どのような

成県があっ

たかの評価

ご多忙中、ご協力いただき誠にありがとうございましたo
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痴呆介護実務者研修効罰則定アセスメント

(基礎課程)

介護基礎

言明E頁目 評価

身体拘束は行わないということを正しく誠敵しており、可能な限り副本拘束のないケアを実晶するよう

になった。

2 家族がいつでも気軽に来やすい雰囲気を作ったり、調耕来たら蹴且するようになった。 + 
3 表面的に相手の話に合わせていたり、相手を華縮させるようなぞ、んざいな態度をとったりすることが

2 
なくなった。

4 本人の目の別で、プライドを傷つけるようなこと、排池などのプライ1¥シーlこ関することを話さないよう

になった。

5 利用者の不安や基恥心lこ配慮して入浴時の介助を行うようになった。

6 髭や着衣等の整容の音防L、食べこぼし、口の周囲等の汚れに対し、気がついた時点で、プライドを

大切にして後回しせずに対応するようになった。
+ 

7 本人ができた場面では一緒に喜ひ.合うことができるようになった。

8 入浴やトイレ誘阜の際に拒否があった場合には、時間をおいて再度請うなど、無理主いすることがな

くなった。

9 立ったまま食事介助をしたり、一度に口に入れる量が多すぎるようなことがないようにし、利用者が

楽しく食事できるように配屈するようになった。 + 

個別ケア

10 利用者一人ひとりの睡眠のI~ターンを把握し、夜眠れない利用者には1 日の生j舌リズムづ、くりを通し

た安眠策を取るようになった。
1 

11 利用者一人ひとりのペースlこそって見守りながら、できるだけ利用者と一緒に過ごす時間をとるよう

になった。
1 

12 利用者が過去に身につけた技術や昔の生j舌文化を利用者本人からスタッフが教えてもらう場面を意

図的につくるようになった。

13 世話虫子きな人にうまく力を発揮してもらい、他の利用者の気持ちを引き上げてくれる場面をつくるよう

になった。

14 心地よさや能動的な言動を引き出すために、五感に働きかける犠々な刺激(家事の昔、食事のにお

い、安らぎゃ潤いをもたらす絵や音楽、ポスター、季節の草花、こたつのぬくもり等)を居室、居間、 1 

屈町、浴室等の生活空間に取りいれるようになった。

15 利用者の活動意欲を触発する馴染みの物品(園芸用品、超昧の品等)を用意し、本人の経験や状況

に応じて提供するようになった。

16 痴呆性高齢者の身体面における機能低下の糊数(筋力低下、平衡感覚の悪化、畷F下機離の低下等)
1 

を瑚札、日常生活の中で、自然に紺寺・向上するように取り組むようになった。

17 利用者が落ち着いて暮らせるように、テレビの音量、職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、日
+ 

差し等に配慮するようになった。

n
u
 



18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

利用者一人ひとりが楽しみ事(テレビ番組や週刊誌等の)や役割(園芸、食器洗い、掃除、茄霊たた

み、小耕犯の世話等の)を見いだせるよう、場面づ、くり等の支援を市ようになった。

利用者が居室やトイレの場所が分かるかを把握しており、場所の間違いや分からないことでの混乱

を防ぐための工夫(部屋やトイレの目印等)をこらすようになった。

利用者の排潰パターンや排潰前の制l主を把t屋しており、適切な前誘導を行うようになった。

掃除や片付けなど、利用者ができることで力を発揮してもらうようになった。

手l問者一人ひとりの状態像、生活特性(生活歴、ライフスタイル等)、利用者や家族が求めていること

を把握するようになった。

食事、排班、歩行家事や楽しみ事等の場面で自立支援を図るために利用者の「できること、できそう

なこと」については、手や口を出さずに見守ったりー繍こ行うようになった。

受容的コミュニケーション

利用者が何かを伝えようとしている時には、以前よりもやさしい雰囲気でゆったりと接するようになっ

た。

相手|こ話が伝わらないのは、利用者の障害のためだけではなく、自分の伝え方にも問題があるの

かもしれないと認識して対応するようになった。

その場を素通りしたり、相手の話を急がせたり、途中で、さえぎったりせずに十づ計二話を聞くようになっ

た。

トラブルの際、さりげなく対託、したり、利用者全体の雰囲気を和ませ、他の利用者への悪阜簿を和ら

げる働きかけを行うようになった。

たとえ職員としては困るようなことであっても、本人が行ったことを責めずに受容する等の対応がで

きるよう!こなった。

利用者が自分で決めたり希望を表したりすることを犬切にして、何かを選んでもらう場面を作ったり、

選ぶのを待つようになった。

利用者が落ち着かない様子を見せるとそばに寄るなど細やかな観察を行なうようになった。

利用者の心理状態や行動障害の原因を推察しながら、日常のケアを行なうようになった。

利用者に何かを伝えるときには、短くわかりやすい言葉や身振り、回線鞍使って、相手がE田監平しゃ

すいように工夫するようになった。

利用者の話や行動が客観的な事実と異なっていても否定したり訂正しようとせず、相手の世界に合

わせることがで、きるようになっ

常に利用者の自信を高めるような言葉がけを行うようになった。

家族への対応

介護家族の心国規捷理解し、罰芙の訪聞寺にはねぎらいの言葉をかけたり、居心地よく過ごせる

ような雰囲気を作るようになった。

罰突が会いに来T土き、利用者との聞を取り持つような対F諸行うようになった。

-31一

1 

+ 

+ 

1 

1 

1 

+ 

O 

1 

1 

+ 

1 

2 

1 

+ 

O 



側操介護実務者研修効果lRU定アセスメント結果艶理の髄

日3平価及び他者5軒高の結果を罷1.lIJlこ整理するo受講者の

回答者氏名;

実務者間事受鱗者〈静髄の対象となる方〉のま名;

実務者研惨受講者との関{系 4 職場の事穀重

量聖 6 斐鱈 7 盤整空整〈
職霊

1

2

3

5

8

 

2ページの記入アセスメントの結果を次の表で整理する。* 

研修効十喜平協工長

信指数

「寸の項

目数

f+Jの項

関数

f2Jの項

関数

f 1 Jの

項闘数

fQJの項

目数

総項

百数

2 2 4 O 9 介設基礎

8 

1 1 4 

O 

2 

個別ケア

受容的コミュ

ニケーション

家接へ的対応 O O O 2 

6 1 0 2 1 7 2 36 金{持率{詣

己含朝国と{出者評価に分けて集計する。受講者全員分を豆

(受講者50名の場合の1~IJを示す)

職場の事業種

事業 特養 老健 療養 紡隈 適所 還問 短期 短期 グル… 事者 その

F重 嬰 介擁 介護 入所 入所 ブホ… F斤 {色

療 ど1) 宣言 撲養 ム

議十 30 8 2 1 む O O 6 2 O 

1 

男一

5

女

45 
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3 年鈴

年代
30最未満 ⑫O歳代 ③40歳代 各:60線以上

;人数 32 1 0 5 3 

4 皇霊霊童主

経験年数

人数

6-9年

1 3 

10年以上

9 

5 職種

醐塗|介議職 学識 j作業譲 j生活椙合護支配その穂

法士 i法士 i議員 1:専門員

人数 I 35 民
U 2 3 2 2 

6 ゴト議選詰楚能力指数の算出

次の式により「介護器楚能力指数Iを算出する。この指数は、援措脅の介機基礎能力が明朗制こど

の程震纏わっているかを評題するものである。

ゴ?護基礎が議=
賠訴からできているj議自数

会議輔崩壊隷ー隔離でき悲し¥蜘納期数
XI00 

介護基礎

鱗

勝

一

明

F十jのま頁 If-Jの寝 +評価項|研彦効

自数 I Iヨ数 目指数 i尉置数

120 30 

個別ケア

ュ
ン
一
応
一

ミ
ヨ
一
対
…

コ
シ
…
の
一
価

的
…
…
へ
一
許

制
廿
ケ
一
族
一
体

受
一
一
一
家
一
愈
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7 +項目評価指数の算出

次の式により r+項目評価指数」を算出する。この指数は、受講者の「個別ケア」、「受容的コミュニケ
ーション」、「家族への対応」の各領域に関する介護能力及び、全体の介護能力が石刑彦前にどの程度備わっ

ているかを評価するものである。

+項目E朝耐旨数=

総評頁

回数

介護基礎 450 
(9x50人)

個別ケア 700 

(14x50人)

受容的コミユ 550 

ニケーション (11 x 50人)

家族への対応 100 

(2 x50人)

全体評価 1800 
(36 x 50人)

8石刑彦効果指数の算出

「凶tからできているj項目数

全項目数一明できなし¥蜘泣いJ項目数

rOJの項 r 1 Jの r2Jの項 r +Jの項

回数 項目数 回数 回数

50 200 50 120 

100 300 100 180 

100 220 140 65 

20 30 20 25 

270 750 310 390 

x 100 

「ー」の項 +評価項 石刑彦効

回数 目指数 果指数

30 28. 6 

20 26.4 

25 12.4 

5 26.3 

80 22. 7 

次の式により「石刑彦効果指数」を算出する。この指数は、受講者の「基礎介護能力」、「個別ケア」、「受

容的コミュニケーション」、「家族への対応」の各領域に関する介護能力及び全体の介護能力が石刑彦等に

よってどの手呈度向上したかを評価するものである。

(ゆし変わっ何項目数x1) + (r変わっ臼項目数x2) 
E刑彦効果指数=

冊数ー (r以前からできているJ項目数十時11断できなし¥齢古川項目掛)x2 
x 100 

総項 rOJの項 r 1 Jの r 2Jの項 r +Jの項 「ー」の項 +翻即頁 石iH1彦効

回数 回数 項目数 回数 回数 回数 目指数 果指数

介護基礎 450 50 200 50 120 30 28. 6 50 

個別ケア 700 100 300 100 180 20 26.4 50 

受容的コミユ 550 100 220 140 65 25 12.4 54.3 

ニケーション

家族への対応 100 20 30 20 25 5 26.3 100 

全体評価 1800 270 750 310 390 80 22. 7 51. 5 
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樋呆介漉実務者研修効果測定アセスメント

(専門課程)

記入についてのご協力依頼

.今由実施した癒果分護実務者研{専の効果を測定するために効果測

定アセスメントの記入にご協力ください。

φ痴呆介護実務者研修の終γ後、皆さんの日常の勤務状況から、研
修の成果を、ご本人及び職場の関環の方等に痴呆介護実務者研修

効果測定アセスメントヘ記入していただきます。

φこの調査の自的は、痴呆介護実務者研穆の効果を漠i定することで
あり、研修後の皆さんの勤務態度を評恒することではるりませんG

記入についてのお顛い

φ擁果介膿奥務者研修が終了してから 4か月後の時点で記入して
ください。

争 fフェイスシートjについては該当する番号を解答欄にご記入く

ださい。

4争 「摸果分譲実務者研修効果浸[J定アセスメントJについては、研修

受講者の研務実施前と実詫後を比較検討しながら、次の記号を

r~手髄j 讃!こ記入してください。

0)変わらない

1 )少し変わった

2)変わった

+)以前からできているので変わらない。

ー)判断できない。あるいは判断する犠舎がない。

@ご記入後、下記のものを各宙開封の封龍に入れ、密封の上、下記

の住所に、平成 年 月 司までご返送ください。

①痴呆介諜奥務者研修効果測定アセスメント ②フェイスシート

@記入方法などについてご不明な点がありましたら、下記までお賄

い合わせください。

(一一明白氏名
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癒呆介護実務者研修効果測定アセスメント

(専門課相)

フェイスシート(噂門課程罵〉

記入年月日;平成 年 月 日

施設・事業所名;

回答者氏名・

実務者研惨受講者〔評嬬のませ象となる方〉の氏名;

実務者研修受講者との関保{接当項目iこ0) 本人上司 間僚 その他

1 d1)なたが勤務されている職場の事業種を下記の中から選び、誠治する番号

を記入してください。

G特別養護老人ホーム ②者人保健施設 ③療養型匡療臨設 (延長訪関介護
@通所介護(デイサーピス) ⑥過摂1)ハピ 1)テーション(ヂイケア)

⑦組期入所生活介護(ショートステイ) 争短期入所寮養介護{ショートステイ)

⑨痴操対応型共同生活介議(グ jレープホーム〉 舎宅老所

@その他〈

2 あなたの抵型を下記の中から選び、該当する番号を記入してください。

CD 男会女

仁コ
3 あなたの年齢を下記命中から選び、該当する掛碍を記入してください。

② 18-19線争20-24歳③25.......29識④30-34臨⑥35-39歳⑤給.......44

議⑦45.......49般⑮50.......54歳⑨55.......59露骨60鰻以上

亡コ
4 痴呆性高齢者の介護に従事したあなたの経験年数を下記の中から選び、該

当する番号を記入してください。

守)1-5年舎6.......9年舎10-14年 @15-19年寄20-24梓(器部.......30年

(1)30年以上

5 あなたの墜翠を下記の中から選び、骸当する番号を記入してください。

ぐ号介諜職 (②看護職 ③理学癒法士 ④作業療法士 @生活相議員 寄ゴト議文媛

⑦その他(
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痴呆介護実務者研修効果測定アセスメン卜

(専門課程)

介醸基礎

評 価 項 目

1 )身体拘束は行わないということを全ての職員が認識し、身体拘束のないケア

を実践するための取り組みを行うようになった。

痴呆理解に基づいたリーダーシップ

2)痴呆ケアの基本的理念を明確に意識し、その理念を職員聞で共有することを

目的に、職員聞の話し合いなど具体的な取り組を行うようになった。

3)痴呆性高齢者の不安や混乱に関する心理反応とその対応方法について職員が

理解に努め、個々の利用者へ適切な援助ができるような指導または職員研修に

取り組むようになった。

4)一般的な老化に加えて、身体の緊張やバランスのくずれ、暁下機能の低下等、

痴呆の人の身体的な特徴について職員が理解に努め、個々の利用者へ適切な援

助ができるような指導または職員研修に取り組むようになった。

5)職員が痴呆性高齢者の表情やしぐさから気持ちを読み取ることができるよう

な指導やアドバイスを行うようになった。

6)痴呆性高齢者の不穏興奮や俳個などの行動障害の原因についての職員の理解

を深めるため、職員聞の協議や職員研修などに取り組むようになった。

7)アセスメントに基づいて、利用者主体の援助目標を立て、利用者一人ひとり

の特徴を踏まえた具体的な介護計画の作成に積極的に関わるようになった。

8)介護計画の作成に際し、利用者、家族、関係する全ての職員の意見を取り入

れるとともに、計画の内容を上記の関係者が知ることができるような仕組み作

りに取り組むようになった。

9)痴呆性高齢者の不穏興奮や俳個など、行動障害への適切なチームケアのあり

方について職員聞で協議し、実践するようになった。

10)利用者の誇りやプライバシーを損ねるような言葉かけや対応を行うことが無

いように配慮し、職員に対して指導またはアド1¥イスを行うようになった。

11)チームの職員が日常業務の中で様々なことを学び、気付きの機会を得ること

ができるように適切なアドバイスや助言を行うようになった。

12)利用者からの要求に対していやな顔をせずに対応する、相手の言うことを否

定しないなどの基本的な援助のあり方について、職員に対する適切な指導やア

ドバイスを行うようになった。

利用者・家族・職員聞の関係調整
13)利用者が外部との手紙や電話のやりとりが自由にできるような配慮をするよ

う職員聞での話し合いや指導を行うようになった。
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14)利用者や家族からの苦情を真剣に受けとめ必要な対応を行うとともに、苦情

の原因を探り、サービス改善のための取り組みを行うために指導するように

なった。

15)利用者一人ひとりの身体状態の変化や異常のサインを早期に発見できるよう

職員指導や研修に取り組むようになった。

16 )利用者の心身の変化や異常発生時に適切な対応がで、きるように医療関係者と

の協力等による支援体制の充実に取り組むようになった。

17)家族が意見や希望を気軽に相談できるように職員からの声がけを行ったり、

定期的な連絡の機会を設けるために職員聞の協議を行うようになった。

18)利用者が地域の行事に参加したり、地域の人達を施設の行事に招待するなど

交流を図り、地域の人達との良好な関係作りに取り組むようになった。

18)利用者同士のけんかやトラブルに際しては、原因を把握し問題を解消するた

めの指導を行うようになった。

20)家族が気軽に訪問でき、訪問時は利用者とともに居心地よく過ごせるような

雰囲気を作り、家族との良好な関係作りに取り組むようになった。

21)職員自身の健康管理の指導及び専門職としての自覚を高めるための指導やア

ドパイスを適切に行うようになった。

個別ケアを高めるチームワーク

22)利用者の居室に使いなれた家具や日用品、装飾品等を持ち込む等、利用者一

人ひとりの生活背景や習慣を尊重した取り組みをチームで行うようになった。

23)洗濯物たたみや食器の片付け等、利用者が自分で出来る役割を見出し「自分

が必要とされているJ r頼りにされている」と感じることができる援助を目指
して、職員全体での話し合いや指導を行うようになった。

24)利用者が一人になることができたり、気の合った利用者同士で自由に過ごせ

るような場所づくりのための配慮や工夫、職員聞の話し合いなどを行うように

なった。

25)職員聞の情報共有のために、ミーテイングや申し送り、連絡ノートの活用な

どに関して職員聞で協議し工夫をするようになった。

26)利用者一人ひとりの状態を考慮して、落ち着いて暮らせるように、職員がた

てる物音や話し声の大きさに対する配慮を行うようチームで取り組むように

なった。

27)チームとしてケアを行う上での課題を解決するために、職員が自分の意見を

積極的に発表しスタッフの意思統一を図ることができるような雰囲気作りに

つとめるようになった。

28)職員側の決まりや都合で業務を進めるのではなく、利用者が自分のペースを

保ちながら暮らせるように職員聞で協議しながら工夫するようになった。
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擁集合護実務者研修受講者のみご記入ください

4・研修成果への評価、及び今後の研修への要望等について記入してください。

研修のあと

どのような

成果があっ

たかむ評錨

今後の研倍

への要望等

ご多忙中、ご協力いただき識にありがとうございました。
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痢呆介践寓務者研修効果測定アセスメント

〈専門課程)

介鶴基礎

評{藷項諮

1)身体拘束i討育つなし、ということを全ての職員が拙餓し、新詩句来のないケアを実践するための取り組みを行

うようになった。

癒呆職等!こ基づいたリーダーシッブ

12)糊ケアの基本的鵬を明確に欄し、その理念を職員障で共有村」とを告的i二、職員間の話し合いなど

具体的な取り組を行うようになった。

3)痴尉生高齢者の不安やj毘乱l二期する心理反応、とその対応方法について職員カ匁鵬草!こ努め、個々 の李1]摺者へ瀦

切な捜助ができるような指導または鞠員研修!こ取り組むようになった。

4) -ru鮪令な老化!こ加えて、身体の緊張やバランスのくずれ、磁界機能の低下等、痴呆の人の身体的な特徴につ
いて韓議カ噛解iこ努め、題々の利用者へ適切な擁助ができるような指導または職員研修に取り組むようになっ

5)職閥均糠采性高歯惜の衰情やしぐさヵ、ら気持ちを抗み取ることができるような指却やアドバイスを行うよう

になった。

6)癒染性高齢者の不穏興奮や付阿臨などの行動陣容の原罰についての職員の3翻躍を漂めるため、職員聞の?競華や

; 職員目別疹などに取り組むようになった。

))アセスメントに基づいて、利用者主体の援助言標を立て、利用者一人ひとりの~~説教を踏まえた具体的な介護

計露の作成!こ積極的に関わるようになった。

8)介融十画の作成!こ離し、利用者、家族、関係する全ての職員の瀧更を取り入れるとともに、計閣の内容を上

記の関係者が知ることができるような仕組み作りに取り組むようになったり

9)痴栄i金高齢者の特轍欝吋何回など、持動障害への適切なチームケアのあり方について職員爵で協議し、実

設するようになった。

110)利用者の誇りやブライパ‘ンーを損ねるような欝薬かけや対応を行うことが無いように配慮し、職員に対して

指導またはアドj¥イスを行うようになった。

11)チームの職員が日常業務の中で擦々なことを学び、気付きの機会を得るいとができるように適切なアドパイ

スや助言を持うようになった。

12)利用者からの要求!こ対していやな麟をせずiこ対応する、梧手の雷うことを苔建しないなどの基本的な脚力の

あり方について、職員江主付る適切な指導やアドバイスを行うようになった。

利用者・家族ぉ職員障の関探網整

13)利用者が外部との判長や露間やりとりが自由にできるような配献するよう職疑問での器し合い判醇を

| 行うようになった。

1汲4刊鞘駒や聯蜘、畑明一|情髄悶育髄を概離劇麟一普弱紅伺閥一!に鴻渇二投謝受郵i

ための取り懇みを行うためiにこ主詳導するようiにこなつたo
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15)利用者一人ひとりの期本状態の変化や呉常のサインを早期に発箆できるよう職員指導や研修に取り組むよう + 
になった。

1告〉科局者の心身の変化や輿常溌生時に適切な対応ができるように医療関係者との協力者容による支援体剰jの充実 ÷ 
に取り謹むようになった。

17)家族カ需主毘ギ時認を気軽i二格設できるようは議員からの声がけを行ったり、定期的な漉絡の機会を設けるた

めに職員間の協議後行うようになった。

18) ;利用者が地域の行事i二参加したり、地減の人選を擁設的行事に招待するなど蕊筑後臨仇地域の人達との良 O 

好な関係作り!こ取り組むようになった。

18)利用者間亡とのけんかやトラブルに際しては、原凶を把握し問題を解消するための指導を行うようになった。

20)家族が箆較に訪問でき、訪問時は利用者とどもに層心地よく過ごせるような弊閤気を作り、家族との良好な O 

関係作りに取り組むようになった会

21)職員自身の健康審理の指導原縛内識としての自覚を嘉めるための指導やアドバイスを適切に行うようにな

)f;こ。

個別ケアを高めるチームワーク

22)利用者の居室に使いなれた家呉や臼用品、装飾品等を持ち込む等、利用者}人ひと 1 

議した取り緩みをチームで行う になった。

23)加護物たたみや食器の片付け毒事、科務者が自分で出来る役割を見出し「自分が必要とされているJn頼りに 1 

2されているJと惑じることができる議勧を富指して、議員制本での話し合い特旨導を行うようになった。

24)利用者が一人になることができたり、気の合った事語審部会で13由に過ごせるような場所づくりのための配 + 
慮や工夫、職員聞の話し合いなどを行うようになったG

25)職員需の'r静霊共有のために、ミーテイングや申し送り、 トのi歪用などに関して韓議務官話義しヱ夫 十

をするようになった。

26)幸IJ用者一人ひとり制比態安考嘉して、落ち驚いて暮らせるように、職員がたてる物資や錨し声の大きさに対 O 

する記麗を行うようチームで取り結むようになった会

27)チームとしてケアを行うよでの課題を解決するために、職員が吉分の意莞を積轍令!こ発表しスタッフの嵐思

統一を図ることができるような雰密気作りにつとめるようになったe

28)職員:{!lJJの決家りや都合で業務を進めるのではなく、利用者が自分のベースを保ちながら暮らせるように職員 十

関で?嘉義しながら工夫するようになった。
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瀦呆介護提務者研修効果測定アセスメント結果盟理の摺

受講者の自己3判聞及び他者評価の結果を{鶴男Ijに整理する。

回答者氏名;

箆勝者明彦受講者(新語の対象と主主る方〉の誌名，

挺強者開審受講者との鵠議 4 

( 6 盟会 7 盤盤生動(
襲欝(

寸，っ'一令一
w

民
u
a
u

十評{筋工員

目指数

2ページの記入アセスメントの結果を次の表で整理する。

の項

間数

O 

f十jの項

目数

O 

5 

環のじ
数
一

O
一
2

1

詔一

1 1 

介護基礎

痴呆理解に基づ

いたリーダーシ

ッブ

利用者・家旗・職

員聞の関係翻製

使容的コミュニケ

-ション

11献IJケアを芸め

ムワーク

金体き朝蕗

* 

3 O 3 2 9 

3 O 3 

6 1 0 2 1 7 

γ 

28 

受講者全員分を自己評舗と億者評鑓に分iすて集計する。U 

(受講者30名の場合の拶Ijを示す)

その

他

グルー

プホー

ム

類
研
;
一

短
入
掠
一

0

"
?
i

、、

一
円

H
h
'
'
s，J
一

選
リ
ゼ
一
G

通 pff
介護

開

介護

義

援
療
型
捷
一

1

職場む事業種

老健

1 

事

種

6 O Q 3 1 7 言十

性期

女
一
日

男一

4

見IJ

数

'1全

人

2 
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3 年齢

年代
30撤武官 都合歳代 争40殺伐 部 0歳以上

人数 1 0 1ア 2 

一

4 

経験年数

人数

5年以下

O 

6.....9年

1 3 

10年以上

1 7 

6 職種

その位療学
士
現

法

職諜署職護介

1 4 8 3 2 1 

6 十項目評髄指数0)算出

次の式により f十環関評韻指数jを算出する。この指数i立、受講者のr1目見Ijケア」、「受容的コミュ
ニケーションJ、f家族への対応JO)各護域にF嘉する合議能力及び全体の介護能力が研修前にどの手駒笈
尉コってし、るかを開閉するものである。

時間耕輔数コ
「胤1からできているj議院教

Xl00 
全項E数一昨脚できなし¥機会がなしリ項閥

r1Jの r2JのI貰 r+Jの項 r-Jの項 研修勃

項段数 陸数 自数 回数 知識主

ヰ 4 
(1 x30人)

痴呆耀解に基づ 3301 55 18む 60 30 5 11 9.2 
いたリ…ダーシ

ッブ
1(11 x30人)

科F活者・家族=職 270| 30 160 35 25 20 11 10.0 
業開の関係調整

受郡今コミュニケ

ーション
1 (9x30人)

罷到ケアを高め i2101 15 120 30 20 25 11 9.3 

るチームワサ l(7x30A.l 
103 477 129 79 52 11 10.0 全{本評価 制。

(28 x30人)
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7 事用事効果語数の算出

次の式により r~J再審結集指数j を算出する。この指数は、受講者の「基礎介護能力J ，r穏封ケアム
f受容的コミュニケーションj、「家族への対応Jの各領域!こ関する介護能力及び全悔の介護能力が頚務

等によってどの程度向上したかを都慨するものである。

E到響効果指数=
(「少し変わっt:J現現数x1) + (f変わっ白票信教x2) 

(項目数ー (f以前からできているj項自数十時騒でき払¥壌僻むいj謹言欝)x2 
x 100 

l 総項 fOJの項 f 1 Jの f2Jの項 の工糞 I…jの項 十言納額項 量刑疹効
目数 目数 項目数 塁数 民数 鑓数 臨指数 鼎旨数

介鵠器礎 30 3 17 4 ヰ 2 14.2 52.1 

痴泉1盟併に越づ 330 55 180 60 30 5 9.2 50. 8 

いたリーダーシ

ッブ

利用者・家族剛職 270 30 160 35 25 20 10.0 52.2 

民間の関係鵠議

受容量加ミュニケ

ーンヨン

個別ケア 210 15 120 30 20 25 9.3 54.5 

議i斗胸 103 477 129 79 52 10.0 51. 8 
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痴呆介護実務者研修

効果測定アセスメン卜調査票





擁栄介護実務者研修の効果測定アセスメント開発についてのご協免法頼

高齢者痴呆介護研究・研修仙台センタ

高齢者癒菜ブト護研究・研修仙台センターでは平成 15年成者人保健増進等事業〈草生労

畿審議長支)の一震として「痴呆介護の効果的研修システムの開発…癒集合護実務者研俸の

効果認定アセスメントの開発-Jという研流活動!こ取り組んでおります。下記の F研究の

概要Jをお読みいただき、研究由主替をご理解いただき、何卒、ご協力いただきますよう

お顕い申しょげます。

話究の概要

研究課題 榔果介諜の効果的顎務システムの欝発

吋縮製介護5義務者研穆の鶏薬漬i定アセスメントの開発一

研究費侃者|阿部芳久

平成13年度より、擁呆介護実務者研修が全罷都道府県でー持に興織され

ている。この研修が実施されてすでに2年が経過するが、顎鯵!こよって痴

間的 |果介鰭に必要とされる知識技街及び襲度等が受講者に翻jこ鯵縛された

[研究概要]

かどうかまだ検討されていない。すなわち掠菜介護薬務者研修の効巣測定

がまだなされていない。

本事業では、痴呆介護実務者研穆の効県測定のためのアセスメントツー

ルを開発することを目的とする。アセスメントツーんが開発されることに

よって菰果介護実務者研修の研修効果が評欄でき、実務者研穆の鶴題点や

課題をi軍司に評鵠することが可能になるものと考えられる。

1 )霜果介護実務者研務効県瀦定アセスメントの原案を作成

2)予構謂査にてアセスメント

3)癒呆介護実務者研鯵基護課程受講者及び問研楼専門鵠程受講者各に対し、修ました

アセスメントを遮用。そ(J)純泉をもとにアセスメントを修正し完成させる。

*痴呆介護実務者研修の経了後、皆さんの芭常の勤務状況から、研修の成果を、

ご木人及び職場の開壌の方等iこ擁呆分護実務者研疹効果測定アセスメント

してし す。

*研究の目的は、痴呆介護実務者研修の効栗jEii定のためのアセスメ
ントツールを開発することであり、研修後の皆さんの勤務態度を

評価することではありません。
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記入についてのお願い

。rフェイスシートJについては該当する番号を解答構i二ご記入ください。
φ 「痴呆介護実務者研務効果jEij定アセスメントJについては、研修

受講者の研務実籍欝と実施後を比較検討しながら、次の記号を「評値j構に

記入してください。

0)変わらない

1 )少し変わった

2)変わった

十)以前からできているので変わらない。

判断できない。あるいiま判醗する機会がない。

*また〈ー〉を記入した場合iま、可能紅範菌で結構ですからその明臨も記入し

てください。

@ご記入後、下記のものを全車問封の封簡に入れ、密封の上、高齢

者痴呆介護硯究機研務組合セン歩ーへ、平成 16年2月末日まで

ご返送ください。

①痴呆介鰭喪務者研修効果測定アセスメント

②フェイスシート

③同意書〈署名、捺印をご確認ください)

。この調査の主旨や記入方法などについてご不明な点がありました

ら、下記までお問い合わせくださいG

高齢者痴呆介鵠研究・研修仙台センター

仙台市青葉区間見ケ丘6了間 149-1

fu;022-303-7550 AAX;022-303-7570 

槌当者名;住藤{虫干 間部
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フェイスシート〈基礎諜程期)

記入年月白;平成 年 男 自

都道前県・政令部市名;

施設・事業所名;

匝答者氏名;

実務者研穆受講者(評舗の対象となる方)の氏名;

実務者研穆受講者との関龍(骸逝明日lこ0) 本人上司 間療 その鵠

1 あなたが勤務されている職場の事業種を下記の中から選び、該当する

を記入してください。

e特別養護老人ホーム争老人様健施設舎擦養聖震察麗設舎訪問介護
④通所介護(デイサービス) 若手i議長野ワハピリテーション(デイケア)

⑦組期入所生活介護(ショートスチイ〉 挙続期入R斉捜養ゴト護(ショートスチイ)

⑨蜘累対応型共同生活介護〈グん…ブホーム) ⑮宅老所

。その他(

2 あなたの性却を下記の中から選び、該当する

e 努争女 一h，fL /¥ てlu 入「じ
品
際
闘を

亡コ
3 あなたの年齢を下記の中から選び、該当する番号を記入してください。

ヨ)18-19最寄20-24歳③25-29歳 @30-34競争35-39議季初-44

議①45-49藤⑧50-54歳骨55-59議⑮60議以上

4 痢果性高齢者の介鰻に従事したあなたの経験年数を下記の中から選び、該

当する番号を記入してください。

① 1-5年cg)6-9年金10-14年寄15-19年舎20-24年寄25-30年

⑦30年以上

5 あなたの職護を下記の中から選び、設当する番号を記入してください。

合介護職会看護議争理学療法士ゆ作議療法士⑤生活相談員昏介護支援

会その極〈
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2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

痴呆介護実務者研修効果測定アセスメン卜

(基礎課程)

評価項目 評価
(ー)を記入

したE里由

利用者が何かを伝えようとしている時には、以前よりもやさ

しい雰囲気で、ゆったりと接するようになった。

その場を素通りしたり、相手の話を急がせたり、途中でさえ

ぎったりせずに十分に話を聞くようになった。

表面的に相手の話に合わせていたり、相手を萎縮させるよ

うなぞ、んざいな態度をとったりすることがなくなった。

本人の目の前でプライドを傷つけるようなこと、排?世などの

プライバシーに関することを話さないようになった。

利用者の不安や差恥心に配慮して入浴時の介助を行なう

ようになった。

常に利用者の自信を高めるような言葉がけを行なうように

なった。

本人ができた場面では一緒に喜び合うことができるように

なった。

入浴やトイレ誘導の際に拒否があった場合には、時間をお

いて再度誘うなど、無理強いすることがなくなった。

立ったまま食事介助をしたり、一度に口に入れる量が多す

ぎるようなことがないようにし、利用者が楽しく食事できるよ

うに配慮するようになった。

髭や着衣等の整容の乱れ、食べこぼし、口の周囲等の汚

れに対し、気がついた時点で、プライドを大切にして後回し

にせず、に対応するようになった。

利用者が自分で決めたり希望を表したりすることを大切に

して、何かを選んでもらう場面を作ったり、選ぶのを待つよ

うになった。

仲の良い利用者同士が過ごせるよう配慮したり、孤立しが

ちな利用者が関わる機会を作るようになった。

利用者のペースにそって見守りながら一緒に生活を送った

り、介護一辺倒の態度ではなく一緒に生活を楽しんだり、

できるだけ利用者と一緒に過ご、す時間をとるようになった。
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14 身体拘束は行わないということを正しく認識しており、可能

な限り身体拘束のないケアを実践するようになった。

15 スタッフが生活の技や生活文化の大事さを教えてもらう場

面をつくるようになった。

16 介護家族の心理状態を理解し、家族の訪問時にはねぎら

いの言葉をかけたり、居心地よく過ご、せるような雰囲気を

作るようになった。

17 家族がいつでも気軽に来やすい雰囲気を作ったり、家族が

来たら歓迎するようになった。

18 家族が会いに来たとき、利用者との聞を取り持つような対

応を行なうようになった。

19 利用者の話や行動が客観的な事実と異なっていても否定

したり訂正しようとせず、相手の世界に合わせることができ

るようになった。

20 例え職員としては困るようなことで、あっても、本人が行なっ

たことを責めずに受容する等の対応ができるようになった。

21 利用者の心理状態や行動障害の原因を推察しながら、日

常のケアを行なうようになった。

22 利用者が居室やトイレの場所が分かるかを把握しており、

場所の間違いや分からないことで、の混乱を防ぐための工

夫(部屋やトイレの目印等)をこらすようになった。

23 利用者の排浩パターンや排j世前の兆候を把握しており、適

切な前誘導を行うようになった。

24 利用者に何かを伝えるときには、短くわかりやすい言葉や

身振り、目線等を使って、相手が理解しやすいように工夫

するようになった。

25 相手に話が伝わらないのは、利用者の障害のためだけで、

はなく、自分の伝え方にも問題があるのかもしれないと認

識して対応するようになった。

26 トラブルの際、さりげなく対応したり、利用者全体の雰囲気

を和ませ、他の利用者への悪影響を和らげる働きかけを

行なうようになった。

27 可能な限り利用者を見守りやすい場所にいるよう心がけて

おり、利用者一人ひとりの位置と様子を把握しようとするよ

うになった。
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28 利用者が落ち着かない様子を見せるとそばに寄るなど鰭

やかな観腐を行なうようになった。

29 記錬のための記録ではなく、科用者一人ひとちの生活やそ

の変化を具体的に記録するようになった。

30 利用者が落ち潜いて暮らせるように、テレピの鷲輩、

の会誌のト…ン、難関む強度、まぶしさ、日差し等に配慮

するようになった。

31 心地よさや能動的な震動を引き出すために、五感!こ働きか

ける様々な刺激。家事1)lf、食事のにおい、安らぎゃ潤い

をもたらす絵や晋灘、ポスター、事節の草花、こたつのぬく

もり等)を皇室、居間、廊下、治窓等の金活空間に譲りい

れるようになった。

32 利用者一人ひとりの状態像、生活斡性(生活盤、ライフスタ

イjレ等)、利用者や家按が求めていることを語握し、これを

基にカンファレンス等で意見を詮うようiこなった。

33 排瓶、歩行家事や奈しみ事等の場部で自立支援を

臨るために科罵者のFできること、できそうなことjについて

i立、手や口を出さずに見守ったり一緒!こ行うようになった。

34 初期者…人ひとザの顎曜のパヲーンを把織し、被眠れない

孝IJ.F弱者には1日の生活リズムづ、くりを過した安眼鍛を取る

ようにえよった。

35 描果の人の持体聞の機能低下の特徴(篇力也下、王手織感

覚の悪化、腕下機能の怯下等)を理解し、自常生活の中で

自然に維持・向上するように取切組むようになった。

36 掃除や片付けなど、利関者ができることで力を発需しても

らうようになった。

37 利用者の活動意散を散発する語JII染みの物品(冨芸用品、

趣味の品等〉を罵意し、本人0)経験や状況に応じて提供す

るようになった。

38 I世話好きな人にうまくカを発揮してもらい怖の利用者の気

持ちを引き上げてくれる場酷をつくるようになった。

39 事j用者一人ひとりが楽しみ事(テレビ犠組や週刊誌等の)

事や投割(圏芸、食器洗い、捕除、洗灘たたみ、小動物の

世話等の)を見いだせるよう、場臨づくり等の支援を行うよ

うになった。
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痴呆介護実務者研修受講者のみご記入ください

-研修成果への評価、及び今後の研修への要望等について記入してください。

研修のあと

どのような

成果があっ

たかの評価

今後の研修

への要望等

以下の質問には、記入された方すべてがご回答ください。

・このアセスメントを記入した時期は痴呆介護実務者研修が終了してからどの

くらい経過していますか。その瞳塑を下記の中から選び、該当する番号を記

入してください。

①半月後 ② 1月後 ③ 1月半後 ④ 2ヶ月後 ⑤ 2ヶ月半 ⑥ 3ヶ月後

⑦4ヶ月後 ⑧4ヶ月半後 ⑨5ヶ月後 ⑩5ヶ月半後 ⑪6ヶ月後

⑫6ヶ月後以上月後

亡コ
φこのアセスメントを記入する時期の適切性について、下記の中から
選び、該当する番号を記入してください。

①今日の時点、で記入するのが適切で、あった。

②今日の時点で記入するのが早すぎる。

③今日の時点、で記入するのが遅すぎる。

②、③と回答した方は、その理由をお答えください。
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やこのアセスメントの項自の中で答えにくい項目がありました

ら、その項目の番時と記入しにくい理由をお書きください。

項自番号 制入しにくい理由

.fEりない場合は欄外にお書き下さい。

ご多忙中、ご協力いただき読にありがとうございましt=.0 
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痴呆介護実務者研修の効果潤定アセスメント開発についてのご協力依頼

高齢者痴呆介護研究・研修仙台センタ…

高齢者痴県介護研究・研務{出会センターで法平成15年度老人穏健増進等事業(厚生労

働省助成)の…環として F霧柔分譲の効果的研修システムの開発ー痴呆介護実務者研修の

効築組定アセスメントの開発-j という研究活動!こ取り組んでおります。下記の f研究の

諜饗j をお葺みいただき、研究の皆をご理解いただき、釘卒、ご協力いただきますよう

お願い申し上げます。

窃究の概要

;研流課題;癒呆介諜的効果的研修システムの開発

'-痴呆介識興務者研惨の効果測定アセスメントの爵発一

|研究賞任者担可部

平或13年設より、癒朱介護擁務者研修が金悶都道府県で…斉!こ実施され

ている。この研惨が実施されてすでに2年が結婚するが、軍務によって療

研究司的 |呆介護に必袈とされる知識技術及び態震等が舗に適窃!こ務得された

〔研究概要1

かどうかまだ検討されていなし'0すt，j.わち療薬介護業務者研修の効果測定
がまだなされてい主主い。

; 本事業で r;t~痴柴介護実務者研修の効果測定のためのアセスメントツー

んを開発すること後目的とする。アセスメントツーんが関発されることに

よって痴呆介護諜務者研惨の研修務課が評藷でき、諜務者研修の間鰭点や

鯨題悲運窃に評髄することがま百能になるもむと考えられる。

1)癌呆介護費務者研修効果測定アセスメントの服議還を作成

之)予備調査にてアセスメント原織法修工芝

3)痴呆介護実務者研修基礎諜程受講者及び間研穆専門課程受講者各!こ対し、惨正した

アセスメントを遊用。その結粟をもとにアセスメントを修1Eし完成させる。

*痴呆介護実務者続諺の終了後、皆さんの日常の勤務状況から、研修の成果を、

ご本人及び職場の問僚の方等に痴呆介護実務者研諺効果誤IJ定アセスメント

していただきます。

研究の自的iま、競果介護実務者研惨の効果測定のためのアセスメン

トツーんを開発することであり、研修後の皆さんの勤務態症を評笹

することではありません。
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記入についてのお騒い

• rフェイスシートj については骸当する番号を解審構にご記入ください。
• r癒呆介護実務者研修効果現Ij定アセスメント」については、研鯵
受講者の研{事実施前と実態設を比較検討しながら、次の記号を「評価J欄に

記入してください。

0)変わらない

1 )少し変わった

2)変わった

十)以前からできているので変わらない。

一〉判断できない。あるいは判断する機会がない。

*またくー)を記入した場合は、可能な範囲で結構ですからその理由も配入し

でください。

@ご記入後、下記のものを金鹿開封の封筒に入れ、密封の上、高齢

者痴呆介護研究線研修組合センターへ、平成 16年 2月末日まで

ご返送ください。

さ〉癒呆介護実務者研修効果測定アセスメント

②フェイスシート

③同意書(署名、捺印をご確認ください)

@この鵠査の主旨や記入方法などについてご不明な点がありました

ら、下記までお問い合わせください。

高齢者痴呆介護研究・続鯵船台センター

仙台市青葉区国見ケ丘 6 了~ 1 491  

fu;022-303-7550 AAX;022-303 7570 

強盗者名;佐藤住子 阿部芳久
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フェイスシート〈専門課程用〉

記入年月日;平成 年 完 日

都道府県臨致令都市名;

施設定事業所名;

回答者氏名;

実務者研修受講者(評{茜の対象となる方)の氏名;

3総務者研鯵受講者との関係(該通項目!こ0) 本人上司 隅穣 その他

1 あなたが勤務されている職場の事業種を下記の中から選び、該当する番号

を記入してください。

舎特別養護老人ホーム多老人保鍵蕗設 ③療養型態療施設 幸訪問介護

④灘接合護(ヂイサービス) 舎i議所リハピリテーション(ヂイケア〉

@短期入所生活分譲(ショートステイ) ⑧短期入摂療養介藤(ショートステイ)

争痴呆対窓型共関空活介護〈グループホ…ム) 命宅老斯

⑪その地(

2 あなため性別を下肥の中から選び、骸さ話する番時を記入してください。

①莞②女

3 あなたの年齢を下記の中から選び、抜出する番時を記入してください。

① 18.......19競争20......24歳金25......29議寺30.......34隷⑤35......39議⑥40......44

叢 (1)45.......49識さむ50-54議 ⑨55.......59歳 d陸部議以上

こコ
4 嘉来性高齢者の介護に殺事した島なたの経験年数を下記の中から選び、骸

当する番号を記入してください。

CD 1......5年会6.......9年号10.......14年寄15......19辛苦む20--24年⑤25......30年

会30年以上

6 あなたの童盤を下記の中から選び、該当する番号を記入してください。

①介護職争看護職③理学療法士④作業譲法土奪生活相談員舎介護支援

員 ⑦その地(
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痴呆介髄実務者研修効果測定アセスメント

(専門課程)

許髄項吾

1)器系ケアの基本的理念を理確に意識し、その噌念を職員間

で共有することを躍的i二、職員間の話し合いなど具体的な取

り組を行うようになった。

2)科用者の慰霊に使いなれた家具や日用品、装鏑品等を持ち

込む等、事i用者の生活苦景や器慣を尊重するようになった。

3)利舟者が一人口なることができたり、気の合った利用者同

ごとで自由に過ごせるような場所づくザのため(})記患や工夫、

職員聞の話し合いなどを行うようになった。

ヰ}瀧呆'1主高齢者的身体機能の低下に合わせて、安全かっ出来

るだけ自立した生活を送れるように、職員間で話し合いなが

ら、転倒防止やベットからの転落践止のためお工夫をするよ

う!こなった。

5)議呆性高齢者が撞設内で、場所の間違いや場所がわからな

いことでお翠乱を訪ぐために、職員間で協議し工夫するよう

になった。

6)利用者が落ち着いて暮らせるように、職員がたてる物畜や

話し声の大きさに対する配慮在行うよう指恭するようにな

った。

7)アセスメントi二基づいて、手Ij用者主体の援路間諜を立て、

利用者一人ひとりの特徴を踏まえた具体的な介護計爵の脅

威iこ積極的に関わるようになった。

お介護計彊の作成!こi繁し、利用者、家族、関係する全ての職
員の意見を取り入れるとともに、計璽(})内容をよ記の艶傑者

が知ることができるような仕絡み作りに敢り組むようにな

った。

おチームとしてケアを行うよでの課題を解決するために、職

が自分の意見を穣極的に発表しスタッフの意思統一を図

ることがでをきるような勢臨気持りにつとめるようになった。

10)科用者の締りやプライパシーを損ねるような言葉か汁や対

: 誌を行うことが無いように配慮し、職員!こ対して指導または

アドバイスを行うようになった。

11)職員側の決まりや都合で業務を進めるおではなく、事IJ舟者

が自分のペースを保ちながら暮らせるように職員慌で協議

しながら工夫するようになった。
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12)利用者一人ひとりが富分で、決めたり、希望を表現したりす

ることを大切 し、それらを罷すような指導や助言を行うよ

うになった。

13)身体拘東は行わないということを全ての職員が認識し、身

f本拘E誌のないケアを提議するための取り組みを行うように:
なった。

14)刺用者一人ひとりの盟欝・鴨下等の身体機能や捜秘・下端

等の穣康状 にあわせて食事内容を変3をすることができる
ょう、職員間で協議しながら支援を行うようになった。

15)魚など鋪きあがった丸ごとお実物を毘てもらってから、関

の前でほぐしたり、裏目んだりするなど、料理が自で見てわか

るようにするため、職員聞で協議し工央をするよう!こなっ

た。

16)利用者一人ひとりの希望にあわせ、くつろいで入浴がで脅

るような環壌作りや介護業務の政善への取り組みを行うよ

うになった。

17)明者が外部との平紙や離のやりとりが自由 できる:1

うな配壌をするよう諮 問での話し いや指導を行うよ

になった。

118~ 洗濯物たたみや食器の片付け等、利用者が自分で出来る役
郡安見出し「自卦が必要とされているJr鰻りにされているJ
と感じることがで る援助を自指して、職員全体での話し合 j

いや指導を行うようになった。

19)利用者一人ひとりの寿体状態の変生や異常のサインを早期

に発見で2きるよう職員指導や研修に取り組むようになった。
20)利用者の心身の変化や異常発性時iこ適切な対応がで るよ

うに医諜関係者との協力等による支援体製の充実に数り輯

むようになった。

21)蝿長室高齢者の不安や混乱!こ顕する心理反町、とその封室、方

j去について職員が理解に務め、個々の事j用者へ連切な接助が

できるよう牟指導またiま職員研{壌に取り組むようになった。

22)…接的な老住iこ加えて、身f本の緊張やバランスのくずれ、
膜下機龍の抵下等、癒呆の人の発体的な特徴について職員が

理解に努め、鵠々の利用者へ適切な援助ができるような指導|

または職員顎修に取り組むようになった。

23)事Jm者間士のiすんかやトラブjレに隙しては、原因を把揺し
問題を解消するための指導を行うようになった。

24)事j窮者が施設内iこ じこもることを避けるため、職員間で

協議しながら、一人ひとりの楽しみや張り いになることを

見っけながら外!こ出かける機会を設けるようになった。
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25)家族が鉱軽に訪問でき、訪問時は利用者ととも!こ患心地よ

く過ごせるような雰冨気づくりに取り組むように怠った。

125)チームの職箆が日常業務の中で様々なことを学び、気付き

の機会を ることができるように潤切なアドバイスや説書

を行うようになった。

27)料用者や蒙旗からの官請を真剣に受けとめ必要な対誌を行

うとともに、昔悟お環因を探りサーゼス改善のための取り組

みを行うために指導するようになった。

28)家族が意見や希望を気軽に格競できるように職箆からの声

がけを行ったり、定期的な連絡の機会を設けるために職員龍

。)t議2義を行うようになった。
29)手IJ居者が地域信行事に譲歩加したり、地域の入遣を施設の行

iこ招待するなど交流を提進するために職員関の協議を行

うようになった。

30) 利用者からの要求に討していやな顛をせずに対~する、報

の雲うことを在定しないなどの基本的な援助のあり方に

ついて、職員!こ対する適切な指導やアドバイスを行うように

なった。

31)職員が痴泉性高齢者の表情やしぐさから気持ちを読み取る

ことができるような指導やアドバイス安行うようになった。

32)職議開の懐報共有のために、ミーチイン夕、や申し送り、連

絡ノートの活用などに関して職員間で協議し工夫をするよ

うになった。

33)職員合体調不設やストレスに記慮し、ゆとむを持って合護

に たることができるようなサポート体制作り、または業務

政警に取り組むようになった。

34)痴呆性高齢者の不謹興蓄や排穏などの行動韓替の原関につ

いての職員の理解を深めるため、職員揮の協議や議員研修な

どに怒り組むようになった。

35)痴呆性高齢者の不謹輿欝や俳徳など、行動1草書への漉切な

チームケアのあり方について職員聞で協議し、挺践するよう

になった。

36)職員自身の{建蔑管理の指導及び噂門識としての臨 を高め

るためぬ指導やアド1'¥イスを透明に行うよう!こなった。
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擁果介護実務者研修受講者のみご記入ください

.研修成果への評価、及び今後の研鋒への要議等について記入してください。

研務のあと

どのような

成県があっ

たかの評価

以下の質問iこは、記入された方すべてがご回答ください。
.このアセスメントを記入した時期は痴呆介護実務者研穆が終了してからどの

くらい経渦していますか。その珪豊を下記の中かも選び、該当する番号を記

入してください。

ヨ〉半月後舎 1晃後 金1丹半後 @2ヶ月後 ⑤ 2ヶ月半 @3ヶ月後

会4ヶ丹後 審4ヶ月半後 ⑨6ヶ月後 ⑩5ヶ月半後 φ6ヶ月後

⑫6ヶ月後以上丹後

亡三

争このアセスメントを記入する時期の適切性について、下記の中から

選び、該当する番号を記入してください。

ぐむ今日の時点で記入するのが適切であった。

②今日の時点で記入するのが早すぎる。

③今日の時点で記入するのが還すぎる。

季、舎と問答した方i立、その理由をお答えください。
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舎このアセスメントの項目の中で答えにくい項目がありました

ら、その頃告の番号と記入しにくい理由をお書きください。

項目番号 記入しにくい理指

足りない場合i討議外にお書き下さい。

ご多忙中、ご協力いただき識にありがとうございました。
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痴呆介護研修フォローアップ体制の構築





1 は!;めlこ

調呆介護研惨フォ口一アップ体制の構築

諏訪さゆち.~.可部芳久・柿本

厳記車子・清水修一・石川

票田卓也-藤井信子・

-可知昭江・長谷川京子

岡信 .i兵捗貴美子

擁来介護指導者養成研修および実務者研捗(基礎諜韓・専昨諜韓)は、開始から 3年

を迎えた。痴呆介護指導者(以下、指導者)は各地譲での業務者研修の全面・運営をは

じめとして痴呆介護の質向上の推進役として、苦々活躍しているが、痴呆介護の知識、

技術、また研修方法は日々進歩していることから、擁呆介護指導者がある一定期間ごと

16 

いる。本格的

を習得できるような捧棋を整憶することが不可欠となる O

に対するフオ Eーアップ研修の実施が見込まれて

、勢果的なカリキュラムで開催していくためには、あらかじ

めカワキュラムの震が探離されていることがd必要になるD

そこで¥本研究で辻カリキュラムの構築、モデル実施、教育評価を行い、本格実擁立

向吋てカリキュラムを洗練するむさらにモデル実施を踏まえて、平成16年震からの揚呆

介護指導者フオ忠一アップ研修の実施に向け

2 詩究方法

上記委員による研究委員会を組織したO そ

手JI罷で、進めてし宅くことを決定した。

していくことを目的としたc

会で確究方誌を以下の還りの

1 )菊呆介護指導者のフォローアップ研修に関する具体的ニ…ズ把援をアンケート調査

より行った。ただし、アンケートの対象者は講究委員が所講する地域(北海道、指

川崎市、宮崎県、麗児島県、大薮詩、愛知県〉の擁栄介護指導者とす

ることとした。具体的な質問項自として辻、「寺境呆弁護揺導者として今後も

していく

の質問の

と思う知識・技街・語力を具体的に為げてくださいJrφ ① 

あげた知識・技栴・語力をi司上させるために、現在または以前の

た教軒・単元の中で、受講してみたいもの、あ

るいは再度受講したものを為げてくださいJrφ ①の質問であげた知識・技術・

力を向上させるために、務来介護指導者養成罰修では取り入れられていないが癌呆介
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， 1住 Jfrjι -K-として必史:だと思う IJ~行 .}j訟をH-休I'I~ にあげてくださし、 J I (!J) その他フ

ォローアップ研修へのこ、意見・ご提案を 1'11十|に記入してください」という 4Jf[ 11であ

った円

2) j巴.1Mされたニーズをもとに、さらに高齢者介護研究会の報告書 12015年の高齢者介

I法 1111i齢者の尊厳を支えるケアの確立に向けて ~J に記載された内容を参考にしなが

らフォローアップ研修の位置づけ、研修目標、研修の基本的方針、およびカリキュラ

ムH1i:築を研究委日会で、行うこととしたけ

3 )カリキュラムの件iji.Jl;の，i，Yj:I': ili については、応本j'1~ に{i) 1・ 47E安Llおよび3センターI[i抵抗

呼がt"[1.'-与することとし、研究委員会で検討ーした。

4 )フォローアップ研修計画、すなわちフォローアップ研修の開催日、会場、受講者の

定目、受講者選定方法、修了条件についても研究委員会で検討した。

5 )フォローアップ研修において、日々の研修終了後は、各研修生に一日の研修の振り

巡りを行ってもらい、レビュー用紙(自記式の振り返り用紙)の記入によって、研修

生各自の学びやフォローアップ研修のあり方について評価をできるようにした(資料

l参照)。

レビュー用紙は AとBの用紙からなるもので、 Aの用紙は研修生個人の振り返り、

Bの用紙は研修の内容と企画運営に対する研修生の評価を問うものである。それぞれ

5件法での内容評価と自由記述での評価部分で構成されている o 1あてはまるを 5J 

から「あてはまらないを 1Jとした。

6 )研修最終日にはカリキュラム評価表(平成16年度以降のフォローアップ研修に関す

る要望を問う質問も含む)を各研修生に記入してもらった。

7 )レビュー用紙による毎日の研修の振り返りやカリキュラム評価を統計的に分析し、

フォローアップ研修の教育評価を行うとともに、平成16年度以降のフォローアップ研

修に関して研究委員会による提言を行うこととした。

3 結果

1 )痴呆介護指導者のフォローアップ研修に関する具体的ニーズ、について

痴呆介護指導者のフォローアップ研修に関する具体的ニーズ把握をアンケート調査

により行ったところ、具体的ニーズとしては、以下の 5項目に集約された。

①効果的演習の企画・運営

②スーパービジョン
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会コーチング

@l)ーダーシップ

⑤アセスメントとケアプランの考え方

2 )ブオ Eーアップ研修の位置づけ、研修目標、研修の基本的方針、およびカワキュラ

ム構築(表 1) 

研究委員会で決定した研諺の世襲づけ、努務自様、研穆の基本的方針については以

京す還りであるやまた罰究委舞金で構築されたカリキュラム(名単充のねちい、

および語当者)については表 1に示し

研修の位寵づけ

関する知識と技街辻、内外の研究機関による研究成果や全閣の介護現

場にお吋る諜々な改善努力の積み重ねにより日々進歩している c痴呆介護の寅の向

上を自指すには、第一線の介護実務者が最新の痴呆介護の知識と技術を的確に修得

できるような体制を整えることが長要である岳そのためには、痴呆介護指噂者に対

して一定期間ごとに最新の知見や指導方法を伝達することが議要であり、フォロー

アップ研穆を実施することとするD

研修目標

徹底して擁来の人本人の立場に立ち、痴呆の人が望む暮らしの継続を支聾してい

くために辻、擁来介護指導者がより効果的な実務者研

の賞の向上を本格的に推進していくことがよ与いつそう霊要になるc そのため

痴呆介護指導者に必要となる理会・知識・技術を確実に高めることを目指し

るのが霧呆介護指導者フォ口…アップ研修である O

このフォローアップ研修では、

1 )痴呆の人が望む暮らしの継続を徹底的に支援する実務者の育戒をねらいとして

いる新諜準的カリキュラムを農轄していくための最新知見

2)擁来介護における人材育成のための方法

ムアプローチとリーダーシッヅ、スーパーパイズ、コーチングを中J今に〉

3 )痴呆介護における

4)痴呆介護新穆における効果的な授業の金璃・運営のあり

5 )新拶の教育評缶
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という 5JrlI Iを11創出することを通して、尚治介護完務主i-{j)f11多および地元での出足

介;哀の'ftI[IJ 1-.を推進する'Jミ践的なJi1j阜)Jを111iめることを自j禦とする“

研務方針

フォローアップ研誇で辻、痴呆介護指導者の活動から育まれた視点や問題意識等

を大切にし、実務者諒事参の実詫状況や地元での~~Ii米介護の質向 j二の実際的な取り組

み(l'jJ職場での取り経み含む〉に諒する的手IAや完成を共イT. +金討しあう()そのこと

をえnして、痴呆の入が望。む暮ちしの護者絞を支持していくために必要となる教ff-JH

jg-jJを111iめていく H

表 1 フコナ日 ップ研争奪カリキュラム

3 JJ 1::1 月11桜1:1 (石j門事 i日i=Il

II.} UIJ Jt); m 4~ 名

守:30 !O: 00 I 波大会議笈 i関絡まえ

10: 00-11: 00 2F大会総議 iこれからの新レい痴呆介護
くねらい) j~1jf除殺の作IH~ を支えるケアの fe官、〉に I;'JItた、これからの1f.1i

米介殺のあり )jについて.RllWf.を深める 4

11: I()ーは:00 I 2F J..: i~ ，l民不;稼請書的カリキュラムの方向性について
一若返采介議案務者研修標準的カリキュラム見直し作殺の総過綴念…

]11 '!i 

"，UIづ.ifill金約長filiJ，，]
，iI!llij ，;~~，;~U~ 主1ì1'，
長nゎ:;;'，1年

くねらい〉新カリキュラムのねらいと、 2i~取れそれぞれの研修 11 的な 以 JJ~ セシ?…
らびにその汁rをJ'l!ffJげする"'J~務f，'川修に fj0わるf，'として、 ノj 、 ~'í'，')比よ;

IJ : ()()… 14: 40 

15: ()O…17 : ()() 

17 : ()()一 17:30 

18: (}()…20: 00 

3 JJ 

i時Il¥l

9 : ()()-9 : 1() 

9 : IO-j(}: 40 

11: O(}-12: 30 

13: 30-1ヰ:50 

15: 10-17: 00 

ノ'ffを4とめられるj，ilriiw.， I1i術がどのようなものであるか令与・
える。

2F 大会ぷ~;~ :痴呆介議における人材膏成
くねらい〉ぬ米分譲におけるチームアブローチによるケアの，f('.た1'1を

待機認し、リーダーに求められる支持l'総会内りするれ怠 Cら2に、
潟主朱長子介ト;設主j指設さ漆李考がf念長討i綴媛してい 4る~"笈だJ務，背主ま絞?紛仰fl修i疹撃tがび門l諜i市深1来糾:持咋山.f'れhIr1
采的な袋喜溺喜する機会苦をと主綬塁{侠j共毛する O

2F大会議室 1 Bのレビュー(l'愛用するレピニぇ… m~iえは A1 ・ A2 ・ B)

第 i南|場図 l懇親会

IF食堂

2 二|

場所

2F大会議室

2F大会議室

2F大会議室

2F大会議家

2F大会議室設

火IIW!EI ( 1州事2I~ Iヨ}

議議

本l三|の研修のねらい・絡泌総

ち

ジメント…センタ…方式03娘一
して渡米してきたこれからの利知者本

、チームのカを結集して具体的に実践して
なるのが、ケアマネジメント(アセスメン

ト、ケアプラン、モニゲリング)である。今回は3センタ
で共問で開発してきている痴呆性高齢者ケアマネジメン
ト03版の総本的な考え方と活かし方を学びつつ、各自がこ
れまで関与・してきたケアマネジメントの実情を振り返号、
これからのケアマネジメントをいかにレベルアップしてい
くか具体的なあり方を検討する。

17 : (}()-17 : 30 I 2F大会議議 I1設のレビュー(使用するレピユ}用紙は A1' A2 ' B) 
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げ一一
3 臼

場所

水曜日 (研修3日目)

耳芝京センヂー

探訪さゆり

9 : 10…10: 40 

11 : 00…12: 30 

13: 30…14: 50 

15: 10…17: 00 

17: 00-17: 30 

2F大会議室

強
山
「
=

ヲ:00一台:10 2F大会議室

一パーパイザー

して、どうあるべきなのか、どのように課題解決
おすのか、グループスーパービジョンを

して、課題解決に向けた具体的方法やコーチングについ

1 Bのシザュー(使用するレビュー用紙は A1・A2・B)

3 fi 

湾問

ヰ日

場所

木曜日

ι3 

J

み
ず

)
-
同
口
-

門

口

出

4
吋
一
総

九
添
仇
w

，

白

研一
(
帥

毛主 怒

東京センター

諏訪さゆり
9 : 00-9 : 10 i 2F大会議室|本日の研修のねらい・諸連絡

9:10-10:40 2F大会議宣言
務采介護実践者へのス…パーパイザー

あるべきなのか、どのように課題解決
グループスーパー~ジ宮ン安

コ…チングについ
11:00-12:30 

13: 30-14: 50 研究授業痴呆介護における効果的な授業開発
〈ねらい〉実務者研修で筏関怒れている授業

実演(模擬授幾)及ぴ討議を還して、
果的な授業のありヌぎを考察することができる。

またそれぞれの葬儀条介護捻導者が会蜜・渓癒してい
をよち効主義的なゑの;こするた語うに、今後どのよ

工夫することがで怒るのか受検討すること

東京センタ
家翠主主m
:渓砂受美子

東京センタ
採訪さゆり 中村考…
湯浅美千代15:10-17:00 

17 : 00 -17 : 30 1 3F第3会議主義.1 Bのレどュー〈使混ずるレごょェー府系創立 A2・A3・ B)

3 )ヲ {研修5B回)

諮総

本自のねらい・諸連絡

名 t設 当

会5譲自

ンター

ゆり

9 : 10…10: 40 1 2F大会議室
3Fワークショップ室 1<ねらい〉
F3会議室

11 : 00-12 : 30 

13 : 30-15 :∞ 1 2F大会議室

15:20-16:0012F大会議室 フ才ロープッブ研修の家ときちと評怨
〈後}現ずるレビュー用紙i主人2・A3・ A4・B)

16:00-16:30. 波大会談窓;修了式
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3 )フォローアップM11まのJL体I'!(Jill"lllIj 

共体的な設十回は、以下の泊りとした。

LI f'~ :平或16年3月 1EI (月ト 5[:!(i)の合計5E:l間

会 場:高幹者癌呆介護法究・研諺東京センタ

付象人数:60名(ただし、各都道!宥県高から蔀呆介護実務者研鯵に村)JI'I~ にかかわっ

ている を 1名ずつ、行致担当者を通して選出してもらうこ

ととした)

修 f条件:フォローアップ記作事全!! ，frl~ι参加し、 . LJのレピュ…)11紙やカリキュラム

がもlIiなどの知!I'r物を全て提出した蓄を修 f者として認め、イiま了証

ることいした。

4 )レビュ-rIJ紙による評留〈資料2)

各単元の評価はレぜュー用紙詰を参考とした。レピュ…J+J紙は AとおのJIJ紙から

なるもので、 Aの用紙は研修生個人の振り返り、訟の用紙は存f11撃の内芥と企間運営に

討する研鋒生め詳儲を問うものである O それぞれ 5件法での内容詐舗と自由記述での

評稲部分で構成されている O あてはまるを 5、あてはまらないを 1として、平均龍を

とった。

その結果、平均の値において 4以下が見られる単元として、表 1にあるように

呆笹高齢者に適したケアマネジメントJの単冗と「痴呆介護における課題解決の実際j

の単元が挙げられた。

これらの単元について告患記述を参寵すると、ケアマネジメントの単元については

f具体性に物足りなさを感じるJr実務務所惨で震えるものを開発配布してほしいJ
fモヂル事例があればよかったJr開発途中の内容よちも考え方や提え方をしっかり
肉付けて廷しかったJなどの記述が見られた。

課題解決の実際については、 fグル…プワークのテ…マ設定についてもう少し明確

にJr講師聞の話の整合性を按討するべきJrグルーフ。の人数が多かったJr討議の時
関が短かったJなどの記述がみられ~。
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表2 レビュー用紙の評婿平均カずヰ以下の単先と主主主自由記悲喜平伍

元名 | 自由記述捕の主な舘答宍答

癒呆介護はおける i iグループワークのテ…マ設定についてもう少し暁確に」
課題解決の実際 I i講師聞の話の整合性を検討するべきj

「グループの人数が多かっ

「討議の時間が撃かった」

痴来性高齢者に適した h具体性に物足りなさを感じるJ
ケアマネジメント i i実務者誘棲で捜えるものを龍発・艶布して廷しいJ

「モデル事例が為ればよかっ

f罵発端にやの内容よりも、考え方や捉え方をしっかち方向付けて迂しか
った」

5 )研諺生によるカワキュラム評鏑(資料3~ 4) 

研穆の目的と方針、内容の整合性について主に述べる。

カリキュラム評価表の評価境自 A~E を参類、した。 A~ おの設問辻、目的・方針の

と、研修内容との整合性に関して、索開項目を立て 5件法でたずねた設問と、自酪

記述で改善すべき点、改替のためのアイデアについてたずねた設問で構成されている。

あてはまらないを 1、あてはまるを 5として、数億を対忠させ、平均をとったところ、

f穫が恐い質問壌自として、「蔀呆介護における課題解決の方法を具体的に習得するとい

う自擦が達成できる内容であった (3.67)J r地光での擁栄介護の葉向上の実際的令取り
〈自職場での較り組み合む)に関する情報や実設を共有・設討しあうという方針を

念頭において研穆の内容を設定していた (3.69)J r研修の教育評価について取得すると
いう日諜が達成できる内容で為った (3.72)J rブ泳むーアップ按疹の 5B詫という日数
;土、研修内容の理解を諜めるために遺切であった (3.67)J rフォローアップ研修全体に
おいて、講義 .i演饗の時間数は遥切だ、った (3.33)Jなどが挙げられた。

以上評価が比較的低かった項目に関しては、再度検討が必要である。

6 )平成16年度以持のフォロ…アップ暁棲のあり方に関する癒呆介護指導者の希望(表

3~5 参諾}

16年度以降のブオ口ーアップ研諺について、 3センター鵠のカリキニエラム内容

の差異、受講会場、受講生の選択方法についてたずねたO その結果、カワキュラム内

容の差異について泣 r3センタ…で共通部分と独自部分があるjを選んだ受講生が最
も多かったs また、受講会場については「受講生が希望したセンターで受講できるJ

が最も多く選択された。さらに、受講生の選択方法については「各地域で行設と
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行が，;iTjし合って検討するjが最も多く jjj択おれた。

3 F 各センタ…聞でのフォローアップ額畿のカリキュラム内容の差異について

3センターともカリキスラム内容 い方が良い

2 I .iセンターについてカ').:rュラム内容に護巽がない共通部分と到!闘の部分があるとI1い

3 I 3センターとも仙1'1のカリキュラム内蒋;こしたほうが良い

ヰ iその{邑

DK I J!lr，1111芥

2 

3 

4 

DK 

2 

3 

4 

DK 

/，. 

l' 

表 4 G フコナ口一アッ 7"研協の受議会場について

卜一一一一

受講生が希望するセシタ で受講できるほうが良い

受講生が修了したセンタ で受講できるほうが良い

受講が持了したセンタ 以タトで'受講できるはうカ'liい

その能

無制議;

ぷE〉I 

5 H フォローアップ研修の受講者の選定方法について

各地域ごと と行政関様者等が離し合って、受講者を るほうが良い

各センタ スタッフが、これまでの各自の癌呆介護指導者養或密修のカワ

キュラム を議!案したうえでフォローアップ研憾のカリやュラムを作或し、

それに壊した受講者を選定するほうが良い

日桂的に都合の合う指導者からランダムに受講者を るほうが良い

その{也

無臨務

計
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3 I 39.7 

32 I 55.2 

2 1 3.4 

1.7 

58 • 100.0 

N=58 

人 % 

31 53.4 

18 31.0 

2 

2 3.4 

58 100.0 

N=58 

人 % 

39 67.2 

10 17.2 

4 6.9 

4 6.9 

1 1.7 

58 I 100.0 



4 考察

上記結果を踏まえて研究委員会としてのフォローアップ研修の教育評価を行い、さら

に平成16年度以降のフォローアップ研修のあり方に関して考察を加えていく D

1)研究委員会によるフォローアップ研修の教育評価

-担当した単元については、うまくいかなかった部分からの学ぴが大きかった。

受講生は指導者であるにもかかわらず、教えてもらうという姿勢があった。翻って、

考えると自分たちの学ぴの場であり、みんなで学ぶ研修であるということを受講生

に伝えられていなかった。フォローアップ研修の目的等、 5日間の位置づけをもっ

と明確に示す必要があった。

-研修の運営上、受講生が60人という人数で、は多かったD

-研修全体についてレクチャーとグループワークの関連をはっきりさせ、組み立てを

うまくできるように運営側がもう少し努力すべきであったD 受講生は自分の県の悩

みを抱えているので、それを踏まえ現状を吸い上げた単元が設定できればよかった0

・新標準的カリキュラムについて具体的に提示できない事情は理解できたが、新カリ

キュラムは方向性だけでなく、具体まで踏み込んでほしかったD よって、新標準的

カリキュラムについて、地域の指導者に伝えることができる程度まで理解できなか

ったD また質疑応答の時間を設けることが望ましかった。

-ケアマネジメントの単元については実践的なもの、現実の課題に結びっく内容にな

ると良かった。また、この単元の教育方法が、一方通行的な印象であった。特に、

センター版のファシリテートが、一方的で指示的な態度で研イl多生にかかわることが

多々見られ、講師としての態度に疑問を感じた。研修内容として、なぜ、この情報を

書き込むのかの理由について時間をかけて検討してはどうか。そのようなプロセス

があってはじめて03版の理解が十分で、きる O これまでの自分たちのアセスメントと

ケアプランを振り返るという 3時間にわたる演習ではこれからの痴呆介護への発展

性が感じられず、その演習が03版にどうつながるのかをもっと説明するべきであっ

た。

-担当した単元(痴呆介護における課題解決の実際)については、参加者の力を引き

出しながら、実際痴呆介護において苦労していることについて意見を出してもらい、

それを踏まえてこれから受講生がどうしていくのかということについてもう少し深

めたかった。研修生の意見を出し、拾い上げ、深めるという過程が明確に踏めれば

良かった。痴呆介護における課題解決の実際の単元では、担当者間の内容のすり合

わせをもう少しすべきであった。課題解決の気づきを結果につなげれば研修生の満
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){につながったのではないだろうかり，ì~~~ffiWWとの 'kl;Mの演習部分において痴呆介護

のJJL;I犬把握の1;IU!]の記述に、 :J1iII以介護J'frj草者の先入観がある内容であると考えられる

I;~述が多々見られた。→今後の課題解決を企画していくときには、先入観や自分の

jよい、と事実を区別し、事実を事実として表現できるように、どのように事実を見つ

めていくかについて十分注意する必要があるだろう D

・{りf究J受業については「レクチャーの基本」についての講義があればよかった円

• {i)lI:究J受業については、悦J疑J受業のJ受業j-j'I'i11ijについて、 iji.)己に人る'Jijfこ受，ibIJI:.fこJjliノJ~ 

するJ受業と、 lj1.J己がすべて終 fした後に促心するJ受業の述いを比ることができなか

った什

Jfi¥tJ坊を 51111¥]空けるのが困難な受講生への配慮をどうするのかが課題である。

.ノffEiJのフォローアップ研修では、 3センターで集まり違う地域の情報も得られ有意

義であった。毎年でなくても何らかの方法で共有できる場を設けられれば良いと考

える D

. 03版については各研修生が伝えなければいけないストレスを持っており、研修正|ミ

が「教えてほしい」という態度をとった誘因になっていたのかもしれない。

2 )平成16年度以降のフォローアップ日H'多のあり方について

CD研修目標・方針・位置づけについて
・フォローアップ研修の位置づけ、目標、方針については、今回のフォローアップ研

修で定めた内容から変更せず、平成16年度から本格実施されるフォローアップ研修

の位置づけ、目標、方針として適用することとしたい。

②研修の実施方法について

・フォローアップ研修の教育内容は 3センタ一間で統一するが、教育方法については

各センター独自の方法を採用することとする。

-痴呆介護指導者間のネットワークを作るためにも、受講生が各センターの日程・教

育方法等を確認した上で希望を提出して、フォローアップ研修を受講するセンター

を選定できることとしたい。(ただし希望が重なった場合は、 3センター研修スタ

ッフ間で調整する。)

-募集要項の様式は 3センターで統一するとともに、受講生が自ら判断し、受講する

センターを決定できるように、募集要項には 3センターのカリキュラム日程を詳し

く明記する。
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③カワキュラムの警戒や各単完の内容について 6参照)

. Iこれからの新しい窺来介護についてJの は、 から施策の 向性につい

て と同時に、受講生とのデイ又カッションの時間を設けていきたいので協力

をイ衣頼していく D

. I痴呆投高齢者ケアマネジメントJの単元 ついて辻、実務者研修での を視野

入れ、 03販の考え方や方向性、共通視点 に重点を た内容とし3時需程

度の単元とする合

-密修初日は fこれからの新しい痴呆介護 jの を2時間、 f新標準的カ

ュラムの方向性 ついてjの単元を 1時間、 f窮呆性高齢者ケ マネジメント

(03販)Jの単充を 3時間とし、 これらの単元を 1Bで

表6 ブ::t口ーアップ器移iこおける単元の構成

!有 容

初雪

向性につ i新標準的カリキュラムの目的、改定の|

2日目

以降

メント

における人材育成

提来介護における効果的な授業開発

カリキュラム内容の説窮など

、方向'1生、共通視点、の;

*ただし、 2日目以踏の単先の醍議誌、各センタ の判断によることと

④フォローアップ萌修の運営上の 意点

-受講生の選定に しては、行政担詣者の半u軒 ゆだねるのでは く、

した上で決定してほしい旨を車労省の協力を て都道府県市の行政担当者

していきたい自

-今国のブォロー ツプ研謬受講生も よ号本格実施されるフォロ

所移の受講資格があることを、車労省を 乙て行政に確認していき し'0

述べてきたよう フォローアップ研惨の教育評髄を行い、 さらに

一一71

時間数

2 

1待関

3 

g 間

12時鑓

12時間

も

お願い

アッ

16年度



以降のフォ口…アップM修のあり HにIY:Jして診察をさ11えた訂平成17年長以降のフォロー

アップ研修の内容も、平成16年度のフォロ…アップ硯修の教育評髄を元に委員会で決定

していくなど、より繋の高い痴呆介護指導者養成研修およびフォローアソプ靖{容を目指

していきたし」
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研修プログラムの質を維持するためには、皆様からのフィードパックが不可欠です。ご協力iこ惑説いたします。

キーワード



EV4包鳴告示振り返り(グループワークについて)
露間寝冨 メンJ¥ーと j メンバニ奇話'a:

(ii td' -h.t-:l-. '?-}-.11¥ 10iよく聴き、(1)協力することカ 1(2)
¥4ノ |もノ受け止めること
できた | ができた
いどでiでいどで1で
えち き1iき えち き|き
なら たiな なら たjな
いと 1 ;か いと iか
も iつも iっ

た iた

メンバーの
⑨態箆から学ぶ
ことができた

で iで
きiぎ
た 1;な

自分の持つ

金銭勧技術を活
用術援隣させて

還毒事できた
いど で iで
えち きiき
なら たiな
し、と jか
も iっ

た

興味・関心を
⑤持つことが
できた

主体的総稿欄 | ニの単元の
⑥的に参加する ICVねらいを概ね
ことができた | 議成でをた

単光名

で
き
な
か
っ
た

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

で!で
き|き
たiな

いど で|で
えち を|き
なら た|な
いと !か
も iっ

た

で
き
た

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

12345112345112345112345112345112345112345  

キーワード
あなた自身の学問田町本気になる点iまありま

1 2 3 4 5 2345112345112345112345  2345112345  

キーワード
あなた鴎の学び方について、他iこ気になる点はありました五五?

12345112  3 4 5 1 2 3 4 5 12345112345112345112  

[あなた自身の学び万について、俄!こ気になる点はありましたか?

3 4 5 

研修プログラムの裁を維持するためには、皆様からおフィードパックが不可欠ですαど協力!こ懇鮒いたします。

キーワード



長証言品切告示撮り返り(検討会について) l 国氏名 -1
発表時、パート

②も/発他受表のけ止をグよルめくーる聴こプきとの、告デ知イふス坐カぇッ:沖ショ合ンf {ゼ島ノ百知舟芳識・震房・技罷詩さ術つせをて活
主体的・積樺 この単元の

葉興境問 ①ナーと協力す ⑥興味‘関が心を持 ⑥的に参加する ⑦ねらいを概ね
つこと できた

ることができた ができた 理解できた こことができた 達成できた

で いえどち
で で いど で で いえどち

で で いど で で いど で で いど で で いど で
玉誉 き き えち き き 五き Zき えち き き えち 'a" を雪 えち き き えち き
な なら た な なら た な なら た な なら た な なら fェな なら た な なら た
か いと か いと か し、と か いと か いと か いと tJ、 いと

単元名
つ も つ も つ も つ も 'コ も つ も つ も
た た た た た た た

2 3 ヰ 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 

キーワード e e e e 

. . . . 

あなたElな3智るの学び方について、
他に箆に 点はありましたか?

2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 

キーワード ー

. 書

z 
調書

a 
書

調 a 

あなた自身の学び方について、
他!こ気になる点はありましたか?

2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 

キーワード E t t 
ー

s z 

， a ， 民

E 

あなた自身の学び方について、
他!こ気!こなる点はありましたか?

判--，恥 ~=~圃 1. lL..1....I-. ー.. r. .主，_.t ~品. ~ ，噌』 量可 d骨 ιー.. 』一」 山ム， ' ‘ ι 祖 酬A剛胤曲a品幽 ，!;h::>' .Iht ~ι品、 田骨ず F司~............. ... 、r、主申



、..l
0、

m品訪問返りーのあり方について) 園競
」出

② 容すさこれのいは単てよ理いう元解にたのし構ゃ院成 ③ 方」料択怠叫司は・・教提私皐適材示3切U由のUでJ選仕貝
議訴の話し方

質爵項自
①前明てI、ナ確I立ーに示され e与のさ‘鴇穣度iま

藤智であった

あ いど あ あ いど あ あ
いえなちどら

あて い;.tちど あて
この単元の肉容や実施方法について、

て えち て て えち て て 何か追加のコメントはありますか?
[;): なら lま iま なら は 1;): iま 1;): なら iま また改善のための提案はありますか?

ま いと ま ま いと ま ま いと ミ主 E主 いと ま

選終先名
b も る b も る b も る b も る
な な な な
い い い い

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

1 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

1 2 3 4 5 2 3 4 5 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

， .... U 巴温:::::'...J-，hιι.L4崎一'-“噌 L 埴よ 浦酔 ，. ... I事、 量蜘ヲ町 品目 ーー」 ー~~;，】主一._.士占号 Z企..1， ~...l. I --，-....，4...幽 四 dhl ..l:，.ゐ _.、--崎、，、"'-



m謀説Z崎り返峨一一|園話
この単元の肉

」はUタ:).!iイ事ト:;TJ;ルω・ね内ら谷
ここの主義元の肉 (4) こ痴のの呆今単介後元護のの指活内導動容者には活

紫開明劉 ①容は ②いから期待して 3) Jく都も立の灘で史あ的っ行た
理解できた いた通りであっ かのすであことっがたできるも

7こ
あ いど あ あ いど

いえちど あて あて
いど あ この単況の内容や実態方法について、

て えち て て えち えち て 持た改か欝浪加のコメントiまありますか?
I;l:: なら iま I;l:: なら は f;l:: なら iま f;l:: なら lま ま のための提案はありますか?
2主 いと ま ま いと ま ま いと ま '* いと ま

単元名
ら 生， る b も る ら も る b も る
な な な な
い い い い

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

Tτr Mi~r-1 J-l ， -仇路広島J 冊J_'ι....嶋田J四・"I..L ，.L t_I....1 トドι品品占 、- 品 事+了三百 』宜必四F醐 」ー」 ..+噌 山.L..t_=畢モァ畠占..I..-L. I .....Jー・~ .‘'‘' ，輔、，地問、，情 I、，，-



資料2 レビュー用紙評締結泉

これからの新しい痴栄介綴
3FllB 

E-
差

E
E
m剛

研
噸
判
対
一

平
山
間
最
円
以
一

1満足度 2理解度 3関心度 4綴待m5活用度
4.3 4.6 4.6 4.4 4.5 
Q7 Os Q5 OB Q7 
3 
5 5 5 5 5 

s E主的規7fi7資料fJ，!7fiI.レディネヌ§怒し7i0授銀総長立
工事均悠 4.6 4.4 4.1 4.5 4.4 

線~主/.\-;;Ji豊 0.5 05 0.7 0.7 0.7 
汲小佐 432  
汲大鑑 5 5 5 5 

これから0)豪語しい話通5草分怒

5活Ifll!l' 11墨書1IJl ωφ一平均値

口煩準鼠器

企li1'1、1直
li1主{由

これからの新しい痕果介護

10聖霊祭4禁罪主 ?資料提示 ー+一平湾1寵
会骨ω 猿封書長費量豊

iブ齢、鐙
費量次長室

2 標準的カリキュラムの方向性
3FllIヨ

5.; 
3.8 4.3 4.6 4.0 4.1 

保品目的力リキュラムの方向枚

4祭最経議大主小i義i経義援
号事 号、容 0.6 。事 0.8 
2 3 3 2 2 
5 5 5 5 5 

川、

5.:腕 E是正/ アト¥¥‘ 2磯首鍛

最大i車

6.問的明示7.資料提示1レディネ， 9.話し方 O授幾鱗波
平均綴 4.4 3.4 3.9 4.4 4β 
機講義繍幾 0.6 1.1 0.7 0.7 0.7 
綾小鐙 3 
畿大健 5 5 

-78ー

線記事的かi'f-:l.ラムの'JrI南役

7資料提示



3 

5 

話語系介護におけるスーパーパイズ・コーチング(講義部分)

主存苅碕
標準係授
賞受小{獲

議割返

平雨宿
標準i議差
最小鐙
最大鐙

3月18

17育車産 2理解度 3腐心皮 4期待語主主活用度
4.4 4.5 4.5 4.3 4.6 
0.7 0.6 0.7 0.7 0.7 
2 3222  
5 5 5 5 

6図的明示7.資料提示レディネ;<9.話し方 O.緩芸義務長主
4.6 4.4 4.2 4.5 4.5 
Q6 ~ ~ ~ u 
33233  
555  5 

痴呆性高齢者に適したケアマネジメントーセンタ…方式ω妓ー{講義部分〉
3月28

主事均侵
害撃さ葬儀室長
室愛小銭

翠本議

1喪主義足度 2J童書事選[ 3患奇心渓 4.織待度 5活湾度
3.7 4.1 4.5 3.7 4.0 
0.8 0.8 0.6 0.9 0.8 
2 2 2 2 
5 

a冨蕊頭部:繁華i瀧 f宗主レディネ;:<9.話し方 O授業構成
平均鐙 4.2 3.8 3.9 4.1 4.0 
標準億義 0.7 0.9 0.9 0.8 0.8 
最小値 2 2 2 2 
最大値 5 5 

-79-

重量奈介護におけるスーパーノtイズ"コーチング(~持続部分〕

高;~量悦育自由令司皆1:適したケアマネジメントーセンô'一方式03綴一{務事事
部分)

痴呆性高齢者に濁し?とケアマネジメントーセン聖一方式03滋ー〈講義
線分}

証言苦し方仁一一一_._--':sレヂィホス



謀議栄介綴における間期解決の実際(訓磁部分)
3月3日

1.議定援 2謹議麗 3関心置 41自存度 5活用度

標級平般準小大均価車値値妥

4.1 4，2 4.5 4.1 4.2 
0.9 0.7 0.6 0.8 0.9 
2 3 3 2 2 
5 5 5 5 5 

5':菅間際

総謙介緩における鈎総長寿記長C)~軽震賢捻韓君主華客分}

2望室館Jl! _一平均{遺

ロ 4君主型仮差
企忌中f遺

思式Iill

4期待成

6目的明示7資料総示lレディネF対蓄し150授総務足立
平均値 4.4 4.1 3.9 4.3 4.1 
摂準備袋 0.7 0.7 0.7 0.8 0.7 
最小値 3 3 2 2 3 
日大値 5 5 5 5 5 

綴桑合E量における問題解決の実陣(!同様部分)

e冨鈎司尾示
5 

10授業銭感 ?資料縫m 。一平均Ii!!
綿織似経

1:. Iilll、m
Iil大船

9H~L完 8レヂィネス

4 綴5長プヤ殺におけるス…J~…パイズ・コーチング(演習部分)
3月18

Ijお足度忍諸事修得1.3，1誠心度 4期待度 5活用度
4.2 4.4 4，5 4，2 4，5 
0.8 0，6 0，8 0.7 O.B 
2 3 2 2 
5 5 5 

窓
締
結
踏
襲

…
均
特
小
大
一

等
例
制
絞
殺
一

1簡集合服1:おけるえ}パ…パイ;:(・:::!叫チンダ{立主総務分}

!台:
-一平均経

口標準縄基 1 

4訟最小建

i 最大{直

6.目約明示7資料提示1レディネ;<9綴然続完走
平均値 4，2 4，2 4，0 4.2 
標準偏差 0.7 O，B O，B 0.7 
最小値 2 2 2 2 
最大値 5 5 

痴呆分緩に却するλーパー"1'¥イズ'コーチンヴ(演習部分)

7資事毒機釆

8レヂィネス

80 



6 綴5長後高齢者!こ透したケアマネジメントーセンタ…方式総線一(渓習都分)
3fi!28 

S.13 約耳障示7.j華料援~J.レディネ'::<9.授業構成
平均震 3幸 3.6 3.8 3.5 
様準億差 1.0 1.0 0.9β  
最小値 2 
最大鐘 5 5 5 5 

s 痴5長ブト畿における問題毒事決の実際〈渓登録分}
3fi!3日

1j築走塁壁淫毒事修得f3.額心凌 4裁待度 5活用度
平均緩 3.9 4.0 4.4 3.8 4.1 
事襲喜襲然遺産 0.8 0.7 0.6 0.8 0.8 
最小慾 2 3 2 2 2 
最大後 5 5 5 55  

告白約明示7.資料主喪主f'l.レディ*，喜.授業鱗~
平均値 ~1 U U U 
標準優差 0.7 0怠 0.8 0.7 
最小媛 3 2 2 3 
室長大鑑 5 5 5 5 

81 

軍器系T童話富齢唱雪lこ巡したケアマネジメントーセン$1 方式03版 (演習宮
部分)



s 療薬分畿における繰越線淡の災罪事

半開苔
4怒i$/.iiH去
五立小{億
五立大{際

3月4日

ま
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8.目的明示7資料縦約レディネ;l9，j繁栄椴成
平均鮫 3，8 3.7 3.9 3.6 

綴準偏差 0.8 0.9 0，7 0，8 
汲小値 2. 
ゑ大紐 5 5 

10 研究授楽痴5義介綴iこ;131するま車線約な授2露関委主

.ljl 

4滋~Ii官滋
最小f飯
島本j息

3F14B 

4，2 
1.0 

5 

揃媒介1置における鱗話器解決のZ陸熊

台
覇軍主義fr滋における祭鐙解決の実際

6昌吉寺務示
s 
4 

91畏業構成 A
 

4
3
~
U
8
4
 

2
8
J綬 7資料i呈示

一令一平均{車

口標準備差

企血小値

但大随

一。一平均毅

L j車高~i襲2整

会 i芸小銭
i芸大宮室

一+一平均値

標準偏差

合最小値

最大値

aB約明示7.資料提示iJ，レディネ;l9，授築橋政 l 

| 研究綴才能書道家frl主における望書袋釣な祭主謀総書霊
平均鐙 4.2 4.2 4.2. 4，2 
標準毒事王室 0.8 0.8 0.8 0.9 
最小銭 232  
最大鑑 555  5 

aa--
《

U

J

w

e

s
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1
1
 

4

0

!

 

民パ
M
O
O
-
-
f
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9
1
5

auマ
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8レディネス

研究設!Il痴果fr般における虫hm的なJl:! l駐日n~

!企:

一+一平均鐙

}~標準錆差
料費調E榊成《一一止にJi-!ベ"J- 6-)・7資料提示

也一音量小1m:
最大{車



11 放った言葉はもう戻らない言葉を紐解き本当を探す

平弱電
標準備差
最小値
最大値

3月4日

1.満足度理解修得f:3.関心度 4.期待度 5.活用度

3.6 4.0 4.1 3.7 4.0 
0.9 1.0 1.0 1.2 0.9 

5 5 5 5 

6.目的明示7資料提示レディネ刃授業構成

平均値 4.0 4.0 3.8 3.9 
標準備差 0.8 0.7 1.0 1.0 
最小値 2 2 
最大値 5 5 5 

12 心の通いあうコミュニケーション(2)

値
詰
値
値

均
時
小
大

平
町
炉
最
最

3月4日

1-満足度理解修得f:3.関心度 4期待度 5.活用度
4.5 4.5 4.8 4.5 4.7 
0.8 0.8 0.4 0.8 0.7 
2 2 42  
5555  

6.目的明示7.資料提示Lレディネ;;<9.授業構成
平均値 4.4 4.2 4.5 4.4 
標準偏差 0.8 0.9 0.6 0.8 
最小値 2 3 2 
最大値

放った言葉はもう戻らない言葉を紐解き本当を探す

¥ノ仁三ヨ『ー一一司.l
4期待度ト一一一一---'3関心度

放った言葉はもう戻らない言葉を紐解吉本当を探す

心の通いあうコミュニケーション(2)

心の通いあうコミュニケーション(2)

-83一



利用苦言満足伎の商い総祭介i登記録と続三去のすすめ方
3Fl4B 

1.~発足農電磁諸事{戦場f. 3綴心J!f 4.1続得意f5活用度
4，6 4.8 4，6 44 4.8 
0.8 0.4 0.5 0.7 0.4 

4 4 3 4 
5 555  5 

13 

:qz肩車
線4崎市径
五立小{位
五立大{佳

SE毘的明示7.資料tL!示1.レディネ;:J9授鍛榔成
平均鑓 ~4 4.4 ~4 46 
4製品E偏差 0.7 0.7 06 06 
汲小値 3 
5立大値 5 

14 研究綴後綴5義介滋における効薬約な話器袋路発
3月5日

震
越
慾
怒

一鈎
M
q
小
大

卒
側
併
殺
門
双

12毒去をJ!f総議事i続完全f主j誠心度 4期待度 E活用度
4.4 4.5 4.5 4.4 4.6 
0.8 0.6 0.6 0.8 0.7 
223  
55  5 

6.目的明示7.資料提示1.レディネ)9.授祭事済成
平均値 4.4 4.3 4.1 4.3 
標準偏差 0.8 0.7 0.7 0.8 
最小値 3 3 2 
最大値 555  5 
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事i綱審満足度の獄い街*介1雄官官餓1:00糸のすすめ方

冶竜野2耳RI障修得度

U 
31閤心壇

事If現者満塁疫の高い察柔ゴト怒記録と喜善示のすすめ方

6.13約聖書示
5. 

91霊祭穣罪主 7資料提示

ゅ φ…平均{護

ま露詩室長著I¥li

" 主主小{除
Q火{患

-一平均値

! 標』革偏差

a 最小{直
扱大(直

叩 φ一平均{綴 ! 

ひ者遺主撃機塁塁:

合緩や{醒

五ま:1<:1綴

:-一平均値 1 

:-0ー栂準優重量i
企最小値 ; 

最大値 ! 

8レヂィホス

研究I~l属的!l!介畿における効5庭的な後銀総発

企
軍?究後援自匝菜介護における効議釣な鍛議開発

6霞的明示
5 

9.1費Z盤機持主

aレディネス



15 家族アプローチ

主手商議
襟当量奇襲釜
最小鐙
濠大{漣

3湾58

1.満忌度環解修得f:3.関心度 4期待度五活用度
4.4 4.5 4.7 4.3 4.6 
0.7 0.5 0.6 0.8 0.6 
3 4333  
55555  

ag的弱主主主主華料提主事主レディネ三塁授書塁機売量
平均笹 生5 4.3 4.3 4.4 
標準備菱 自.6 0.8 0.7 0.6 
最小億 333  3 
最大値 555  5 

16 専門職つてなに?リスクマネジメント

平均護
標準領室長
最小億

議真集

3月58

1.if需足度現解修得[3関心度 4.期待度 5.活用度
4.1 4.4 4.2 4.0 4.3 
0.9 0.8 0.7 0.9 0.9 
2 2322  
55555  

52雪量号明示7.事豪華再提示主レディネ;;.語、援護霊構成
竿均億 4.1 3.9 3.9 3.8 
標準備釜 山 0.8 0.7 0.9 
最小値 233  2 
最大値 555  5 

家主主アブむーチ

事
立

家族アプローチ

6.a的明示
5 

君事問草案つてなに?ザスヲマふジメント

専門職つてな!こ?リスウマネジメント

-85-



17 痴呆潟齢者の尽常生活の聖路孝とケア
3Fl58 

i満足浸透解修得1.3 自尊心選~ 41招待m: 5活用語E
工事弱議
綴英霊{訴さを
銭J]、総
Qj;:{総

平両軍
4察当主i忍妥
最小値
最大慾

4.7 4.7 47 47 4.8 
0.6 0.6 0.5 0.6 0.5 
3 3 4 3 
5 5  

告E書約級王手7i"t泌総務レディネ;;Zg授築様成
46 4.5 4.2 4.7 
9告 0.5 0.7 0.5 
3 44  
55  5 5 

10 研究授l'.t1:綴采介護における効果約な緩ま義務発
3月4臼

1j認定m:主主義孝{獲得1.3関心m: 4綴待話l: 5.;¥5用皮
学士努f夜
綴為主綴遺E
滋J]、{億

五lj;:1滋

4.2 4.4 4.6 4.2 4.4 
1.0 0.9 0.7 1.0 0.8 

5 5  5 

S.13約級王京?ま雪量得提示主レディネ;;Z9.授業構成
平均緩 4.2 4.2 4.2 4.2 
標準緩菱 総 0.8 0.8 0.9 
最小鐙 232  
最大鐘 5 5 5 5 
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縮予融商齢者の日常盤;襲(1))盟貴H:ケア

1満足後
5. 

5活F君E主 2波書李総務1lI:。一平均値

償援高齢者の日常生活の理解とケア

6昌幸旬開示
5. 

8レヂィネλ

7'ft草寺i達示

研究授換仰5良介綴における効5民的怠綬2臨時書発

:台~ 2 

研究操業稿集介臨におけ晶効m約訟を襲司住居語録

8後遺産様車主《……ぷ.C手ーミコ 一五~)Þ.. 7まま糊恭

8レヂィキス

:~1 綴準備差

A j富小値

lbi;l::値

一。一平均i重
機構僚幾

品 霊安小{車

f走大1臨

一φ一平均f怪
Q.j車準備差

合扱小fIlj

最大値

五星大協



18 研究授業まとめ痴呆介護における安定楽的な授業罪悪発
33き58

1満足度議解修得I3鎚心主主 4.期待笈 5汚濁笈
平均値
標準偏差
最小値
最大値

4.0 4.3 4.3 4.1 4.2 
0.9 0.8 0.7 0.9 0.8 
2 2 3 2 2 
5 5 5 55  

6際的明矛7資料提言i'l.レヂィネ79.授業構成
lj!均緩 4.4 4.1 4.0 4.1 
者襲詩悪意義違憲 0.7 0.8 0.7 0.8 
選最小銭 3 3 2 2 
畿大儀 5 5 5 5 
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著書芸聖書霊祭まとささ事選議介護における聖書薬会きな授業続発

主購修得度 ;平禄1
ケ翠ーさ票準号室差;

j一企ー最小穣 ; 

1___.___，.....:表;*:1警_J

研究窪裳まとめ痕呆介護における効果的な穣祭繍発

§目的明示
5 



G由。。

沼-11曜語講師人が緩む凝らし回総統を倣底的1:茸援す晶ll<務者自育成をねらいとしている童話線準的カリ与ユラムをふま
えて今後災務者E責務者殿闘してい〈ため由最新知見を修得するといラ自窓が達成て官尋問容であった@

t摘品介t聾における人材宵成叩均提Kずームアブローテとリーダーシヅブ.スーパーパイ丈.コーチンゲ〉を語録する
8-2 I 
!という闘機断後成で古る肉縦であった.

自サ|痴諜升級1:制す品際鈎貴謀総のS主体的暗記量音習得するという語援が翠鼠できる向喜であったe
a-41繍諜介蛾繍修{立滋lする効県的お綴識の企童謡・運営母あり方をま去得するという冨援が運震できる興事でおっt~.

ト51暗f惨的教符喜平飾北ついて修司号するという閤採が滋成できる内容で畠ったε

[0銅盤叶陸路継者フオ澗-7，>ブ滋修部3首訟について1
10-1 1痴*介銀総君事請時器量動か;;;蒋まれた筏点や告書怨意滋毒事奉文穏にするという方針は透明であった。

0-21摂溺者研修部策総総統に事還する務緩や昼寝銭若手金書・後おし島うという方祭器遺留であった。

!よlIe母31ま訟を巡して番高識的人が謹む暮らし都議録を茸重量していくために蕗璽となる教育ー指導力を高めるという
0-4 I 
i方針t主主華端であった。

部書量殺から韓まれたも晃識や罪喜怒窓i議等華大切口するという方針を宮頚において、研暗白内容を

草案討しあうという方針幸吉識において、研龍田内容を設定し

[F各セシター聞でのフォuーアヴブ聞艦的カリ年ユラム拘理事的軍事総について]
1 13センターともカリキユラム肉容に遊興がない芳が良品、
2 13センターについてカリキa哩ム内容に務総がない共泌総分と数臨時総分がi!oると患い
3 13センターとも独自(J)カリdやみラム持軍事にしたほうが臨い

4 その世

凶器国軍

[Gフォローアップ研修(J)受昌桧織について3

1 1畳諸生が珍重するセンターで畳畿で宰る揖うが患い

2 |畳講生が露7L.JヒセVターで受2韓で嘗るiまうが車い

3 1受議生が修7¥..toセンター単タヰトで畏滋l:脅る培うが良い
4 1その他

OKj穫雪量一一一一

吾，，:;1..0ーアシブ喜喜多母受箆者時選定方法について1

1 1各埠壇ごとf二指導者と行総務侵害等が務しれて、提携者膏滋賀する陪うが農い

噌i各センタースタッフが、これまで由各医師機皐升綴織滋者懇威儀務的カリ'"ュラム毎与をぬE認したうえて7才白
&iアップ務i修梧カリキュラムを作請し、それに癒した畳滋帯普選君主攻勢手まうが設い
3 113号塁鈴i二都合由古う指導者からランダムに盤調者在慾波するiまうが説い
4 モグ強

制緩密書

資料3カリキュラム評箔

[そ開始]

[そ由他]

[そ母地]

i つDK I M即 I50 I 

2合間

2 1 2 3的ミックス者2

~，金持



評価項目 11213i41510KIMean lsol 

資料4カリキュラム評価集計結果

，痴呆町人日望む専らしの継続を徹底的に主躍する実務者町育成をねらいとしている新程準的カリキュラムをふま
A-l I 
|えて今睦実務者研悼を展開してい〈ための畳新知見を修得するという目標は適切であった。

l由呆介護における人材育成町方法(チームアプローチと'J一生fーシツプ、スーパーパイズ、コーチング)を修得する
A-' I 
!という目標土適切であった。

A-31痴呆介護こおける課題解揖町具体的方法を習得する凸巧目標は適切であった。

A-4 I痴呆介護研修における効果的な授業由企画・運営のあり方を悟得するという目標は適切であった。

，描皐白人出望む暮らしの継続を徹底的に主援する実務者町育成をねらいとしている新寝準的カリキュラムをふま
8-1 I 
|えて今桂実務者研俸を展開してい〈ための最新知見を悼韓するという目標が達成できる内容であった。

|痴呆介護二おける人材育成町方去(チームアプローチとリ-'fーシヅプ、スーパーパイズ、コーチング)を怯得する
8-2 I 
|という目標が達成できる内容であった。

B-3 I痴呆介護における課題解決田具体的方法を習得するという目標が達成できる向容であった。
仕 41痴呆介護研修における効果的な慢業の企画・運営のあり方を悟得するという目標日達成できる内容であった。

B-51研修の教育評価について俸得するという目標削達成できる内容であった。

[0，痴畢介護指導者フォローアップ研皆目方針について1

G-1 1痴呆介護指導者の活動から育まれ士視点や問瞳章諜等を大切にするという方針は適切であった.

G-， 1実務者研睦由実施状況に闘する情報や実践を共有・樟討しあうという方針は適切であった。
l地元で白痴呆介護の買向上田実際的な取り組み(自職場での取り組み吉む)に関する情報や実践を共有検討し0-3 I 
|あうという方針ま適切であった。

|上記制方針を通して痴呆白人削望ι、暮らしの継続を支援していくために必要となる教育指導力を高めるという0-4 I 
l方針は適切であった。

E痴呆介護指導者の活動から育まれた視点や問題意識等を大切にするという方針を意頭において、研修町内容を0-1 I 
l設定していた。

l実務者研修由実施状況に関する情報や実践を共有検討しあうという方針を念頭において、研修白内容を設定し0-2 I 
|ていた。

0-31地元での描呆介護の質向上田実際的な取り組み{自職場での取り組み吉むHニ関する情報や実践を共有・検討し
|あうという方針を念頭において、研悼の向容を設定していた。

0-41上記四方舵通して由呆町人削望む暮らしの経続を支援してL'<t=め仁必要となる教育・指導力を高めるという
|方針を意頭において、研修町内容を設定していt=o

[E鏑呆介臨指導者フォロ アップ研悼の日程とカリキュラムの斑れについて1

E-1 1フォローアげ研惇町5日間といラ回数i土、研修内容の理解を深めるために適切だった。

E，1それぞれ哨葺演習の順番はカリキュラム圭胸中で日睦内容の理解を深めるのlこ適切だっ士。
E-31痴呆介護指導者フオロ アップ研惇全体に品、て、講轟・演習の時間教は値切だった。

[F，各セン骨一聞でのフォローアップ研悼のカリキュラム内容の蓋異について1

1 13センタ ともカリキュラム内容に差異がない方削良い

2 13センターについてカリキユラム内容に差異がない共通部分と独自の部分があると良い

a 13センターとも独自のカリキュラム内容にしたほうが良い
4 Iその他
OK医E査

[G，7';t口ーアップ研椿町受講会場について]

1 |盟諸生が希望するセンターで受講できるほうが良い

2 |畳講生が俸了したセンターで畳請できるほうが良い

a |畳講生が修了しずニセンタ 以外で畳請できるほうが良い

1 |各地域ごとに指導者と行政間保者等が話し合って、盟諸者を選定するほうが良い

，1各センタ スタッフカにこれまでの各回目痴畢介護指導者葺成研障のカリキユラム等を勘軍リこうえでフオロ
|アpプ研悼のカリキュラム豊作成し、それに適した受講者を選"するほうが良い

3 I日程的に都合町合う指導者からランずムに畳講者を選定するほうが良い

恒里璽]

l共通部分と独自の部分|
l i差異がない方が良い|

匡豆豆E

A-' 塵量一一~
A-3塵麗罫一一一 | 

A-4 L一一」
A-'闇|

8-4鴎|

8-5 I関 | ・・・・ヒごTプ----.---
C-l闇 i

日

E

コ
0-4閣

0-1闇一一一寸ー σ、
00 

::議重二土二二守二二二雫=
正一~出 師 附J。垢

【その他合同

21車京センタ 、又は3C順番で

凹吋叩8は凶全剖[，1M;つ叫、 |※2剖の臼帥附或剣I
2凹9J認迂ぷ王京ミ廿tセfンタ 誌※，2と4のt絞立泣凶主臼iIにこ C司不、明;扱止い
343センタ一町持ち回り

[その他】 21.2.3由ミツヴス型

37全員



ヲ*女女ヲ犬k女ヲ*ヲ貴k ヲ女k ヲ女k ヲ女k ヲ*ヲ女~*ヲ*ヲ女k ヲ女k ヲ女k 
ヲ女k ヲ女k 

4令"，<1争争4舎島骨喧φ&骨4φ争4令静4令伊4争争4令~~糸争 d令争申 4ψ静 4φ伊唾.. 争4や骨‘φ静争骨令や骨4争H令争4争争4やH争争4令争4母世争4や争毒令ト4令与4や争4令除+骨骨砂4骨争4命炉4争ド嘩+辛.争命#静ゆ4惨争+母 可咽..... 女 〆附…φ
d-， i詰ii港g怒磁;詰器;詰i揺器iii罷Aia器購iiiiiiiiiiiiiiiij 二
会!?鞭Jふ暫問機 jiL やφ...噂..........'..................
安 安

貴 1研修の諒闇づけ 大
安 瀦果介闘する知識と技錯乱内外の研究機翻こよる読究成果怜箆の繍揚!こ 企

民おける様j々マな改欝据力の穫み謹ねによりE忠ヨよ々 司進歩しているa姉呆介護の鰯の同上を詔描 F司、

女 す引向口印はこ口品!詰臥立乱持、ι第ト一線伽の飴介諜開実鶏諸錦悶呆吋介滑護の矢知靴3
{体本鰯を整えることが!脳邸捜である。そのためiにこi諒謡、痴呆介欝揺導者lιこ対レて一建期閤ごと F、

ヲ女~仁司こ謂踊翻駒新恥の短親莞や精指導斬方法涜悶若街f悶紅が謂重盤駅であ初り弘U、Jフ方叩口日ツdブ研修践的 責
女 こととする。

2 研修自種
轍儲襲札し日て痴鰍探駒の臥ω人本臥人の叩立蹴揚

ヲ*k 

k ヲ女k め掛杭制叫叫ζ口凶はこ口改iは瓜吋立払、痴鵬果介澗護翻翻髄3描繍諸鱒輔噂者がMよ約り倒諮澗栗剰剰自的包慨な概諜鰭務描閉蜘者翻劃鞠印研劇刷鵬悶I1惨例|嘩欝鈍を農爵リ元悶で初の鯨蜘介謹踏の機質齢む ヲ*
向上を本犠鵠iこ推進していくことがよりいっそう重要になる。その疋めに痴呆介護指導 F、

究 者に必要とな誠意知識技揺を確実に高めることを臨して実施する明衆介護 食
指導讃フォ口引ブ鵬である 女
にのフォ口…アップ研i事でl立、

。錨泉山親む暮らしの諮問問こ支擁する実務替の育成をぬろいと印1る ヲ女k 
k ヲ* 騨詔蹴力山ユηラム羽を飢問ふほま町えて、令掠後線実蹄関斉剤棺官諺悶草坊瑚を親展開し印1くだめ悶の幌震新悶知欄舟 ヲ貴

2)痴呆介譲におiけ7る人材膏成のためのy方うj法蕊 F、
女 〈炉チト日一ムρ?刀ブげω小チ山、ス〉引M…吋イ/パTト山山一イ刊jパ川Y付イズ、日ング叩こ
ヲ犬k 吋呆介謹における諜翻器翻語解献草限蜘決駒の異耕体閥的防号問方:去

4)瀦梨介護liJH墜における刻接的な捜義援の企瞳・意義鵠のあり方

大吋問蕎詳細 索
犬 山5臨慨す紅をi童1ノ吋呆fì~瓶詰者研修お叫先で明:介護の i 

費向上密接選する灘践的な指導力を高めることを関諜とする。，、

女 大

貴賓
大大

貨安安貴貨安大大安安ヲ貨安貴女ヲ貨安安
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ヲ**女ヲ穴kヲ女tヲ貴kヲ女tヲ女k女ヲ女蛇ヲ女kヲ犬k女ヲ*犬ヲ*ヲ貴t 
ヲ犬k ヲ女t 

k ヲ*3研璃穆慨応掛針 ヲ*
ヲ寅t 菊鯨附架貯介滞護揺撰諮翠灘悉齢合桜;蹴ち禽献まれ疋調鯨点や閣題意鰯i識載概大矧切に臥提賜鰯務脇者研耐閥f楼多の櫛撲賂路 ヲ女t 状況や培冗での努事誕介護の議時ょの実際的悲取り組み(自職揚での取り組み含ち)1こ鑓 F、
女 する需要や実践開捜部し払その沈積して、痴呆の入力望む馨ちしの継続 安

を支援していくため!こ邸裂となる教商・指導力を高めていく。 r、

女 4 研修方向ラム〈別紙錦〉 大
5 n耳諺Bt:呈

女 平成16年3即日明)'"調印〈金〉の合計58題 大

大 6 研修会場
高齢者痴呆介護研究・研{彦東京センター;討議大愈議議

大
ア研惨対裁者

鯨介護指導者 大
ただし、瀦呆介護実務蓄積諺沼運醤iこ間にかか初ている附謹指導者 大
とする。

大 8 蹟 ヲ貨
女 60名

安 …遊間かち臨時11Ic:痴呆一- 2 
9 欝了のための袈件

酬と同醐て鵡し、万円ツプ鵬の方針iこそって、臨時 女
k 大 成批判断される品目センター畏より即時的。 ヲ穴

ヲ究~1叩O 平職成1叩6年報度痴鯨呆介鰭盤指鱒噂むオ相口一ザアツげブ研鶴欄諺叡隅
ヲ* 今知回の平成15年度蹴痴果知介譲鶴播鮪欝鞠響フ万方叩むか吋一y-yツブ苅研{齢審防の或牒粟を礎語ま玖えて、 決熔年度の ( 

フォローアップ研纏!こついて按討していく。そのだ諮の資料を簿る定め!こ、受講者の

女 皆様叫d のM ートや関税関誌とになる侃問お願

いしたい。

大 女
大大
女大
安安
安安女大女大女大大大安女大大安究実
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式次第

平成15年度痴呆介護指導者ブオ口…アップ研修

開講式

中村考一東京センター研{!多主幹

l 東京営ンター長あいさつ センター長長谷川和夫

2 庫金労働省あいさつ 車生労縁者者鱒潟言十画課課長補佐 鵡石宗隆

3 アオ口一アップ研{監の位龍づけ 東京センター主任研修主幹報誌 さゆり

4 3センター職員あいさつ

5 オジエンチーション(ご案内と緒、注意)

構 研諺時間中は携帯電話の電源をお切りください。

置 トイレはこの会場を出て、在側にございます。また3階にもございますので、

ご利用くだ、さい。

輔 自動販売機はこの会場を出て、窓側にございます。

踊 喫楚コーナーはセンターの玄関を入って右側奥にどさfいます。
題 懇薬会へぜひご察1.10ください。また懇親会の開始時刻が 18:00です。員、

懇親会会場は日11の建物になりますので、移動のご案内を 17:55~とはじめた

いと思います。 17 : 55には2措大会議室にお集まちください。

聞 平成16年度以障の痴呆介護指導者フォローアップ研修者検討していくため

の資料としますので、 rデオとカメラで研修を記録します。ぜひご理解・ご協
カをお騒いいたします。研諺事前謀閣の提出もありがとうごぎいました)費出

していただいたものは、すべて今後の研修のあり方を検討するための套科とさ

せていただきます。・研修の振り返り(レピ、ュー)をしていただきます。レビュー用紙に各吉ご記入
の上、受付にあります間設籍に提出してください。・3丹4・513に行います講究授業は3会場に分かれて同時進行で、おこないます。
そのため、どの研究授業に参加したいのか、皆様の希望をアンケート用紙でう

かがいたいと思います。アンケ…ト用紙に希裂のJl障を数字で記入していただき、

顎員 3月213の9: OOAMまでに受け付けの胆殺籍に提出してください。
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必ì~ブ'rtlll!iJ.苦手フ';f"ρーアァブ7ilfC NI1 

よtz.JI16O選手L.tI嘉吉宗クア
tf/JI若者の評議主著~.Æ liヶァ'(1)ftf.JÍだ滞げで

4結成16:1i官3jj1B
1$:'設労:1IJ6::!1!'鐙綴KfiliA穿

高齢者介護研究会

-老醜魁長の私的研究会

• 10人の有護者からなる。
・2015年の高齢者介護ビジョンの換討
• 3月5自に拐回開寵

• 2003年6.FJ1こ報告書をf敢りまとめj
.銀波法2震は社会保薄審議会iこ部会議f
設譲し検討予定

癒呆性高齢者の将来推計

m立務持ー神経常Zンター ;:¥:J草食5章氏による
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これからお話する内容

-個々の施策の議機となる痴呆ケアの基本理含

.痴呆の人の聾厳家本盟ι」と虫立五援のあち方

.地域安舞台にしたその人らしい生涯の冥構護

・忠金蝕差と苛提性への援戦

-特養・老霊を設童謹常する法人が
小規護ケア捷設変容することの意義

2015年を議ずる意義
O 戦後のベピーブーム漫然tJ~65議以上となるのはな015年

o 2002浮から2015年まで0>65議以上人口、高齢化本の伸び
i弘之015岩手j:).隊の鯵ぴと比較して際だって高い。

o 2015若手の綿織議事紛者!求、その後に続<10年間に後期演併殺
となる人々。前線通事鈴者について、実効性のある介護予防の取

組が2015五手法での関に確立できるかどうかが、その後の喜善代

の後期滞働者介滋Iこってる決定的な意味を持つことになる.
(a申書搬入ロとそ時割合の年次控移)

18.5怜

要介護(要支援)認定容における

痴呆性高齢者の推計

米 200伸$}l;震について時総七

車『その1臨時高低J:ii豊臣線開‘ヴIt.-ブホ日ムケアハウス寄
努力シコ内I~.;重動総力の妖下していr.n、痴呆性高齢者の再掲{第果泡立g::rmム r:rv;又 1 ;1
rMJ方つ.陣容自立燦rlli.ilLIJJ又はiA;



新しいケアモデルの確立

一痴呆性高齢者ケアー

;身体介護に比べ遅れている痴呆ケア

現:他方、要介謹高齢者の約半数が痴呆性高齢者

状 ・要介国高齢者の半数・施設入所者のB割が街呆性老人自立度E
(=何らかの会誼・生活上の支侵が必要なレベM以上
-由呆性高齢者総数 150-160万人ι 脚加………ケげ仇……ア河加…の制山み阿で

| 凶…一ケげ仇吋一ア司加を伺高型損届果性富齢者に対応

箆の程準とするベ音

痴果件富齢者ケアの普蹟化

痴呆の中核症状と周辺症状
ー増悪をまねく多様な要因の関与一

周辺症状

破局反応:パ二ッヲ

痴呆性高齢者ケアの普遍化

-痴呆性高齢者ケアの基本=r草髄の保持1

.日常の生活圏域を基本としたサービス体系

.ケアの標準化・方法論の確立

・痴呆性高齢者と家族を支える地域の仕組み

2015年の高齢者介護
~高齢者の尊厳を支えるケアの確立に向けて~

回 1

0 介護保険施行後見えて問題
| ・要介誼認定者の増、在宅サービスの脆弱性

日♂犠

匿羽

| ・街呆性高齢者の顕在化、新たなサービスの勤吉等

10制度の持続可能性の確保{課題解決
、 の前提)

高齢者の草肱存主えるケアの確立

早急に着手し、 2015年までに着実に実施
{服住のベビーブーム世代が高齢期に遣する2015耳までに実現)

痴呆の人の状態の移ろいやすさ

※適切な環境とケアで不安と混乱を最小に導くこと
高齢者串呆分間毘・研修明セノトホ臥央子主任研究主聞こよる

痴呆性高齢者ケアの基本
~高齢者の尊厳を支えるケアの確立~

痴呆性高齢者の特性
生活そのものを
ケア星して組み立てる

時

融盟融問時醐融当融臨時調輯韓輔
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日常の生活圏域を基本とした

サービス体系

グループホームケアの特徴①

O 小規模な居住空間
O 家庭的なしつらえ・雰囲気
O 少人数の安定した人間関係の継続
O 地域に溶け込んだ普通の生活

選忍
'*認知能力の衰えた高齢者の混乱を最小
限に抑えて、安心惑を醸成。
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痴呆性高齢者

グループホームについて

グループホームケアの特徴②

O 職員と入居者とのコミュニケーションを大
切にしたケア

O 入居者一人一人の個性と生活のリズム
を尊重したケア

O 共同生活の中でできる限り役割を発揮
返忍

女生活の意欲を引き出してその人らしい暮
らしを継続できるよう支援

痴呆性高齢者グループホーム
事業所教の推移



グループホームの適正な普及

O 痴呆性高齢者グループホームの急速な普及。

3. 2∞ヶ所

O 数の急増に伴い、運営理念、サービスの質、
利用者保護等の観点から問題のあるホームも。

坊痴呆性高齢者グループホームの本来のあり方

を踏まえたサービス肉容の検註、利用者保護、

サービスの賀の確保が課題。

サービスの質の確保に向けた取組み

③サービス評価の義務付け
・都道府県が定めた基準に基づく自己評価を義務
付け

14年10月から、都道府県が選定した評価機関に
よる外部評価を受けることについても義務付け。

④情報公開の義務付け

⑤市町村の調査への協力の義務付け

⑥市町村との連携

評価項目の構成

1.運営理念

ll.生活空間づくり
O家庭的な生活空間づくり
0心身の状況にあわせた生活空間づくり

ill.ケアサービス
Oホーム内での暮らしの支援
0入居者の地域での生活の支援

O入居者と家主主との交涜支援 など

N.運営体制
O情報の開示・提供
O相談・苦情への対応 など
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サービスの質の確保に向けた取組み

①住宅地への整備促進等

-複数のユニットを併設する場合でも2つを上限等

②管理者等の研修の義務付け
・管理者・計画作成担当者に対し、都道府県等が

実施する「痴呆介謹実務者研修(基礎課程)Jの受

講を義務付け。

-計画作成担当者に対しては、これに加え、専門

課程の受講に努めるよう器務付け。

グループホームの外部評価

O 痴呆性高齢者グループホームの急速な普及

O 密室性が高〈、利用者保謹の観点から、サービス
の買の確保が課題

→サービス評価(自己・外部評価)実施を義務

付け・評価結果の公表も器務付け

O 外部評価を通じて、事業者自らサービスの行き届
かない点を把握し、自主的な改善努力を積み重ね

ていくことを促す

O 平成14年11月から、痴呆介護研究・研修東京

センターが訪問調査を開始。

o 14年度中は、約400ホームの訪問調査を実施

評価の仕組みと評価項目の構成

自己評価 外部評価

実 ホームの管理者と 外部評価機関の評価

施 介護職員とが、各項目 調査員tf.，実際にホー

方 ごとに協議しながら実 ムを訪問して実施

j去 施

外部評価項目は、自己評価項目の中から外

評 部の第三者的視点からの評価が可能な項目を

価 抽出して構成する。

項
※国が示す参考例においては
目

134項目 ー-> 71項目を抽出

(東京センターでは、国の示す71項目を利用)



蕗設ケアへの広田

ユニットケアの展開

O ユニットケアは、集団的拠鵡の中でケアの
嚢を高めていくことに限界安感じる一方、

O グループホームに入居した鋪来性高齢者
が、活き活設とした表事で、ゆったりとその入
らしく暮らしている状況を話 (J)~きたり iこした
麓設議員が、

O 箆設での試みとして、入所者をいくつかの
小グループ!こ分けて個別にケアすることで、
一人ひとりのニーズや個性に向き合いなが
ら介護を行う手法を生み出したもの。
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ユニットケアの誰進。

O ユニットケアとはJ施設の居室をいくつか
のグループにうまけてj、fそれぞれを…つの
生活単位としJ、r少人数の家庭的な雰囲気
の中で」ケアを持うもの

O 平成14年褒より、全容飽き・ユニットケア
の小規模生活単位型特等の霊慌を推進

ユニットケアを取り入れた
施設の摸例から

ユニットケアの推進e
Oわが韻では2002年度からユニットケアの整穫を顕始。
新規の特別餐護老人ホームはユニツ$ケアが原則



痴呆ケアのパラダイムの転換

痴呆に対する認識、ケアのパラダイムの転換

〈否定的な見方〉 一…闘争 〈常E在的なJi;l守〉

1 _通泉の人に対 -不可能Iあ告らめ -可書~!生 l'措5理

する認識 -問題の婆閣は本人lこ -悶閣の革審悶!ま溺閉め殻境
(~控問・もの・人の鎚わり )1二

2 ケアの方針・翠念 -豊里F詰な危険の図通産 .õJ指~!金内の挑哩1

-提供する憾の3宙実理 自歯車車‘砲の雄視

3. 専のZ門1~書章きケアとして .1霊境革主主晃 .J;U毘を非常にE量規
-λ縫擁護!こ祭事選心 -入機織2査の方法諭

今ケアの覧と効率 -量生小(1)入Jlで媛大歓を . t主要密約百己鐙で良質のケア吾

性についての考 -スピーディーに手葬祭よく -本人IJ)心ぬよいベースで

え方 Z主務を書aJ.聖 ゆった守主主り添いながら

痴呆ケアの造住の歴史
①ケアなきケア立〉善寺代 1 矢L波長女
王援護主・方法論の乏しいi反撃事愛のケア ..1 !ieの

E誌の諮問ツク{陶芸装、楽や言葉で締えこむ)I 謝
@I渇華道対処匁ケア l線内
③探索酌ア滑崇意味 r摂
@可能性浪究型ケア i 謹よ
@~場所や環境をE重視するケア ヘ問る

i妙0年代 ⑥術祭の人の権利重視のケア i務iz
吋以よの到達点を総合し『痴呆でも地磁のゆで |ぷ遜
その人らし〈当たり前に暮らす』ことを支える 〉主査
金本金t内・アの爆トLでゲルーブホームが毒事滋 j 人お

泌謀長…djL3不二以補正証二以説.....， ~-. 
一般的なケアとして普及→品二な上なzJ ~~ 

E揖包隆盛草分:f1ll'r'U Iol1\!J:t1!，~-糸附?様子常時tl~.HII‘』る

iヲ70年代

1980年代

通，!語うえ晶子治 1踊議 /1')" フワ…話時代BSブソヲニhりを革 I~ 一語乞!éf

ダJL--プホーム"小規模多機能
ケアの可能性の検証

f綴来性務齢者の暮らしを支媛する新たな地域ケア

サービス体系の様隻iこ箆する覇査研究事業j

V 在宅から部所"一緒宿泊・グループホーム入居!こ葱る

なじみの資壌の遼続性を考慮したケアのあり方につい

ての研究 {時小規模多機能ケアの研究}

摘来性高齢者ケアに係る

今後の検討課題

時痴呆性高齢者のみならず、高録者ケアぎた体への

普遍的な妥当性・有効性についても後経

小規模多様能ケア的機能-24詩鶴365B
T院の跨1冒始 時小規模多様能ケアの般開

利用者ニーズの変化に対応してサービス内容が段階的Iこ変化

寄せ通い

事1)1習者IJ)ニーズiこ合わせた
デイサービスの碕1窃延長

議
一時的な宿泊

居住サービス

十

緊急時や夜間の訪硲サー
ビス

痴
呆
の
進
行

i

OEl境遇い蟹れた、地域の身近なデイサービス
恩
。利用者ニーズに合わせたヂイサービスの雲寺盟主家長

恩
0夜間も預かる土£仕込来d機能の付加
恩
を辻ステイ叩)から出ステイ(蹴利用〉

O量鐘へ
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これらに鎗えて・..



痴県性高齢者の在宅生活を支える

主な砿宅介護サービス

く設定サ…ピス〉

・詰鰭介護{ホ…ムヘルプ〉………|来てくれて

.訪摺看護
・議所介護{デイサービス) . . .. . . . .. I 通って

・策購入所生活介護(ショ…トステイ)・・|泊まって

・痴呆対応型共間生活介護 …・….I t主むことも
{痴呆性高齢者グループホーム) I できる

|地域蜘j、規邸機能げ拠点に合

地域替着型小規模サービス拠点の事例

損一般換独!I!ヂイサービス{定員 10各} せんだんの絞なかっや，'*

-一時的指宿泊サ-1:':ス 墨

(2-3名利用可権(!E意事実)) 

.術品検E器跡事宮グループホーム

グループホームにおけるうまーミナルケア

iこ関する讃衰の概要

・実施詩期:平成15年2fl14臼 ~3月末

.説査対象:平成15年1fl17関税校、
WAMNETIこまま録tされている事業所、
2.579カ所

・調査方法:調査票の郵送による

・間収状況:1，192事業所より蹄答あり

{回収率:46.2%)

・調査内容:事業所及び務局者の援況

こ医療との連携の状況及び賂題点

:ターミナルケアについての慈鶏

小規模・多機能サ…ピス拠点のイメージ

グル…ブホーム・小規模多機能

ケアの可能性の検証

f痴泉佐高齢者の議事らしを支援する新たな地場ケア

サービス体系の構築に関する調査研究事業j

V グループホームで最期家で普通に暮らしつづけること

を支援するための研究 (坤在宅ターミナルの研究)

時痴呆性高齢者のみならず、高齢者ケア全体への
普遍的な妥当性・者効性についても後詰

問答のあった事業所の入居翁の概況

1.性別、平均年齢、薬介譲渡
1.1忌 17、草案

く平均年齢> 融
一
耕
一
山
一

介
一
一
ー
一

牒
一
去
一

平一
2
一一

<
「
↓
l
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菌筈のあった 1.192卒業所の概況

2 入患者の率渇要分譲渡15IJ・開設課体制内訳

平均妥ゴ?銀漢

3-4;;長潟

2-3象潟

τ-2朱宮尾
単

語草

|到獲のあった 1.192事業所(J)概況

4.タ…ミナルケアに取り組んだ経験

6.英擦に看取ることができた事業所

-料用者のタ…ミナルケアに取り組んだ実

f測があると回答した172事業所のうち、
98事難所が、グループホームに蒔いて実
際iこ糖取ることができた経験を有していた。

く喪際!こ器取ることができたケース>

100-

問答のあった 1.192事業所の概況

3.平均要介護度完IJ-位のサービスの種民内訳

3町 4未満

2-3;長選島

市伸之米言語
詑

0'" 

回答おあった 1.192事業所の概況

5.取組経験開設後年数別の内訳

1年来満

1-2年未満

3年以J:

。‘ 20~ 40也 60‘ 00包 100~

よ

わ噌五え〈句E、; 

い

2.7 3.9 18.5 3.5 

2.1 4.8 21.8 22.2 38.3 4.8 

4.4 6.8 20.5 21.5 42.0 2.0 

3.1 1.6 17.2 28.1 46.1 1.6 

2.1 0.4 14.2 21.7 52.1 4.2 

NPO G G 乱1 19.7 65.2 3.0 

f車 G 8.7 13.0 21.7 52.2 4.3 

N.A 16.7 。16.7 16.7 33.3 。

I N.A 

4.4 

6.0 

2.7 

2.3 

5.4 

3.0 。
16.7 



小競接接設におけるターミナルケア

失くことのできない条件

。話し合いをつくし、家族{可能であれば本

人)の意思を尊重した選択であること

。地織の医提議関{かかりつけ議)(J)灘解と

支機体制が撞課されていること

。藤長辻、器取りiこ関する十分な知識と介護
技欝を癒していること

。審殻りに向き合う施設の理念・方針が、職
員に十分瑠解され、漫透していること

介護保険3施設の機能

く3擁設の担うべき機能>

。日常生活の中で、自立した生活を支援する援態

@在宅生活への復帰を鼠指してリハどリテーシヨンを
行う媛能

C語長織にわたる療養の必婆性が惑い重度の要介護者
!こ対してケアを行う議能

く今後の披露翼題>

共通する課題を踏まえつつ、3施設が、それぞれの

機能を溶かしてどのようなサービスを行っていくのか

主主主主の鍵緩f食後孝義袴し‘可能な限り在宅で暮らすこl:.1i:悶衝す
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介護すーピλ体系の見直し

波

紋

州
知
リ

4
7の
繍

回

目

安

市

津

&

い

の

aaむ

自
指
す
べ
き
方
自
問

00主活母経設笠置盟持し.可需主む限り在宅で輔らすことを自摘すむロ

新しいf住まいj
-ffl君主でも施設でも主主いf第3類型J-

参考題審

• w高齢者の尊厳を支える介識J
草堂人傑昔童福祉迭例研究会編組織払800

• w私!ま殺になっていくの?~
クリスティ…ン繍ボーデン著かもがわt総務事2，000

. w痴呆バリア・フリー吾斡i
永隠久識をそf-i恋箸 τBSブワタニtJ~2，事50

. w自宅でない在宅i
外出 喜豪華E 霊童学芸書践￥1，8鈴

. w大逆転の磯来ケア』
事IlEB行男穏 や失法銀出版￥1，700



特別養護老人ホームの新たな展開例

特別養護者人ホーム

重度の喪介護者の受入れ

{例 1):$:体総設のパックアップの下、

小規模・3易機能サービス拠点を展開

i
S
N
i
 

(俄2)ユニットケア裂に改修する際iこ、
ーおのユニットを街のやiこE華僑し、
本体施設と一体的に運営

小規模・多様能サービス拠点

¥通部・訪問・

¥、指j自・居住

マ合
Bゐ

告

〈俄 3)本体施設のパックアップの下、新しい r{主*いjiこ
小規模・多様絞サーピス拠点を併設等

宅合同自宅
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2004ふ1 r評議泉分後綴毒事者フォローアップ研修J

痴呆介護におけるス」パーパイズ・コ}チング

やってみよう・構エクササイズ『流れ星』

はじめに

3十口出81立、口の答えは5です。しかし、 0+口出8であれば、 1と7，2 ~ 6、8と5、4と

4としづ組み合わせ以外に、小数や分数など議々な組み合わせが考えられます。問じ成果を引き出

す場合に、介機リーダーにはスタッフの多議笹を認め、ケアlこ活かす力委設が求められるでしょう。

さて、待問入居者に一生懸命「ケアJを提供しても、野かれるスタップとそうでないスタッフに

分かれてしまうことがあります。介護リーダーもまた、スタップのことを考えながら仕事に専念し

ているのに、好かれる介護リーダ}とそうでない介護リ…ダ…に分かれてしまいます。その原因の

ひとつに相手に対する「何気ない一言Jや「何気ない態度jが考えられます。

本当iと親しい入との会話では、朝の出会いの挟捗も ょう、あれ、髪形変えた?似合ってい

るねj などと、気がついたことを無意識に雷諜に出していることが多いのでiまないでしょう方、と

ころが余り義しくない人に対しては、「おはようJの検拶の後に言葉が続かないちです。走塁しい入

には、その入に対する欝心が言葉や態度として自然に出てきます。この常套句に続く一言が出るこ

とによって、持手に対してより関心があるように思われ、親しい葬冨気を積出できるのです。

また、レストランで人気のあるスタッフのサーぜスでは、節目に必ず一言付け加えると聞いたこ

とがあります。例えば、熱々の煮物をど出すときは「熱いですからお気をつけくださいj。お車工を下

げるときに「お味はいかがでしたかj と欝く。婦りには「足元に気をつけてくださいj。也んなお

客様に当たり前のことばかりの苦言葉会かけています。
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2004.3.1 r華道系介護策連事若手フォローアップ研修j

くに辻、コミュニケ…シ沼ンが不可欠です。入構爵謀は fつくるものjであり、コ

ミュニケ…ション誌 rf吏うものjであるといわれるが、このコミュニケ…ションを「深める一言j、
f深める態度jがあるようです。

コーチングとは

コーチングとは「闘標遣成に向けて、相手の自括的な行動を促進するコミュニケ…ションの技

街j です。スポーツの世界では、選手に必ずコーチがいます。…流といわれるス

同じくらいの知名肢を持ったコーチがついています。それと開諜に、スポーツという分野む怒らず、

ビジネスやブライベ…トな領域においてコーチを持つことは、今や持l.l0なことでiまない時代にえとっ

てきました。鶴人がコーチを襲うとしづ動きは工 990嘉手代の護学から米国において盛んになりま

した。これまでに隷験したことのないようなスピードで動く社会の流れに素早く対応するためには、

ピジネスマンを蛤めとした…殺人もまた、毘きまし、勇気づけ、議う視点を与え、そして鏡のように

現実の自分自身を接らし出し、今いる位置を確認させてくれるコーチの存極が不可欠であると

えが接震にあります。

さて、人間関揺をより良くするには、基本的な態度や視点が関の中だけで理解できていて

があ号ません。積極的に相手に働きかけて、はじめて人間関部、を偲瀦していくことができます。そ

の働きかけがコミュニケーションです。人間関保を良くしていくιi士、金持手を器類する、奇襲議
的に協力する、③感情的にならない、母仕事を押しつけない、器感謝の来持ちを;主れない、などへ

の臨臓が必要になります。

コ…チングはZせの言い方をすると、箆諜逮戒に1匂けて必要な「知識Jと fス今ノレ」と「ツーノレj
を装講し、最嬢む待関で或果が上がるようオンゴーイングに(継続的に)サボ…トしていく、イン

タラクティブ〈双方向の〉コミュニケ…ションです。

そのためには、一方的に何をしたらいし、かの捕邪を出すのではなく、対等な立場から効果的な雲

間をなげかけることにより、自らの内側に答えをど見つけることを促します。

コーチは、クライアント(コーチング、を受ける人)とコミュニケーションを交わすこと広よって、

クライアントが無現したいゴールを暁確にし、難時間で達成できるようにサポートします。そして、

行動を継続して践としていけるようにフ太ローするのです。 コーチングでは、 1対1のコミュニ

ケーションを大現にします。なぜならコーチングでは、議分と相手との関iこコミュニケ…ションを

つくちだすことが最初のスタートになるからです。

コーチン夕、の基本パタ…ン

。オぃープニング

こんにちは、幾っかお尋ねします・

。解氷

どのような仕事ですか・-どのくらいお続けですか・

りごと、思漂の現確信



最近、図っていることく劉擦にしていること〉はありますか?

0囲りごとの背景合考える

どうしてそうなったと思いますか?

む解決策安考える

今後、どうすれ;まよいとお考えですか?

そのほかに長い方誌はありますか?

。選択・統合する

Aをした場合に、どうなりますか?

B金した場合にどうなりますか?

それで、どうなさいますか?

。行動を針罰する

持からはじめますか?・ぺ、つからはじめますか?

2004ふ1 r痴呆介護指導者フ*ロ…アップ研修J

こコーチングを活かすには

さて、介護の現場では、日常的な業務を遂行し訟がら、社事に必撰な知識・技能・技術・態度合

計画的にレベルアップするための方法として、 OJT(Onthe Job Train詰g)が仔われています。

業務の職務潜行能力の向上を回り、成長させるには、戦場での経験を穣ませることが効果的です。

職場における能力関搬の基本は本人の「自己啓発jであるといえますが、介護ヲーダーによる

OJT による偲進が不可欠でしょう。

そして、弁護の現場でこの OJTを成功に導くためには、スタップと介護リーダーの照鰯とする

のではなく、組織全体が育成という風土をもち、お五いに刺激しあうことが重要であり、その障に

介護ヲーダ…i土、みんなの f気づきj をもとに、どのようなケアを提供していくか、という視点を

持ちスーパ…パイズすることが大切です。

また、 OJTを行うときに使われる幾つかの事鶴研究と討議法の自的と手法を覚えておくと良い

でしょう。先ず事例には、当言語解決しなければ主らない荷かの課題{或い段態勢、摺ったことな

t;:")が含まれています。その事例を聞いて〈見て)、まず舘人でそのやに含まれる問題点とか、関

となりそうな事実・現象といったものを拾い出し、更にその問題の出てくる襲器について考えま

次にグループとして討議し、どうしたら解決できるかについて諮し合います。そうしたプロセ

スを通して、考える力(開題の分析力、解決策の発想力)を襲う一方で、現実に記こる問題への対

tt力を養い、また、話し合いの能力、思考や態度の柔軟性など安腐いていくことができます。事前

講究を進めるとき、 fdaHζ襲われないようにするにはどうするかJと、ネズミが相談した結果、「猫

iこ鈴をつければよいj と決まったというような結果にとどまらないようiこすることが大切です。

〈インシデント・プロセス〉

マサチューセッツ工科大学的ピゴ}ズ教擾夫妻により考議されたケースメジッドの一種を脅し

す。この方式は、事例として翼際に起こった事件付ンシヂント〉者提示し、参加者はその腎設に

ある事実をリーダ…から収集しながら問題の解決策を考えていく事前研究法です。
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2004.3.1 r痴呆介護指導者フォローアップ研修」

この技法は、事例の登場人物になりきって考える事例研究で、すが、あくまでも事例を考える人が、

日常の仕事の中で実行しなければならないと気づき、実行できるようになることに主眼を置いてい

ます。従って、現実に近い事例研究法で、「他人の事例」から、日常への橋渡しする所に特色があ

ります。問題解決の共有化と解決のプロセス理解にあるから、スタッフが持参した実際の事例を相

互に討議すると良いでしょう。

手順としては、 1)問題(インシデント)の提示、 2)事実を集め、組み立てる、 3)問題の設

定、 4)決心と理由、 5)教訓となります。

くラワンドロビン〉

発言したいが、なかなか発言することができない人にとって有効です。つまり、少人数の討議で、

しかも発言に不慣れな人たちを対象にした場合に向いています。駒鳥(ロビン)が円形になってピ

ーチクパーチクさえずる所からこの名前がついたといわれていますが、参加者6-----7人が円形に座

り、決められた時間(1分-----3分)、一人ずつ与えられたテーマについて話す。その問、他の参加

者は発言することができない、というやり方です。

例えば、相手の発言に対して意見や反対があったとしても自分の順番が来るまで発言できないと

いうのはかなり苛立ちを感じる。その代わり相手の話をじっくり聞こうという姿勢を持つことがで

きます。参加者は、討議の場で、自分の発言に対しては頭をめぐらせるが、相手方の発言はなかな

か聴かないものです。よくいわれるイエス・パット(それはそうだろう、しかしねえ)が普通で、

自分に似た意見だけに耳を傾けたり、自分のフィルターを通して都合の良い聞き方で相手の発言を

変容して受け止めたりすることも多いのです。

また、数人で討議した場合に、振り返ってみると特定の 2-----3人だけが発言する場合も多い。こ

のラワンドロビンは、発言量を平均化し、相手の発言に耳を傾け、他人の意見とすり合わせながら

結合改善できるというところが特徴です。普通、最初のひと回り(ラワンド)の発言は、抽象的な

建前、 2回、 3固とラワンドを重ねると具体的な話や本音が出てくる。討議のトレーニングには最

適なやり方です。

くパズセッション〉

パズは蜂がブンブン飛ぶ意味であり、同じ会議場で、 6人グループをつくって、数グループ(場

合によっては、数十グループ)が同時に同じ主題でワイワイガヤガヤやります。フィリッフ。という

人が始めたというので「フィリップ66討議」と呼ぶ人もいます。会議の成果は「それに参加した

l人ひとりの発言量の多し、か少なし、かで決まる」といわれています。発言量の多さからいえばこの

パズ方式が最適といわれています。

この方式のセッションを効果的にするためには、 6人としづ人数制限を忠実に守ること、ヒザ突

き合わせてというフォームをとることが決め手になります。 6人の人数がどうしても守れない時は、

最低5-----7人の枠を守ることが大切です。 5人以下になると相互作用の量が不足するし、 7人以上

になると発言が拡散したり、無口な人が他の人の背後に隠れたり、 3人対4人対2人といったサブ

グループに分かれて話し合う結果を招くことにもなるからです。

幾っか出された討議経過(或いは結果)を時々整理して「今の段階の討議内容」を明確にします。

この場合、ポイントをボードに書いたり、模造紙に書いて張り出したりします。複数のグ、ルーフ。が

ある場合には、一つひとつのグループの発表と他のグループとのかかわり、類似点、相違点をその

都度明確にして、参加者の全員に周知する必要があります。

その上で、次に討議するべき主題、或いはポイントを示して再び、クツレープの討議に委ねます。こ

の発表を聞くことを「吸いあげる」といい、新しい主題を提示することを「投げかける」とし、いま

すが、吸いあげ方の投げかけ方、およびそのタイミングがパズセッションを効果的にするかどうか
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のポイントです。

〈ブレ…ン・ストーミング〉

1 939年にアメリカのアレッタス.F .オメ、ボーン(A.F.Osborn)が初めて犠噂したグ〉レー

プ討議による誤難解決の方法です。できるだけ多様な考え、提案、可能性を引き出し、創造的な解

決;こ向けての可能性をいろいろ出すことを目的にしています。 4"-'5入ぐらいが一番話発に数り態

むことができます。このブレーン・ストーミングを行う際に確認することは、 1)地の入が出した

アイデアを絶対に批判しないこと、 2) 自由奔放な、指飛なアイデアほど敏速されること、 3)費

の良いアイデアを出そうとするよりも、簡潔にたくさんよ告すこと、 4)いつも自分だけでアイ

を出そうとせず、悼の入が出したアイデアをとントに、発壊させたり、それに結ひ会ついたアイ

を考え出したりすることです。

くブレーン・ライティング〉

ブレーン・ストーミングをど芯指した方法のひとつです。各自 う代わりに、「書く j とい方法

です。やり方辻、参加者にA4ないしB5の用紙を配り、 A4なら八つ切り、 B5なら六つ信りく

らいに切ったカードを作らせます。テーマを明確にしたうえで、ひとつのカードにひとつのアイデ

アをできるだけ簡潔に審きます。議き方は統一(縦長に置いて、境懇iきするなおします。この特

徴は、1)発言が苦手な人がなかなかアイデアを出しにくいことを考離し、全員が参加できること、

2)個人作業なので相互作用がないことです。

もうこれ以上アイデアが出ないというとニろまで書いたら、 4"'-'6入ひとグループになって、カ

ドを分類しながら大きな模造紙などに鈷りだして行きます。その捺、 1人ひとりが一枚ずつ順番

に出して、議分の一番しっくりいくところに貼るようにします。全部張り出したら、全員で話し合

いながら分類上の桂寵欝接、を諺正します。分類する過程や、分類が終わっても、付け加えたいアイ

デアがあれば惑いて結ってもかまいません。

くロ…ノレプレイ〉

与えられた役割安摸じてみて、当人の心の動きや勝撲を抜りJL&り、また相手投からのによっ

て、さらに認識を探めることや、そこから課題解決への方策の示唆を受けることが三主たるねらいに

なります。ロ…ノレプレイをするときは、幾っか留意しなければならないことがあります。 o…ノレプ

レイは、みなの前で何かをやらされる不安からの掠抗惑を与える場合があります。また、現場と離

れた研修の場での疑似体験が、果たして現場に遺罵されるのだろうかという疑問などもあり

6"-'7名のグ〉レ…ブ鱗成で、議己認ブ?をし、ロールプレイき義雄舗の雰麗気づくりをすることが大切

で、ローノレプレイでは本皆が出せて、しかも課題解決北真剣に取り絡む姿勢が必要とされます。

グ、ノレープが議成されると、今農は何をロールプレイの素材iこ灘ぶかが問題となります。その土台

となるのは、言ごろ職場にあって最も切実に感じている内容が適切です。予め研修に参加する前に、

各患の課題を持参していただくことも良いでしょう。

痴呆介護におけるチ…ムワ…クとチームアブローチの意義を理解する

組織と個人との間にある小葉閏老チ…ムと称、し、そのチームが統綴ある共興作業を宥うことをチ

ームワークといいます。組識的な;J、築関が、共通の自誌を持ち共進行動をとることを意味します。

痴呆性高齢者のニーズ、問題状況、生器の議議えi:t:.の霊麗的で複雑な特質に応えるためには、チー
ムワークiこよるケアは不可欠です。
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痴呆'1金高齢者の社会生活上の問題を解決、緩和するためにスタッフがチームを縞戒し、

(チームワーク)で「悶標を達成する」ためにチームの知識、経験、設構を震度し、チームの力者

結集して取り組んでいくことをチームアプローチといし

痴呆介護に求められるスタッブ畿と Pーダー犠

さて、それでi立予」ダ…シッブについて考えてみます。リーダーシップとは、特定の自的達成の

ために、集毘に襲警を及ぼすことができるような権践とイニシアデイブの組合せであると言えます。

一般的立法、 r11雲導性j とか「対人態響力Jと解されています。つまり、「闘棟に向かつて人を動か

すカj と言えます。

ただ言われたこと、命じられたことを忠実に実行するだけのスタップにならないようは介護ジー

ダーは艶慮する必要があります。また、スタップみんなが身{本を動かすた、けではなく、智意をと起し、

て仕事をすることができるように介議リーダーはスーパーパイズする必繋があります。

f智癒を使って働く人」を育てるためには、スタップが畠壌を嬰建立定め、話機溶成に得が必要か

を徹成的に埼えることの大拐さを理解させなければならないでしょう。

ジ」ダー岳身が、 r1つの語的j して、そお手段や手法辻非常iこ多いこと

し、スタッフの多様i注を事iき詣し、ケアiこ活かせるスーパーパイザーとしての力量が問われます。

考えられる擦をできるだけ数多く上げ、それを総合的に検討して最善の策を選ぶことができなけれ

ばならないでしょう。

介護リーダーの中にも、何でもマニュアルに頼ろうとする人がいます。マニュアノレどおりの状況

なら、実にそつなくやれるが、マニュアノレにないことや予期しない事態が生じると、途端にパニッ

クに詰ってしまう人が少なくありません。 トラブ〉レが起きた特にどうするかで、本当の真額は関わ

れることを自覚する必襲警があります。自分で考え、車分で事J新し、適切な仔畿ができるかどうかが

問われます。

y~夕、ーシップとは

組織や1草場は、それぞれ何らかの護命を持っています。揺全止の職場でいえば、その使命は、
や缶寝翠を詰提にしながら、芸およ長!金高齢者iこサーピスを効果的に提洪し、組織活動を維持していく

ことであり、その活重さの震裏な単イ立として位置づけられるのがチームであることは前述しました。

議場が、その理念に基づき捜命をより良く達成するためには、部下を通じて閤的を達成していく

投割を担う指導詫議員や運営管理職識が不可欠であり、その原動力とえ立るのがリーダーシップです。

リ…ダーシップの開発のためには、次のような行動が必要になると雪われています。

L 坤 Listen 槙聴能力(相手の立場に立って藤ける)

E 今 Explain 説持能力(相手がわかる言葉で説場できる〉

A 吟 Assist 共感能力{相手の身になって支護できる)
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討議能力(納得し合えるまで十分話し合える)

評価能力(的確に評価できる)E キ Ev a 1 u a t e 

R 今 Respond 遂行能力(期待されたことに応えられる)

リーダーシップを強化するには、次の5つ要素を強化することが大切だと言われています。

(1)状況把握力:組織環境、業界の動き、組織の目標、風土、伝統、集団の気風、上司の考え

( 2) 内的な力:人柄、経験、実績、見識、先見力

( 3 )外的な力:権限(地位)、規律(ルール)

(4 )コミュニケーションスキル:説得力や傾聴の実践、動機づけの技術、プレゼンテーションの

技術

( 5 )情報:新しい情報が入る人脈づくり

リーダーシツプは、生まれつき授かった資質で、はなく、自分の努力によって開発できるものです。

人間的に成長し、経験を積むにつれて身に付けることができるのです。

状況対応のリーダーシップを発揮する

状況対応のリーダーシップとは、組織の置かれている状況や個人の成熟度、集団の成熟度などを

見極めて、リーダーシップを柔軟に使い分けるという考え方です。

状況対応理論のブランチヤードらは、縦軸に援助的行動(部下の意見を良く聞き、参画させ、援

助、助言、動機づけを与えていく行動)の高低を、横軸には、指示的行動(仕事のやり方や手順を

綿密に指図、命令し、細々とした監F腎をしていく行動)の高低をとり、指示型、コーチ型、援助型、

委任型の4種類を基本的リーダーシップ・スタイノレとしました。

さらに、もう一方では、個人や集団の成熟度に基づいて4つのフォロアー・スタイノレに分け、そ

の上で、どのリーダーシップ・スタイルがそれぞれのフォロアー・スタイノレに最も良く適合するか

を組み合わせたのです。その結果、成熟度の低い部分には仕事のやり方を具体的、詳細に指示・命

令していく 「指示型」が、中程度の成熟度の部下には、仕事の方向づけを行なうと共に、動機づけ

を図り、やる気を喚起していく「コーチ型Jが、さらに成熟度が中程度以上になってきた部下には、

助言や激励を中心に動機づけを行なう「援助型Jが、そして成熟度が高い部下には「委任型Jが適

合する左しました。

非関与 自立 完全に自己解決できる 委任型

支持 半自立 おおよそ自己解決できる 援助型

助言 半依存 少しは自己解決できる コーチ型

指示 依存 全く自己解決できない 指示型

自分が変わるためには

さて、「業務改善が必要だJr人間関係を良くしないといけなしリなどと危機感を抱く介護リーダ
ーは少なくないと思います。しかし、危機感を我がこととして捉えているかといえば、疑問が残り

ます。危機感をもっているように見えて、実際には真剣に自分の問題と認識していないのではない

でしょうか。もしそうだとしたら、職場も自分も変えられないでしょう。思っているだけなら誰で

もできます。思ってもやらなければ何にもならないのです。行動に移さなければ、「わかったJと
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はいわないのではないでしょうか。「わかったJというのは、行動することではないでしょうか。

また、慣れたやり方や業務改警に取り組んでいる持、 fもう無理だ。もとのやり方のほうがい

いj とあきらめる入が多いι患います。新しいやり方を定者させるのは大変だが、慣れたやり
震るの;まあっという開です。介護リーダーはその|際スタップに、できない理由を考えるより、

する方法を考えることに労力を注ぐことの大切さを認識させ設けれ誌ならないでしょう。

つまり、新しい方法と今までの方法を比較するのではなく、新しい方法を成功させるにはどう

れiまよいかだけを考えるようiこするのです。新しい方法を試みるのはいつだって大変です。まして、

長年慣れ親しんできた習漬ややり方をがらりと変えれといわれれば、誰だってま器抗があるでしょう。

特にベテランと時ばれるスタップにはその額向が強いと思います。

介護リーダー辻、スタッフが持か新しい提案をしても、「そんなことは前にやったことがあるが、

それで失致したからj といって、せっかくの提案を1資してしまう。このような介護日…ダーの下で

は、撰務改善によってケアの質や効率性をあげようと思っても、スタップは「これまでも績張って

きたのに、もっと働けというのかj といった心理的な抵抗も生じやすいと窓、います。なかなか新し

い方法を受け入れようとしないでしょう。だかち無理に移行した場合、とりあえずは新しい方法を

受け入れても、少しでもまずい自体が鶏きると、あれこれと難癖をつけて、慣れた方法に斑ろうと

します。それほどに人関の心理は難しいのかも知れません。

新しい取り組みや方法の導入にあたり、一般的にき?われるのが、最拐かさ〉金部を努り替えてしま

うのではなく、一蔀についてモデル的な取り懇みをして、新しいやり方について試行錯誤を議ねる

ことが必獲です。メドが立ったところで初めて全体への膿関を試みる方法も考えてみてはしゅ誌がで

しょうか。

このときに3重要なのは、介諜ジーダー自身が、現場で実際立やってみせ、納得させるというやり

方です。まずは分譲リーダーが、壌から設まで一日かけて、実線にやってみせケロッとしている加

とです。教える場合に、…部分やってみせ fこのやり方でやってみろJとか禽臓だけで説明して

f簡単だからやってみろj と奮う人が多いのですが、それではスタッフは納得しないと患います。

つまり、介護リ…ダーが、新しいやり方で一日かけてスタップがしている以上のことをやっ

れば、始めて興味を示すし、納得もするでしょう"rその程度ならできるさJrそんなことわかって
いるj と言わせないことが肝心です。

どんなリーダ〕シップを発揮する?

管理は知識でやれます。しかし、介護ジーダー法議うと患います。人をと引っ張っていく能力・

カが必要です。これからの蒋代辻知識だけの介護リーダーではスタップはついてこないし、新しい

取り総みも意識改革もできないでしょう。まずは介機リーダー自らが率先して fやってみるJrや
ってみせるj ことです。初論、スタップがついてくるには、何よ哲も介護ジーダー語らが率先して

示すことが大切です。 fやって見せて、いって間かせて、やらせて見て、詰めてやもお話人法動か
ずJlという山本五十六の苦言葉があります。介護3ーダーもスタッフも知識の詔介者では訟く、実践
者であることが求められます。百々の詑毒事で護れているスタッフに、東に智恵を出せといってもな

かえ主か思うようにi立行かないで、しよう。だから、みんなから小さなヒントを出してもらい、それを

介護リーダーが集大成して、一番仕事に直結した有効な改欝方法を示し、自ちが実行して見せるこ
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とが大切でしょう。

問題の服困惑と探る

さて、ここに問題の庫、閣を掠るときの知憲の出しゴぎを考えてみましょう o たとえば、開題の漂開

会煉るときには、 fなぜjを繰り返していけば、 トラブソレの裏iこ潜む本当の露関{真因)が見えて

くると震われています。

急に怒りだしてスタッフに暴力を振るう痴呆性高齢者のAさん。

命 なぜAさんは暴力を摺るったのだろうか?

原関 そのスタッフの態度lζ腹が立った。

対応 スタッフの態度を確認し、 f先に触るj ことのないようにする。

② でもなぜそのスタッフはAさんに f気に触るj態変惑ととったのだろうか?

原因 Aさんが掲じことを何麗も繰り返して尋ねるので、適当に開き流した。

対応 アイコンタクトを取りながら、しっかり円畏韓jするようにする。

舎 でもなぜそのスタッフ辻Aさんの結を「領報jできなかったのだろうか?

原因 行事があり、気持ちに余裕がなかった。

対応 行事のときの投割を予め決めるなどして、「余裕j を持つようにする。

@ でもなぜそのスタッフには f余掛jがなかったのだろうか?

原因 スタップの人数が少なかった。

対応、 行事のときは、スタッフの f人数j安多くする。

舎 でもなぜ、行事のときのスタッフの f人数j者考産していなかったのだろうか?

諜題 行事を針惑的に行なっていなかった。

対応 予め行事を計翻するときは、その内容合検討し、起こり得る予期せぬ事態にもスタッフが

混乱することなく利用者に対応できるようはスタッフ間で話し合う体制を整える。

じ暴力でも、原因が還をわると以下のようになり

φ でもなぜそのスタップはAさんの語を f領糠jできなかったのだろうか?
原器 新入金ので、僕聴する余揺がなかった。

対r.客 様轄することの大拐さ会理解し、 f余裕Jを持つようにする。

訟 でも金ぜそのスタップには f余裕Jがなかったのだ、ろうか?

露関 痴呆介護についての知搬や技術が乏しかった。

対応 痴呆介識の「知識や技争!引を身につける。

@ でもえZぜ f知識や技荷jが占をはついていなかったのだろうか?

原国 痴呆介護の経験がなく、藤期されてからも特定!J牟教脊・研穆を受けていない。

対応 痴呆介護に携わるスタッフとしての，t.，*毒えや知識・技擁護ど身につけるだけではなく、痴呆

性高齢者を理解することのできる職場の教育・研{~体制骨盤える。

介護リーダーの皆情やトラブソレを隠す務掛からは決して向上は生まれないことを肝に鑓じてくだ

さい。隠そうとしたり、誤魔化そうとしたりする考えは、いつか必ず大きな問題を裂き怒こすこと

になります。介護リーダーは、苦靖やトラブノレ者常iこみんなの晃えるところに出し、肉

離の起きないように機農的にスタップの意見を求めることが大関です。小手先の処理をするのでは

なく、持関がかかっても、熊題の昔設にある f課題j を探る。この繰り巡しが、スタップを育てる
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ことになるでしょう。

問機を達成した時にも、えtぜ濃成できたかを換誌することが大切です。違法した時iこ、なぜ達成

できたかを突っ込んで調べて活用することがスタッフの繋の向上につながります。ここにも「な

を繰り返すことが大様です。

おわりに

最後に、知識のある介護!J~ダ…、経験愛かな介鵠リーダーは、誰かが「こうやったらどうです

かj と護葉しても、「それは前にやったことがある。それで失敗したからやっても無理だよj の一

言でかたづけてしまいがちです。葎かにスタップの出してくる揖擦を見たち、過去の経験に照らし

て、?これは無理だろうなJと思える場合もあります。だからといって、 rやってもムダだよj とい
きなり否定してしまったら、スタップ誌やる気をなくしてしまいます。どんなにつまらない提携に

思えても、スタップにしてみれ法必死で智恵を殺った結果の援物かも知れないのです。

自分の知識や経験にとらわれて、盤かな可能a性も谷定するようなら、スタッフのせっかくの審悪

の穿を潰してしまうことになります。つまるところスタッフは介護ヲ…ダーの旗色を見ながら、摂

難な讃案ばかりするようになります。

介護リ…ダーは、スタップのどんな提案に対しても、もし必死で考えたものなら、「まずはやっ

てみようj としづ姿勢で臨んでいただきたいc 実際にやったうえで失敗したのなら、スタップは耕

害するでしょう。失敗自体、いい経験となって欝覆されていきます。そこからやる気も生まれるし、

更なるアイデアも生まれてくるのではないでしょうか。

して、介護リーダーにとって大傍なのは、患ら穣場に出かけ、自ら現場をみる姿勢です。現場

から離れてしまっては、現場から遊離した語論しか生まれないということを忘れないで、いただき

む、e

介護リーダ}よ、あなたは畿いているのか、それともただ動いているのか。いくら一生懸命枕事

をしたつもりでも、結果として高齢者の穏やかで安心できる生法令醸し出せなければ、高齢者の自

められるケアを提供できなければ、時開の浪費に遥ぎないといえます。それでは仕事をし

たとはいえないのです。動いているだけです。偉いたことiこはならないのです。スタッフにこのこ

とを理解してもらえる器量告とあなたは持っているでしょうか。
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ひとりの尊厳を支え.Q描，続的ケアをめとYL-て

痴呆性高齢者ケアマネジメント
ぐセンタ一方却3!t1i>
を還して考え-l;

従
長刑

ψ
h
u
w
 

究研
タ
タ
タ

諮
山
ン
ン
ン

介
セ
セ
セ

呆
京
ム
ロ
府

痴
東
他
大

者ム官以降官一向

は じめ/ご

/ 添書長ケア必要草創¥6
zなぜ、今、高是呑tJf
ケアマ求ジメンンみを

総カをあげて
取り組んでいぐ

必要投が品~tJ\を
縮認心。tラ

汐70年代

ケアなをきケア

S撃の3ロック

-収容、薬やことばで1Inえむ)
i録。章容1t

機々なそナ…ピス、ケア方法、療法

?畿の、なんのためのケアサービスか

?本人と家綾が主主き集きとき告せそうか

1990年代 O科F若者ゑ位の新しい綴采ケアの挑戦

痴采の人の浅利重視、全人的なケア

2∞0年代 く介護保倹の導入> 指夢苦手研移スター兵
若干μ嚇案ケアiJ特殊zうも必星雲での一波長雪ケアヘ
2015年 いつでるどごでる薪U，.I震果ケアが護家~/.ご

本βの研修(1)おそう~ 1 

。良質な痴采ケアをさFームで築設、後進していくための
撃さとなるケアマネジメントの今後のあり方を検討する。

・3センター共還で開発しつつあるセンタ一方式の
ねらいと機妥当主しる。
・各自がこれまで関与してきたケアマネジメントを

擬り巡り、今後のあり方を検討する。

ぎ新しい舗果ケアS
グループホーム、ユヱニットケア、施設・英語銚滋2事、小主流線多機能地i或拠点作
i議所ゴ't!襲、 ?.n罪悪介i演のケアのゆ}務、街角ケア主事守、綴キな綴城<::の応用袋路

町長しい爵泉ケアs
ま襲念の灘体{ちを関係者が…丸となって推進する実践

一一等綴、利用者本{立、惑立支按{カの発揮〉

出来裂の筋線ケア

話総長長になったらおしまい

魂念なさ問題対処のケア
介授は大変、怒避したい

毒事Zぎを排鈴、効総優先

2004年弱症のモちっとる大きIJ.'諜遺言

事業者のケアサーヒ、ストヘ/利用者の状態

の質の格差 iつFの格差

30年前と同じ低劣、同じ苦労に
賂っている事業者・職員

していっている
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Oいいケア券したI，¥! <理念と現実のギャップ>
→だけど、どうしていいかわからない
→だけど、組織が旧いまま

→だけど、ケア関係者の方針、方法ぱらぱら
→だけど、家族の理解協力得られない

0今までのアセスメントとケアプランは・.. 
<従来の弁決の干干斉言書去り>

→痴呆の人にあったものがない
→新しい痴呆ケアを導けるツールがない
→ケアプランが現場に活かされない
→事業所ごとにパラパラ

0頑張りたいけど <個別の努力の限界>
→時間も、人手も足りない
・ひとりでは、どうしようもない

mF守の新たな夏すま

0ケアマネジメン卜の刷新

0予防、自立支援、リハビリテーションの
進化

。地域での取り組み、地域抱括支援の

広がり

セシタ一方式とは?

良質な痴呆ケアを関係者が協同して実践していくことを
推進するための共有のケアマネジメント(アセスメント、
ケアプラン、モニタリング)の方法

(本間昭研究代表 3センター共同で開発)

ぐ多数〉
¥ 

センタ一方式03庇
痴呆控EZ勝者J穿クアマネジメン介シ-!- {，選択方式

ぐ湾事務i>

センタ一方式03庇

オ-f?シタ一方式1:t、生~:n~ て。 zfつの(:tご:nl.う1δ

センタ一方式!;t， クア現場の声Zう'6生まれた
Oいいケアをしたし、! く理念と現実のギャップ>
→だけど、どうしていいかわからない ill議b
→だけど、組織が日比まま 1-(百一一
→だけど、ケア関係者の方針、方法ぱらぱ配い果み
→だけど、家族の理解協力得られない 11中台ケ

ノト人なア
l 本でア
位共マ
に通ネ
しジ

0今までのアセスメン卜とケアプランは
<従来の方法の行き詰まり>

の人にあったものがない
→新しい痴呆ケアを導けるツールがない
→ケアプランが現場!こ活かされない
→事業所ごとにパラパラ

センタ一方式とは

センタ一方式の今とご;f?，J.う'6(予定j

2004.3 研究開発一段階終了

てメ
使ン
え卜
るの
方
法
を

2004年度~ 0圏内約15箇所の自治体でモデル実施
検証、改良

O指導者研修、実績者研修で
共通の考え方を中心!こ基礎固め

Oセンタ一方式の研修や助言を行える
講師等の育成

2005年度~ センタ一方式の最新パージョンで
本格的な普及活用へ
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で二ノタ一万五亡の待飯
。理念!こ基づく Z共通の視点』を、最も重視

会ケアマネジメントの全過程を貫く鍵

0姉呆の人がいつでも、どこでも、
一つの方式(考え方、用語、方法、書式)で

対応 → 継続、

0ケア関{系者が専門性をもちよちつつ、
利用者本{立のケアのため!こ協散していくツール

。本人、家誤らのカを活かし、共iこっくりあげていく

。選択利用も可能。これまでの方法/ツ…んに補強を

絡しい痴泉ケアに向けた「共通の視点」

参照)資料 : 03版センタ一方式03版

品
績
の
視
点

利用者との出会い

↓ 

関係作り
↓ 

情報収集
↓ 

アセスメント

↓ 
ケアプラン作成:説明と向窓

↓ 

作成の視点と実際 ~課題の解決誌をねらって~

(1)ツールの全体、活用を震く「痴系ケアの現念jの務総化

摘果であっても 尊l騒を守つ
利用者本母、富

力の発窪

。その人らしい暮らし/あり方の継続

地主義の中で

しながらアセスメント・ケアプラン!こ

散り結んでいiナる註組みの工夫
餅}課題点検項目として、理念各項目安

手IJ，E若者本位になるよう記述は

f本人が主語!こJ他

高齢者ケアのビジ当ンとセンタ一方式のま共通の視点』

M4葬祭がめとYずどジヨシと按清をひとつ/ご

共通の授点

その人らしいあり方

安心 安心、安らかさ、'I:友

安会ー健康

}，心身のカの発揮

予妨

怠立支援
I}/¥どりうF…シ3ン

公主主らしの継続，t受 継続的・総合的支援体制

家族やi¥l!おまと共にi怨むケア
地域包徳ケアシステム

三全対捧道

B.題llU生活

蒋?生アセス

メント

( 2 )アセスメントの全体構瀧の明縫イじ

課題や計画を共有しながら協働作幾な誘導するために

。アセスメントの全体構溜

。既存のツールとの併用・移行をすすめる工夫

一一 122一一



(3)本人の暮らしの継続性の議棋聖ケアの継続法盟議議

o r人謀本t情報シートJ rB.f語別生活特，t.宝アセスメン
トシ…トJIこおいて本人の状態や受けたケアサ…ピス
の経持議報を集覆していく

。本人の生活の流れを視野にいれて点検しケアを展開

していくための、できること…できないことシート」や

24時間パターン票(いずれも rD.焦点アセス
メント」の一種)、一日の生活の波れはそって課題を

集約するためのι24時罰生活アセスメントシートjの

試作む

( 4 )プラス面や鏑性、本人や家族の希離の重視

rB.個別生活特性アセスメントシートJ、
「できることできないことシート」

「介護計画'モニタリング票Jiこ
利用者の希望、家接的希望覆の設定。

イ1¥シ

センタ綱方式でねらっていること

かまJ芳を遠心て蔚采ケアそを党4夕、チームを戸ぎてていぐ

ru本人の暮らしの織鈴注の重捜・ケアの継続t詮の推進
o rA.基本情報シ…トJ rB.個別生活特性アセスメン
トシートJIこおいて本人の状態や受けたケアサービス

の経時情報を集積していく試み。

0本人の生活の流れ君主投野!こいれて点検しケアを震構
していくための、でさまることできないことシートj や

排池等243寺韻パタ…ン禁{いずれも rD.焦点アセス
メントj の一翠〉、…Bの生活の流れにそっ

ための己24時間生活アセスメントシ…トJの

(5 )欄健かつ従来の方式との共用可龍性お確保

これまで採用していたツーんを沼会、しつつ、
これからの減裟ケアとして必要なアセスメント婆素
{シーりを全体議迭に熊らして祷禿して活用でさるしくみの工夫。
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項目コ…ドの設定
仰がケア会議、ケースの申し送りやバトンタッチの
際に、共用



よだまで;C1)
ラァアマ'~ÿ〆Y!、の

131 t:J /JI;:J[ fJ 

!fjB点善意'与を歪アイデヤ/アシ一声

王手 J号 悶
i>Ji隠(!.Il:/$)
氏名

<アセスメントの視点:内容繍>ふり返りのポイント1

1 )チーム{ケア閣僚者)の中で、ともにめざす現金や
接点i主、しっかりと続確になっていますか。
おその人らしい議やその人が譲っていることを臨機
していますか?

-f(J)λ品Lれ:f/:外段、ふるまい、返ごし方、主主をきる盗事号、苦言霊堂、告主宰警など

3)本人の設らかさや挟の隷子を担揺していますか
安心、快・不安、不1夫、国りごと・苦しみ

4);本人の鈍栂している力、秘めている力安把擢して
い設すか
5)本人にとっての安全、健やかさを抱擁していますか。
部本人と家族にとっての暮らしの継縦性を保つよで
s急要な資j原iま伺かを、抱懐しているか

j ぞのλ6l.-tl量産J外主主‘ふる惑い‘遜ごし芳、生きる姿勢、習機‘役言語など
O出来ている→どのように、 いい点、ヱ夫等

0出来ていない叫今後の課題点、アイディア等

ふり選りのポイント
くアセスメントの観主;内容嬬>1

くアセスメントの視点:肉容綿〉ふり返りのポイント1

戸弘母子関繭)の帆ともに府南や
視点は、しっかりと明確になっていますか。

。出来ている叫どのように、いい点、工夫等

0出来ていない吋今後の課題点、アイディア等

くアセスメントの視点:寓容繍〉ふり湿りのポイント1

It本人の安らか開の綿子を把握山ますか
安心、快"不安、不快、閤りごと笛苦しみ

O出来ている→どのように、いい点、工夫等

。出来ていない吋今後の潔怒点、アイディア等
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<アセスメントの視点:肉韓縮>ふり巡りのポイント1
，4)本人の発揮している力、秘めているカを把握してi
i いますか 1 

0出来ている吋どのように、いい点、工夫等

。出来ていない吋今後0)1撃懇点、アイディア等

くアセスメントの視点:内容舗>ふり還まりのポイント1
6)本人と家族にとっての暮らしの継続性を悌つよで 1

5ち喪な資源iま餌かを、抱擁しているか

O出来ている→どのように、いい点、工夫等

。出来ていない→今後の祭緩点、アイディア議事

くアセスメントの視点:盤方維>ふり返りのポイント2

1)利用者本伎で、課題をみいだしているか。
課題[念、本人が3::諾

な)本人や家族の自己資源をいかす観点があるか
題題志向を脱して

お総合的機相互関連的iこみれているか

4)本人が暮ちす涜れの中で、艶掘できているか
鍵続性の尊鷺

5)予誌や予翠gの翠点でみているが

0出来ている→どのように、いい点‘コニ炎毒事

。出来ていない吋今後の謀議題点、アイディア毒事

ふり返りのポイント2

<アセスメントの捜点:雛方縄〉

くアセスメントの視点:聾方議〉ふり翠りのポイント2

1 )利期者本伎で、課題をみいだしているか。 I

諜題i念、本人が主語 ; 

O出来ている→どのように、いい点、工夫等

。出来ていない→今後の課題点、アイディア等
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12)本人や家挟の自
: 開題志向を脱して

0出来ている→どのように、いい，議、:ζ失望事

。出来ていないー今後の課題点、アイディア毒事

<アセスメントの視点:鰻方錨>ふり返りのポイント2

I 4)本人が暮らす流れムーでJ虫色一一J
継続1誌の尊重

。出来ている→どのように、いい点‘二ζ炎毒事

。出来ていない→今後の懇話器点ーアイディア毒事

指導者として
Cこれからケアマネージメントを
どのように活かし、
どのように推進していくか、

各自の立場で、

今後の蕗分の設畿を考えよう。

<アセスメントの捜点:穣方鑑>ふり送りのポイント2

13)総合的書箱互関連約にみれているか

。出来ている→どのように、いい点、工夫符

。出来ていない→今後の源問点、アイディア簿

<アセスメントの接点;盤方嬬>ふり翠りおポイント2

r5)予訪や予識の観点でみているか……一一

0出来ている吋どのように、いい点、工夫簿

。出来ていなし、→今後の課題点、アイディア等

凶 El分jまケアマネジメントをどう活かし、どう推進する?
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東ブ~シ-f.;fiiJでそ主活三舎に

i/i:i1iJttLd.骨
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議果分鰭指導者フォローアップ研Mt 2004年 3月 3・4図

痴呆介護における課題解決の実際

大~富市社会話社窃諺・ f毒報センタ

痴呆性等高齢者サボ… i、

スーパーパイザー沖田裕子

自の研{彦の罰的

金擁果ブト護におけ とその解決方法を共に考える。

@癌呆介護の現場にお饗なスーパービジョンとは師かをと考える。

③痴呆介護実務者研務者より有効な窃疹とするための方策を考える。

1.痴呆介離における課題重とは

く痴呆介鰻における課題解決の方i如意>

-個々の痴呆の人が、必要としている支援方法を見出し提

る。

(事業所)のシステム

ニエール、管理者イ車スタッフ

民主、喪主体載になる。

-地域全体の取り組み、

2.癌果介護におけるスーパ…ビジョンとは

けスーパーピジョ

の確保、 1日のスケジ

えなど)が、痴呆介護

多事呆介護を誰進してし、く O

ワーカーの養成とクライエントへの処遇の向上を目的として スーパーパイザーがワ

とのスーパーピジョン鑓謀の中で管理的・教育詑・支持約機能を遂行してし、く過程

スーパーパイザーは、具体的知識・設衝の長達者選してワーカーのニーズを讃たすと

対人援助を行うは際しての自己理解、自己識繋が可能と 3なるようにその遍謹において受容的

に接助を行う

職業上の自怒現を図るためにワーカーを支え、そのことを前提として、成長のために評揺

し教育することで技術向上を図り、利用者へのサービスの質を向上させるものである。また、

それらのことが丹滑に行われ、ワーカーの技能が十分活かされるように組織合コーヂィネー

トするとともに、経議題擦が達成されるようにワーカーを管理するものである(植旧)。

2) コンサルデ…ション

帯内的ですぐれたアドバイスを特うこと。内外の資諜を患いて、鰭鰭を解さたしたり変北を

こすことができるように、当事者やグノレーブ。を手助けしていくブロセス{パトリシア〉。
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3)スーパーピジョンの機能

(1) 支持機能

スーパーパイザー誌、ワーカーが議記理解や自己表現することによって生じる議藤やジ

レンマを支え

( 2) 教育機簡

スーパ…パイザーは、ワーカ…の学習動機を高め、知織や技宇野、考え方を法える。

( 3 ) 評イ話機能

スーパーバイザーは、ワ…カ}の成長を効果的に援助する。

(4) 管理機能

スーノミーパイザーは、ワーカーが蒋門職として組織のー践として適切な仔動がとれるよ

うに指導するとともに、畿きやすい職場環境、人間欝揺を調整する。

4)スーパーとかジョンの必要性

( 1 ) ワ…カーが、常報を統合し、利用者の状態が理解できるようになるために

(♀} ワーカ…が、自分の見方の{議向を調薬することができ、利用者にとって適切な判欝ができ

るようになるために

ほ) ワーカーが、科男者との信頼襲係を鑑けるようになるためむ

(4) ワーカーが、痴呆介護に必饗な技術を身につけ実賎できるようになるために

(5) ワーカーが、それぞれ震かれている立場で、期待される仕事を意養成し継続していくための

関難を乗り越えられるために{新入、中堅、ベテラン・パ…ンアウトの訪止)

(6 ) 組織が、話強化するため

5)スーパーどジョンの方法

(1) 舘人スーパーピジョン

(2) グソレ…プスーパーぜジョン

(3 ) ライブスーパーゼジ溺ン

(4) ザアスーパーどジョン

(5) セルフスーパ…ピジョン

6)ワ…カーの自立に窓じたスーパーどジョンリーダーシッブの移乗の過程)

非関与坊 ! 白
E3 )L 

支持(コーチング〕吟

劫含=今

指三沢司
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7)場面でス…パーパイズを考えてみよう

{け ピデヌ?の場面lでは、ワーカーにはどのようなスーパ…パイズが必欝と君、われますか。ワーカ…はどのような状態でしたか

窃 利用者はどのような状館でしたか

金 ワーカーにはイ可が必要でしたか

( 2 ) ビデオの場部2では、どのようなス…パービジョンが行われていましたか

① ワ…カーの自立は、どのくらいだと思われていた丹でしょうか

@ どのような，ス…パ…パイズ機能が発揮されていましたか

( 3 ) ピデ、オの場面3では、ワーカ…にはどのようなスーパ…パイズが必饗と患われますか

φ 高村おん(ワーカー)I土、どのような気持ちでしょうか

② 相p本さん{利用者}辻、どのような気持ちでしょうか

ミ号 室原さん{スーパーパイザー}は、どのように高村さんに関わればよいと思いますか

(4 ) ピデ、オ{の場面4では、どのようなス…パーパイズが行われていましたか

① 高村さんは、仰に気付いたのでしょう

@ 宮原さんのどのような撰わりがよかったのでしょうか
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3.グノレ…ブス…パービジョン(ピュアスーパービジョン)を捧験してみよう

1 )今田のグループスーパ}ビジョンの位置付け

・日頃の関わりのない、利害関係のないメンバーの中で、野われる

-メンパ…の背最安知らない、事供のことも知らない中で行われる

・利用者の言動を理解することに薫点を置き、支持的;こ襲わる

2)それぞれの役割

①スーパーパイザー{薬害u接討の推進、気付きを促す役)

・パイジーの気持きを穫すために支持的に欝わる。パイジーが気付けるようにメンバ…に生々な考

えを述べてもちえるよう

-パイジー{事部護供者〉の考え方を51出す0

.メンバーの考えを引出す。

・奪三悪者の言動を理解することからテ…マが離れないようにする。

6兵持前な介護方法を出すことを想、がない。

・パイジ」一、メンバーの考えを折りにふれてまとめ、議認する。

ジー(事例検討によって伺か奇策付こうとする役)

惑と皆に理解してもらえるようlこ話す。

何故この事例について検討したいか述べる。

ている状認について、メ らの勢蓄を求める。

・自分の価値観と違っていても麓く。気{すきがあっ してみる。

の指分の心の動きにも嬰会を持つ。場合によって してみる。

@メンバー(越の人が事例議討している姿から島 り帰る役割〉

-事例とパイジーが器難になっている状況を理解しようと努める。

・パイジーが気付ぜるように支持的に関わる。批判的でない質問、臨分はこう思うとしづ提案。

・畠分の英裁と鰻らし合わせて考えてみる。自分の反省も時には述べる。

3)グループ。スーパ…ザジ滋ンの進め方

舎パイジーから事例紹介 (30分)

。参事例にについての質問 (20分)事例の全体犠を明らかにしていきイメ

金事例検討 (40分)事例提供理的の縄認、意晃突換、必要時iこ意見のまと

4)グソレープスーパーピジョンの譲り悲り{援り返りシート費罵)

・司会、書記、発表者

日現状打披の方策{現状記被シー

葱f?u検針の中で、支援震建だった状説について対策を立ててみましょう

建設(事業所)のシステム ないと英行できない事項iこっし

しょう

るようiこする。

まとめ



4. a県題解決の実践アイデア

1 )グループホームの評f艇を誌っ していく )j法

~ )地域に研究会を搾って改善していく

3 )他にもアイデアを11¥してみましょう。擁呆分護実務者研皆との連棋をどのように考えていきますか。

5.スーパーピジョン体縦を活かすには

じヲーカーの立場や資{去の範囲を明確にする。

2)業務や援助の計耐性役機認、する。

3)利用者への援助百十闘を合b、業務の目的、第構、内窓や効果をどのように考えているか斡擁iこする0

4) ワーカーが専門家として業務を遂行する時に不足しているものを確認するc

5 )ワーカーの心理的ストレス、人間器保での謡みを持っていなし、か確認し、ヲーカーが自分の状態に

気付‘くことを助ける。

引照・参考文献:

斎藤j綾子:ケアマネジャーのためのス…パ…ビジョン、 CARELOOK介鍛支器専門員、 Summerな説、

25、2002

P部主iciaR. U nderwood コンサノレテ…シ羽ンの概念から、インターナシ沼ナル ナーシングレピュ…、

10、4、1995

諏訪茂樹:精髄にし、かすリーダーシップ、

岩間伸之:大域逮雄的編:ソーシヤノレワーク

倉石哲也:現怯ij議員スーパーピジョ

部、社会問題研究、 45(2)、1996

掠田寿之:奈良県社会議祉協議会編フーカ

ワーカートレーニング、中央諸規、 2000

訴{事の中で利用した

ユニットケアマニュアノレ スーパーパイズ鎮、

2002 

社会福祉実践の基礎、ミネノレヴァ藩薦、 1994

現状及び課題についての考袋、大阪府立大学社会福祉学

るスーパービジョン よりよい援助欝傑をめざす

間本民夫監修実践スーパ…ピジ笥ン全3巻、中央法壊、 2003
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現状打破シ…ト
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現状打破シート

i 
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援り返りシ…ト

スーパーパイザー投

:パイジーやメンパーの考えを、引出すことで、無を付けた点

パイジ一役

どのような気付きがあちましたか
.料用者への対応の簡で

-自分のこと

パイジーやパイザーの震動でよ、に残ったこと

メンバー投

パイジーへ支持的に関わるよで気を付けた点

自分の実践と熊らし合わせて考えたこと



セノレフスーパーピジョン ワークシート

{本験した劉難な出来事{事例検討したいと患った若手)

その特に飽いた自分の感情(事O1Hこ対して描いている

その時の行動と結果{事例への対惑と結果〉

よりよい結果を樽るための行動を考えて、具体的に対応策を考える

」一一一一
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ステップ.1利用者の課題現状打破シート
ビデオ場面3で、実i穣ぬ場諒でiま孝1]用者の状態しか見え
ない。本当の原罰法、表に見えているのは氷山の一角。

柳本さんは、このごろふさぎこんで担当介護士に
対して拒絶的な態度をとる O 担当介護士は、息子
が面会にこないせいだと思い「連絡をとりましょ
うか」と支援しようとしたが、 「恵子も忙しいか
らJと翫られた。原思が分かりませんどうしたら
よいでしょう O
↓ 

息子の面会が還のい
て寂しい思いをしてい
るのではないか

一生懸命育てた自慢
の息子、もっと会いに
来て欲しいのに、でも
怠子は活躍しているし
忙しいから迷惑をかけ
たくない。

本人は、気を遣うので、恵
子さらにそれとなく連絡を
とって、いつ頃来れそうか
打診してみる。それによっ
て、「必ず見えますよJr近
かじかみえますよjと誌様
子を見る

-137-

担当介護士の関わり
に何か問題はなかっ
たか

担当介護士に傷つけ
られて、関わって欲しく
ないと思っている。反
面一生懸命やる良い
人、この人も失いたく
ないO

1 .担当介護士に心当
たりは無いか聞いてみ
る。 2.利用者に聞い
てみる。
3.他の職員に簡いて
みる。



ステッブ2.職員の問題現状打破シ…ト

どうも担当介護士に原因があるようだが、柳
本さんは、はっきり雷わない。介護士をかば
うような感じもする O 担当介護士も心当たり
はないと気づいていない。

担当介護士が一生懸 II担当介護士は、一生
命なので、かばって、 I I懸命で、自分が傷つけ
本音を言わないのでは IIたことに気づいていな
ないか 汁いのではないか。

担当介護士への思い
やりがある。

↓ 

↓ 

それ以上、 2入の関係 II I I担当介護士をもう一度
がこじれないよう、支持il -I Iただしてみよう的対応する。 I f ノ
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ステッブ3.職員の指導育成の問題現状打破シート

担当介護士を問いただしたら、 「私のせいた、
と決めつけてJとかたくなな姿勢をとり、
f向いていないから、やめますJと言い出し
ました。

一方的問いただしで、
あなたが悪いと追い込
み、反発した。

i 

本人自身が答え出せ
る。本人が気づける方
法をとりましようOス
パ-

139 

主任さんの聞き出し方
が悪かった。一方的な
指導は、逆効果だった
のでiま。

i i 

主任さんは、相手に合
わせた指導方法を身
につけることが必要。
例えばスパーピジョン
を学習しましょう。



研究授業:焼呆介護における殆果的な援業開発

揮先のねちい!

2004年3月4""""58
東京セジター/1多チーム

挺務害額諺で展開されている授業(講穀・演溜〉の模擬的提瀦〈模擬j受業〉及びお

議を過して、癒呆介護における効果的な捜識のあり方を者懇ずることができる。

それぞれの痴呆介護指導者が企画・接関している授業〈講義ー濃密〉をよそ〉突き崇的芯

ものにするために、令後どのように改善・工夫することができきるのかを検討すること
ができる。

i研{I多の選絵子三i
1. 受講生60名を3会場に分ける。受講生にはどの模擬授業への鯵加を希望するか
を、フォ口ーアップ研修の初日 (3月 1日〉に尋ね、弓能な鞭珍希望!こ忠じて

会協夜分けています。

2. 習会j接待は、東京センター修了の顎究委員と東京セジタースタッフの研究委員

が担当します。詳認は以下命とおりです。

第 1愈揚 (3蕗ワークショッブ室〉藤井信子 瓶詰さゆり
第2会揚 (3階第3会議窓〉浜砂貴美子中村者一
第3会揚 (2階第会議謹〉販問卓也湯浅奨千代

3. 各会揚には、講評者(模擁捜灘の鶴察者〉を、 l名手つ配置しています。
担当をお願いする方は、次のとおりです。

第1会揚 (3階ワークショッ

小野寺敦志〈東京センター): 3月4日
樽本謡〈大信センター): 3用5日

第2会場 (3階第3会議室〉阿部舟久〈仙台センタ…〉
第3会場 (2階第会議室〉司知昭江(大府センター〉
講評者は、模蹴服灘全体を客観的に観察し、 Fより諮柴臨な講義-i実習を詔揺す
疋めの討議Jに態観的な立握から、襲演者のあち方、議畿内容、参加者の叡り
組み7J:どをふまえて、総合的iこ授業の講評をしてい疋だ窓ます。

4. 各研究授業終了時、ワークシートを開校し実演者に渡し訳す。

5. 英漢書iま3月58の午後のまとめで、その実演の流れや溜め方、また研究段蝶
で伺を学び今後どのようにいかしていくかについて報告していただきます。

6. 乙の模擬j受業!立、全てビデオで撮影させていただきます。

研修当日の進め方(合計2

13:30 単況の自的や造語万の説窃(10分謹度) .a月5日は省く
13:40 (9己的 実湊蓄が、議鶴・演習の企酷欝をもとに概要の説明(10分程度〉
13:50 (9:20) 講義漢書の諜灘(120分程度〉
15:50 (11:20) 体憩
16:00 (11:30) より効果的な綿織・演翠を目指すための超人ワーク(10分寝室〉
16:10 (11:40) より効果的な講鵠・演醤を自揺すための討議 (40分経度〉
16:50 (12:20) まとめな0会韓捜〉
17:00 (12:30) 終了〈終了誌にワークシートを酉収し、翼演者iこ渡します〉

※(  )内の時間は、 3月5自の分です。
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2004宏容 3用 4""""'58

東京センタ…楼了宝チーム

|初鵠や提票の視点i
その捜業を、より拐果的なちのiこする疋めに
CDその援護!こ務部してみて、授講生の立揚で率直に感じること
窃その授業のねらいiま痴呆介識の質問上を目指す上で適切か
φその授業はねらいに到達でささる内容か
④その掻業の組み立てや時間能分は連当か

e 使用した教材、機材、資料fd:援護のね5いに到達するために適当な董や内容か
eその授業の導入やまとめは、捜諜をスムーズに進めるために適当か
会その接業の導入やまとめは、現揚突践に実限!こ役立つ凶器とするために道治か

@その授業は授業の中で研修生が気づき、学んだものを、研壊さ主各自で深めていくの

に遡当か

⑤引用・参誓文章Xfま還さ話か

③講誌の態度〈語りかけ方、姿勢などをきめて〉は溜当か

@関漉したi主容で、痴呆介護指導者が企画している授業についての慣報提供
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研究授業のご案内 No.1

3月4日
放った昌葉はもう民らない・集銅器葉を紐解き本当を探す 梅本

-工夫吋d参〉加考型のブレゼンテーション
くJo暮した講義*講習の韓議〉

-効果点 える事のf大切さj

@アクションをおこすことのf勇気J
や継続することのf忍罷j

さじレスパイトのf授点j

舎伸鰐づくりというfネットワークj

-諜鰭吋時間安饗する

-換器点明暗みなさんはぜひ犠訴してもらいたいです

晴鰭
9東裕紀 17 自イ悶敏史 会場
10 こt森美由紀 18 石川進 第1会場
11 法横主尾 訓子 19 吉間多栄子 3F 

4器障 英輝 12 英子 20 沼口京子 ワークショップ室

5113l1!i 雅夫 13 種五智盟 21 石村鈴子
6西山恵子 14 山本雅一
7寺岡伸子 15 小林義砂子
8佐々木業 16 今野 泉 3議器 小野聖敦窓

心的通いあうコミュニケーション(2)出肉
くj苓暮した講義盛議習の特徴〉

騰対象者の経験生手数にバラつきがありペ初めて分穫を経験する方から間十年も経験している方まで)繍畿の焦
点をどこに合わせるべきか。全体の環解を求めようとすると講義内容がiまけてしまう

一 一 I 7i伊藤捗 1 131寺j霧器知子
8i薄氷鯵 1141長:森秀尊
gi山域淳一 I 151狩野自子
101露槙義久 I 161山田典孝
j11壕田明人 1 171議谷川京子
121鈴木正明

..c:...閉l
z;;: ・宮司

第2金場
3F 
第3会議輩

講評 阿部芳久

利用者満足度の高い掠呆介護記議左開示のすすめ方 津田

場

室

A
A
Z
T
諮
問

会一

3
2
A
E
A

第

大

可知昭江
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研究授業のご案内 No.2

3月5日
家族アプローチ 日野和子
く応募した講義・漢習の特徴〉

Eヱ失点、吋介護家族の心理的理解から、具体的な家旗アプローチについて膿関するようにしている点

ト課1題i中一選歩異体純的一アプローチについてロールプレイを行うが、その内容と詰畏について検討していただきたい
7薄氷修一 131竹内諜子 会場

2佐々木実 8佐々木議 14 山田豊i由里 第1金場
3工藤のり子 9原様義久 15 松永義援子 3F 
41諮問{衣子 10 鈴木正明 ワークショッブ護
5加灘文子 11 寺j畢奨知子
5伊藤妙 12 近藤若人 講望 柿本語

専門職つてなに? リスクマネジメント 大矢

故くiが苓募起きしたた:講義ー演ら考習えのて特み徴よう〉
w介護の専丹{生と!ま持かについて、事 場合か

1山口雅義 7東裕紺 13 出関典孝 会場
2石JlI議 8平閉ま幸子 14 遣要紀恵子 第2金場
3相沢長 9土森美由紀 15 梅本総 3F 
41 J 11口 10 UJ域淳一 16 自{田敏史 第3会議議
5笛関 11 古田多栄子 17 鈴木せん
5岩間英鐸 12 小称蕪砂子 講評 阿部芳久

痴呆性高齢者の日常生活の理解とケア日野雅夫
く応募した講礎・演習の特徴〉

z講義と演習をできるだけリンクさせました
-アセス吋ケアプランにおけるプロセスを体験してもらいまたい
※最穫量きなケアプラン母、かなり多様になります
それで良いと考えていますが、ご震発を頂ぎたいと怒います

1邸中苅 9池永富君子 17 狩野由子 合場

2 銭々木才子 10 塚田明人 18 種五管課 第3会場
3窪内敬子 11 今野 泉 19 接競英子
4石村諒子 12 長森秀尊 20 長井泰子 之ド

5小林原子 13 議日京子 21 山本雅一 大会議議

61iZ!i山慈子 14 定松美聾
7寺摺伸子 15 長谷JlI京子
8石服部館 16 u.Jr為態摸 講許 苦言知昭江
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痴呆介護指導者研修の評価に関する研究





癒呆介護指導者養成研修の評価に関する研究

-研修大府センター 可知昭江

社自法人 コンサルタント 福山 言嚢

先人事院総務局参事官 正木勝秋

名寄摩大学医学部保種学科教授 前 111

ンタ一室長 奥 さだ子

社盟法人愛知県著護協会属会長 永坂 トシエ

高齢者指呆介護研究・研{I多大清七ンター 柿本

高齢者嘉呆介護研究・研f多大宥センター 本

A 研究闘的

痴栄介護指導者養成研修(以下「指導者研修J) し、

漬習、実習を担当、指導できる龍力を身につけるととも

における介護の質の改善について指導することができる者を義成するための謂謬であ

る合平或13年度より研修を開始し2年が経過している。都備と Lて行われているの辻、

1)研諺受講者の意識の変容、 2) カリキュラム、 3)各科目について等のアンケート調

査であるc しかし指導者研務にはいろいろな職職、背景の研修生が参加しその指導者と

しての資案にぜらつきがみちれる現状があるG指導者研修受講者個々の評価はなく今回、

指導者窃謬受講者構々ι蕪点をあて許舗についてその方向性を見出すことを目的とす

るや

日研究方法

1)第 l

2 )鰐2

3 )第3回

4) 第4間

に関する窃究会

マ f痴呆介護者指導者養成母穆の鶏果器定の必要性J

マ i着弾・医譲・の研惨効果誕定報告J

ーマ「企業・教青の研修効果認定報告j

ーマ「痴呆介護指導者研修の効果溺定の方法j
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C 研究余検肘内容

1 )拍i沿介II長指導者養成研修の効果測定の必野性

(1 ) 大成センターにおける指導者wrflゅの 'I、|刊Illiの状況はアンケー卜 "J，';]fr:による(1 )ií)HI'~ Ijij 

設に主主擁する研鯵受講者の意識(痴呆性高齢者・介護のイメージ、 i11日札 J行時(í-í~~) 

の変存をみるもの ②硯持内容、 カリキュラムについてのdffllli (訂作朴 Iiの

，WI!IIIがある。
研修受講者に住点をあて詳龍を考えるとき、 J・f1 _ì主;邑1"，\においては l;l'y(I;J"f Íl lli の必'~

カfある】

救Tf，l'l市lIiと結びついたfWflllil=1掠を明誌に設定し、先u栄的会

ためには、段1;げを設けて(①事前的評価・フプリテスト・

1111i ③総抗的，if1rlli④フォ口一アップテスト)継続的に行う

を実施する

影或的評

ある。

(~l 副HI事コ…スの中にねらいが混在している部分がある o 色村に身に付けて1;;}っ

てもらわなければならない内容。②・定のレベルまで引~ 1--げていかなくてはなら

ないという講究的ねらいを持った内符 弓〉内分で考える力をつけなくてはいけない

内容9 告態震の変容。)その効果が出てくる時期は、ねらいによって違い、自己能

力を開発する、あるい辻笠だとか態度を変窓させていくという時には、効果をだす

までに時間がかかる O また職場の状況によっても遇う O

(3) 研修受講生は多様性があり、制別対応、が非常に大切であるむ外i芸人の研修 (JICA

という国際協力機構、 AO技術)の場合、多様性つまり研修生法豊かれている状況

が全員違うため外国人の方の研修はかなり個別対正、がされているむ (φ研修諮にカ

ントリーレポートく伺のためにこの研修に参加しているか、自分の霞かれている状

況はどうか〉由経過、何を学んだか、どういう風に活かせるかというレポート@1~

7J1Jの護かれている状出が違うため、経過を見ていくということが非常に明確にぽつ

ている。

(4 ) 能職種ということか弘、スタート時点での把握が必要で、ある。評価の時期につい

ては、研修前後、職場に混る産訴の詩の中間地点、詩{I参修了後 l年、ぞれ以上では

追い難し瓦。

(5) 量的な評価は比較的簡単に出来るが、質の評缶、行欝変容の評髄というのは大変

難しい。評価というのは、何がしたいのか、どういうところを評髄してそれを活罰

していくかというところをきちんと考えていく必繋がある O 行動変容というところ

は、ある程震一定の期間おいて本当に職場でそれが認められているか、施設髄に

対してもとる必要があるのではないか。
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2) 看護・医療・の研修効果測定報告

(1) 教育目標は現実的、理解可能、測定可能、行動的、達成可能であることが要素と

して、教育目標が認知の領域(知識のレベルでは想起・解釈・問題解決)と、情意

領域(態度、習慣は、受け入れ・反応・内面化)精神運動領域(技能は模倣・コン

トロール・自動化)に分かれているD それは浅いレベルから深いレベルに移行して

いる D

いかに評価するかは、①論述試験 ②口頭試験、③客観試験 ④シュミレーショ

ンテスト、⑤実地試験、⑤観察記録、論文または研究課題で評価をする D

(2) 看護教育の評価対象は包括的な評価が求められる D 学生の①知識・理解、②思

考・評価、③技能・表現、④態度・興味、([鑑賞、⑤習慣、⑦知能、③想像力、⑨

狭義の適性、⑬人格特性、⑪道徳性、⑫健康、⑬運動能力、⑫体力、⑮家庭環境、

⑮学生集団としての特性およびその成果など、が評価の対象であり、看護師のレベ

ルでは、①批判的思考能力、②意思決定能力、③問題解決能力、④管理能力、⑤役

割行動、⑤専門家気質、⑦自己概念、@倫理的ジレンマ、が評価の対象になってい

るD 教育的条件として、①教育課程、②教育内容、③教育方法、c!教材・教具、⑤

施設・設備、⑤教員のレベル、⑦学校管理、③教育費、⑨学校の立地条件、⑮地域

社会環境などが評価の対象である D 教育評価における近年の評価観は、相対評価に

加えて到達度評価というのが導入されるようになってきており、その人を育ててい

くという形成的評価、その子なりの到達度段階を見ていく評価にかわってきている D

重視される傾向として①到達結果を測る評価から、到達の過程で、授業・学習活動

へのフィードパック機能を持つものとしての評価が重視されるようになったD ②ヨ

コの比較から集団準拠に基づく測定・評価からのタテの比較、達成基準に基づく

(criterion -referenced)側面・評価へ、③狭い範囲に限定した特定の能力の診断・

測定から、認知的側面、運動・技能的側面、および情意的側面など多様な角度から

判断して、人間の能力の総合的診断・測定へ、という傾向があります。④教員のみ

による評価から、学習者の自己評価に変わってきている。⑤短期間の点的な評価か

ら、ある程度長期にわたっての変容過程の追跡、線的ないし面的な評価へと変わっ

てきている。卒後教育・現任教育、生涯教育が義務付けられるようになってきてい

る。

(3) 看護学実習評価として 1年から 4年までの形成評価を実施している D 学生の段階

的な自己評価(評価基準は 5点、 o~19%が ilJ、十分できるというのが isJ で

80~100%) と教員評価。自分自身が形成的に段階をおって積み上げていくという
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ことが、わかるようなものにしているわクライエントとの関係、モチベ…シ三ンが

lfJjまったのか、という各Jiji'の原日が入均込んでおち、色々な11選出会、品評111liをすべき

というところがある O

(，1) 1出j忠実習指導者研鯵においては、グループお議のなかで学生指導案を作成し、

場で実施半年後、 8ケ丹後のレポート提出によって間修の成果を評1，lIiしている O

3引} 余業 . 教子脊fの{弱期言誌i

( 1) 1段i誌之 i近!芝:の， 1'1子討と'I~守1111îの f引社i上:幸議組組11江1.ゐみみ iはま f官背併倒w持詞J主司íI人i汁1掠、 {伽倒i持州告制i人i品i~深1果:j組i剖:立盟!1であ り、11仏伽例111仲同Ili川lil人i旬似リ正;によつてj述主うoL  liJ と

斉誌部1)υi

うな}形i諺予で、お主Lいが話し合いをしながら焦点化、重点化するような仕組みになって

いるむ評価替は直属の上司以外の複数が実施、部下も含まれることもあると言うこ

とが今起きている O 被評価者の自己評価というのは、本人そのものが指分を評官uiす

ることは非常によくあるパターンである。評f揺をするという物の

きている O

、変わって

(2) 長期研修における評舶において、 JACAといわれている国際協力磯識から受託し

ているメキシコ品質管現コースという 8ヶ月の研修会fある O 事前にどのような目的

できたのか、そして毎遇侍を学び、それに対して告分の意見はどうなのかというこ

とを定期的に繰り返していく岱 2ヶ月に引きiくらいの割合でコーデイネーションと

いうのがあち、全員が集まり許錨と、課題を告ら設定しそれに対・するアドバイスを

うけている C 介護の指導者-研修においても、 l週間毎の評価、また当然個人の置か

れている立場によって個人別目標の設定が必要ではないか思われる O

D 者鍵

評価に焦点をあて検討-したO 指導者研務前後の評価として各自〈知識〉

の評価が考えられる、足りない知識に気づき、次の学習の動機付けに誌なるc しかし指

導者研修においては知識はもちろんであるがそれ以上に考え方、告ら学び告ら考える力、

技能を身につける排修でもある O をしろそこに重点がおかれている。つまり 2ヶ月にわ

たる指導者明謬終了後金臨者・欝諒・指導者として行動変容が期待され、自分自身で問

題を解決する懇震を者;こつけさせるものである。報告の中にもあったように、自

の開発、替、震の変容辻鶏莱をだすには時間がかか母、また受講者の背景によっても捕っ

てくるc 一年後の達成状況、研拶を受けたことがどれだけ役立つているのかブイ…ドパ

ックできるような評髄とじて、指導:過程において段階的評価と個別の対応が必要と忠わ
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れるむー殺にはすでに行われている知識の許制から段賭を設け継続的に研修成果が期待

きる形成的評価に考え方を改めていくことが大拐である O

さらに自己評価は明示された研諺ヨ標に対する自分の翠j達状汎を明らかにすることで

到達度評価が可義となり、教育によって宥動パターンを

られるむ内的動機付けに基づくものが期待できるが、

いく過窓でセンタ…や職場でのかかわりが必要であるむ

E 容考文詰

1 )自島綾子:看護教育評倍の基礎と実際、

させ、改蕃していく過程と

課題を明らかにし

2)阿部芳久、阿部哲也、加藤仲間、大橋美幸、後藤美恵子、矢吹知之:

者養成語修カリキュラムの開発研究年報No.2 高齢者痴呆介護研究・研修他会セ

ンタ…

3 )正木勝款:教官効果譲の方法 る、 と人材
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